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　　　覚かく醒せいしたハリセン







　甘あま城ぎブリリアントパークにあるおみやげ屋さん『ホイップアンティーク』。

　そのファンシーな店構えとは対照的に、実は魔ま法ほうの国ホイップ社会主義共和国連れん邦ぽう──通つう称しようポ連が構えた前線基地である。

　与あたえられた任務は、敵国である魔法の国、メープルランドの施し設せつである甘ブリの監かん視しだ。

　おみやげ屋さんというのは世を忍しのぶ仮の姿にすぎない。

　そんなこの店では、五人のバイトが働いていた。

「ずっと売れないままのグッズにホコリが……お掃そう除じしますね」

　抜ばつ群ぐんのプロポーションを誇ほこる黒くろ髪かみの女子高校生、新にい見み杏きよう子こ。

「ではわたくしは床ゆかを掃はきますわ」

　おっとり系お嬢じよう様さまの雰ふん囲い気き漂ただようメープルランドの少女、リーリット・キーマイヤー。

「しかし暇ひまだな……軍務とはいえ退たい屈くつだ」

　フリフリのメイド服を着ながらも凜り々りしい顔つきを崩くずさない、これまた魔法の国の東シュトーレン共和国軍の中ちゆう尉い、ノエル・ラビウス。

「ねえねえ、トランプやろっか」

　あっけらかんと仕事放ほう棄きを誘さそってくる、ポ連の見習い軍人兼けんホイップアンティーク店長のハルノフィア・クレーノワ──今は紅くれ衣いはるのと名乗っている。

「店長が率そつ先せんしてサボろうとするんじゃない」

　そして、紅一点ならぬ黒一点の少年、宗むな方かた東とう司じ──の五人である。




「誰だれか忘れてないかにゃ!?」




　悲痛な涙なみだ声ごえが響ひびきわたった。

　この店のオーナーにしてホイップ社会主義共和国連邦大たい佐さ、ウラジミール・ウラジーミロヴィチ・ニャーソン大佐だ。

「普ふ通つうにスルーされそうだったにゃ！　イジメよくない！」

「とりあえず落ち着け。おまえが『働いている』わけじゃないって点では少なくとも間ま違ちがってない」

「同志トージ!?　どこまでも任務に忠実なボクちゃんのどこに落ち度がっ!?」

「そういうことは、スマホで遊ぶのを止やめてから言うもんだ」

　イスにだらーっと座り込み、両手でスマートフォンを握にぎりしめたニャーソンに皮肉をぶつけてやる。

　これで反省してくれればいいのだが、そうはネコが卸おろさない。

「そんな!?　もうちょっとでデイリークエスト達成なんだにゃ！」

「真ま面じ目めに反論してくるんだもんな……」

「オーナーが遊ぶために、代わりに働くのがバイトってもんだにゃ！」

　もうまともに相手をするのがバカらしくなってくる。

　こんなのがオーナーかと思うと頭が痛くなるのだが、悔くやしいことにお金だけは腐くさるほど持っている。

　才能、人望、責任感と、あらゆるものが欠けつ如じよしたニャーソンに唯ゆい一いつ残された『資金力』をフルに有効活用していた。

「そもそも同志トージたちだってダラけてるにゃ！　ボクちゃんのグッズを求めていつゲストが来るか分からないんだから、顔を引き締しめて待機するべきにゃ！」

「いや……来ないと思うな」

　店中のニャーソングッズを見み渡わたしてげんなりと呟つぶやく。

　おみやげ屋さんと称しようするホイップアンティークだが、甘ブリのキャラクターは一いつ切さいない。

『人気者になりたいんだにゃ！』というニャーソンの号令の下もと、グッズはすべてニャーソンをモチーフにしたものばかりだ。

　そろそろ見慣れてきたと思っていた東司だったが、こうして改めて見てみると、その異様な威い圧あつ感からは『おもてなし』の欠片かけらも感じられない。

「それに今日は雨だしね……いっそのこと、大佐だけ残して休きゆう憩けいする？」

　トランプを諦あきらめたはるのが提案した。

「同志はるの!?　そんなの任務放棄だにゃ！　軍法会議ものだにゃ！」

「任務中にスマホいじってるやつのセリフかよ……」

「とにかく、そんなことボクちゃんが認めないにゃ！」

「別にいいですよ。大佐に認めてもらおうとか思ってないですし」

「同志はるの!?」

　見習い軍人からそっぽを向かれる大佐がいた。

「はるの、いくらなんでもニャーソンだけに任せるのはやりすぎだ」

「ど、同志トージ……」

　ニャーソンの瞳ひとみにうっすら涙が浮うかぶ。

「こいつに店番させたら、ゲストが来た時に不快にさせるだけだ」

「ど、同志トージ!?」

　涙が一いつ瞬しゆんで乾かわいた。

「でも、ゲストなんて来るのかなぁ……」

「天文学的確率で迷い込んでくるかもしれない」

「ひ、ヒドイ言いようにゃ……」

　よよよと崩れ落ちたニャーソンが必死に助けを求める。

「同志ラビウス！」

「残念ですがニャーソン大佐。あなたに接客は不可能かと」

　ノエルは小さく首を振ふった。

　この店に来た当初こそ軍人らしく、階級に従ってニャーソンを敬っていたノエルだったが、今や見限っている感もある。

「同志リーリット！」

「東司さまのおっしゃるとおりですわ」

　リーリットもニャーソンに味方しない。

　彼女にとってはニャーソンもホイップアンティークも二の次で、重要なのは東司なのだ。

　もっとも、彼自身に興味があるわけではなく、大好きなアニメ『カリスマジゴロ・トージョーさま』の主人公が東司にそっくりなのでお熱になっているだけである。

「同志キョーコ!?」

「妻として夫の意見は絶対です」

　東司を愛し続ける少女には愚ぐ問もんである。

　生まれてこの方十五年あまり、東司を一いち途ずに想おもい続ける杏子なのだ。

「なんでにゃ……なんで誰もボクちゃんの言うことを聞いてくれないんだにゃ……」

『日ひ頃ごろの行い』

　五人が異口同音に答える。

　まったく容よう赦しやのない指し摘てきだった。

　傍はた目めから見ればニャーソン一匹ぴきを相手にひどい扱あつかいだが、このくらい強く言っても分かってくれないのがニャーソンなのだ。

　いつだって自分を正当化し、誰かを面めん倒どうに巻き込む。そういうネコなのだ。

「そ、そんなにボクちゃんが信しん頼らいできないのかにゃ!?」

『できない』

「頼たよりないのかにゃ!?」

『ものすごく』

「ひょっとしてボクちゃんって邪じや魔ま者もの!?」

『なにをいまさら』

　コーラスのように五人がハモり、ニャーソンのなにかが決けつ壊かいした。

「み、み……みんなあんまりだにゃーっ!!」

　ニャーソンが鼻水をまき散らしながら詰つめ寄ってくる。

「えぇい、汚きたない！　はるの！」

「ほいさ！」

　はるのが太ももに手をかざし、そこから一振りの日本刀が現れる。

　ドウジギリ──はるのの唯一の武器だ。

　それを東司は遠えん慮りよなく借り受ける。

「大人しくしてろってんだ！」

　抜ばつ刀とう一いつ閃せん。

　鞘さやから抜ぬかれたドウジギリは、その刀身の代わりにハリセンを顕けん現げんさせ、ニャーソンの横よこっ面つらをしたたかに痛打した。

「にょべふっ!?」

　ニャーソンがきりもみしながら吹ふき飛ぶ。

「トージ、ドウジギリ見せて！」

　上官の悲ひ惨さんな扱いに一切うろたえることなく、はるのは東司に駆かけ寄る。

「ふむふむ、にーしーろっぱー……。うん、ちゃんと増えてる！」

　このドウジギリ、最初は紙を二つ折りにしただけのペラペラだったが、東司がニャーソンにたたき込むたびに折り目が増えるという謎なぞのハリセンである。

　そこに惚ほれ込んで東司を雇やとったというのが二人の始まりである。

　今ではすっかり、はるのは東司の太た刀ち持もちポジションになっていた。

　それでも『ドウジギリを成長させてくれる！』とちっとも気にしていなかった。

　実はハリセンの成長日記を始めているらしい。

「な……なんでボクちゃんが……」

　ぞんざいすぎる扱いに滝たきのような涙のニャーソンが打ち震ふるえる。

「ボクちゃんが……ボクちゃんがなにをしたってんだにゃーっ!?」

　そのまま耐たえられなくなったように店から飛び出していった。

　雨の中を突つっ切り、悲ひ哀あいが浮かんだ背中が小さくなる。

「なにをしたっていうか、仕事しないから怒おこってるんだけどな……」

　疲つかれたらひょっこり戻もどってくるだろう。

「……でも、まあ、風か邪ぜでも引かれたら厄やつ介かいだな」

　健康状態でも面倒なのに、病気になったらもっと手間がかかる。

『寝ねずに看病するにゃ！』とか平気で言ってきそうだ。

　東司は仕方なくニャーソンが帰ってきた時の準備を始めた。

「杏子、なにか温かい飲み物の用意を頼たのむ。食事もあると助かる」

「はい、東司くん」

「リリはタオルを洗って乾かん燥そう機きにかけておいてくれ。一枚や二枚じゃ足りないだろうから、数が少なかったら倉庫のニャーソンタオルを使ってもいい」

「分かりましたわ、東司さま」

「ノエルは掃そう除じの用意をしてくれ……きっとあいつ、泥どろまみれの足で帰ってくるからな」

「はぁ……これも軍務なのだな」

　東司の指示を受けた三人がそれぞれ頷うなずく。

「ねえねえトージ、あたしは？」

　はるのが自分を指さして尋たずねる。

「杏子とリリがやってた店の掃除の続きだ。俺も手伝う」

「だったらそっちを二人に任せて、あたしが飲み物とタオルの用意を……」

「おまえ、まともに家事やったことないだろ」

「ど、どうしてそれを!?」

　本気で驚おどろく彼女にはぜひ、一巻での正妻戦争のことを思い出してほしい。

「いいから始めるぞ」

「ちょっと、なんで分かったのよーっ！」

　詰め寄るはるのをひらりと避よけながら、東司はモップを手に取った。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「なんでにゃ……なんでボクちゃんは……」

　雨あま脚あしが強まり、道行くゲストもほとんどいない。

　そんな中、まさに捨て猫ねこのように歩くニャーソンの目はうつろだった。

「誰だれもボクちゃんを助けてくれない……誰もボクちゃんに味方してくれないにゃ……」

　ボクちゃんはなにか間ま違ちがっていたかにゃ？

　オーナーとしてみんなをまとめ、指示を与あたえ、見守るのがオーナーではないのかにゃ？

　それをボクちゃんは忠実に実行しただけじゃないのかにゃ？

「ただちょっと、スマホのゲームにハマってレア装備が引けなくて課金して、それなのにまだポンコツ装備ばっかり引くから『キャラ名が悪いのかにゃ？』って思ってアカウント削さく除じよして、キャラ作り直して鍛きたえ上げるのに時間がかかるから店でも必死でゲームしてただけなのに……」

　いったいどこが間違っていたのかにゃ？

「まさか……」

　ふとニャーソンの脳のう裏りに一つの可能性が浮かび上がる。

「まさか睡すい眠みん時間を削けずらずにゲームしたのを怒ったのかにゃ？　昼間にやるくらいなら寝ないでやれと……」

　そこじゃない、と誰かがつっこんでくれるわけもない。

「確かに睡眠時間は午後十時から午前十時までたっぷり取ってるにゃ。でもお肌はだと毛並みと健康のことを考えれば当然なんだにゃ……」

　ちなみにホイップアンティークの開店時間は午前九時である。

「ダメにゃ……やっぱり分からないにゃ……」

　結局そこに戻ってくるニャーソンだった。

「……って、ここどこにゃ？」

　気づけばホイップアンティークがあるエトセトランドを離はなれ、ずいぶん遠くまで来てしまっていた。

　曇どん天てんの空と雨音のせいで、見慣れたはずのパークが遠い異国に思える。

　その胸にじわっとこみ上げる空むなしさ。

『あぁ……ボクちゃんは独りなんだにゃ……』

　孤こ独どくという二文字がニャーソンの心に重くのしかかった。

「ニャーソン、なにしてるみー？」

　まさに天の声が降り注いだのはその時だった。

　お花の妖よう精せいティラミーが、差していた傘かさを傾かたむけた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「そうだったのかみー……大変だったみー……」

『ティラミーのフラワーアドベンチャー』へと招かれたニャーソンは、ティラミーに思いのままを打ち明けていた。

「分かってくれるのかにゃ!?」

「分かる、分かるみー。ボクもよく同じように[image: しか]しかられるみー」

　主に女の子を口説きすぎて。

「いま、そこに、可愛かわいい女の子がいるのに口説かないなんて失礼だみー」

「そ、そうなのかにゃ？」

「それならって今度は妙みよう齢れいのマダムを口説いたら、これまた怒られたみー」

「それがボクちゃんの不幸とどんな関係が……」

「それでも言いなりになっちゃダメなんだみー！　女の子もマダムもダメなら、白はく寿じゆを迎むかえたグレートマダムを口説けばいいんだみー！」

　女性のストライクゾーンの広さにかけては右に出る者のいないティラミーの熱弁に、ニャーソンは曖あい昧まいに頷くしかできなかった。

「つ……つまりどういうことなんだにゃ？」

「落ち込んじゃダメってことだみー」

　だったら回り道せずにそう言ってほしいにゃ、とニャーソンがポツリ。

「でも、そんな簡単に元気になれないにゃ……」

　五人がかりで怒られたニャーソンの心の傷は深い。

「しょうがないみー。だったら元気になれるお薬あげるみー」

「……ホントかにゃ？」

「ボクはお花の妖精だみー。落ち込んだゲストを元気づけるのもいつものことだみー」

「ティラミー……同志ティラミー！」

　敵国のマスコットを同志と呼んでいた。

「ちょっと待ってるみー」

　ティラミーはニャーソンを残し、店の奥に戻っていった。

　そして待つことしばし。

「これをあげるみー」

　戻ってきたティラミーは一つの植うえ木き鉢ばちを抱かかえていた。

　そこには背せ丈たけ十五センチメートルほどのお花が一本、植えられていた。

　パッと見はヒマワリのようだが、ニャーソンからは逆向きで花の部分が見えない。

「それは……なんだにゃ？」

「ボクが独自に交配を重ねて開発した『パルポンの花』だみー」

　紹しよう介かいしながらティラミーが植木鉢を半回転させた。

　そうしてニャーソンにも花の部分が見えた。

「……なんか異様にテンションが高い花にゃ」

　後ろ姿はヒマワリだったが、正面から見ると輝かがやかんばかりに艶つやがある。

　造花でもここまで見事なハリはないだろう。

「サングラスをかけて今にも踊おどり出しそうだにゃ」

「それが『パルポンの花』のポイントだみー」

　ティラミーが得意げに披ひ露ろうする。

「この花は最高の環かん境きようで育ててるんだみー。アルプスの雪解け水で育ち、栄養をたんまり蓄たくわえた土に植わって、最高級の肥料をたんまりと与えてるみー！」

「温室育ちの極きわみだにゃ……」

「だから『パルポンの花』は絶好調なんだみー。なにもかもがハイテンションなんだみー」

　ニャーソンがじっと『パルポンの花』を見つめる。

「……確かに、羨うらやましいくらい上じよう機き嫌げんな花だにゃ」

「ささ、今が食べ頃ごろみー」

　ティラミーが『パルポンの花』を植木鉢から引っこ抜ぬく。

「た、食べるのかにゃ!?」

「この状態の時に食べることで、食べた本人も絶好調なテンションになれるんだみー！」

「いや、だって……」

「ほらほら、ダラダラしてたら効果がなくなっちゃうみー」

「だってその花ってドロとかついて……にゅ、にゅむぅぅぅ──っ!?」

「つべこべ言わずに食べるみー」

　ティラミーが笑え顔がおでニャーソンの口に突つっ込こむ。

　白目になったニャーソンが泡あわを吹ふいた。

「て……てぃらみー……」

「大だい丈じよう夫ぶだみー、新種で実験台になってほしいとか、ちょっとしか思ってないみー」

「にゃ……にゃんと……ごくんっ」

　ニャーソンの喉のどが動いたのを確かく認にんしてからティラミーは手を引き抜いた。

　ティラミーが瞳ひとみを輝かせてニャーソンのリアクションを待つ。

「…………にゃ」

　やがてニャーソンの目に光が戻った。

「どうだみー？」

　ティラミーがそわそわしながら尋ねる。

　するとニャーソンは──その場で華か麗れいなトリプルアクセルを跳とび、グッと親指を突き立てた。

「ん～～っ！　絶好調だにゃーっ!!」




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




　意い気き消しよう沈ちんして去って行ったニャーソンが、『ＴＨＥ・ＭＡ○Ｋ』のイプキス並みのハイテンション野や郎ろうになって帰ってきた。

「やーやー！　みんなお待ちかね、ニャーソン大たい佐さの登場だにゃー！」

　やたらと腰こしを振ふりながら大おお仰ぎような動作でホイップアンティークのドアを開ける。

　掃そう除じ中だった東司とはるのはもちろんポカンだ。

「にゃ、ニャーソンおまえ……」

　激変したテンションももちろんだが、その格好も変わっていた。

　白いタキシードに派手なジャケット姿だ。

　しかも、傘も差していないのにちっとも濡ぬれていないとはどういうことか。

「雨の中帰ってきたんじゃないのか……」

「あーめー？　そんなのボクちゃんにかかればちょちょいのちょいだにゃーっ！」

　サタデーナイトフィーバーみたく指を突き上げる。

　直後その指先から得体の知れない光が放たれた。

　すると──まるでニャーソンにスポットライトが当たったように、その周囲だけ陽ひの光が差し込んだ。

「ウソだろ……」

　咄とつ嗟さに東司が店の外を見上げる。

　曇天の雨雲の中、一カ所だけ丸く雲が切れ、太陽が顔を覗のぞかせていた。

「どうなってんだ……」

　啞あ然ぜんとする東司にポンと手を置くニャーソン。

「まあまあ、そんな難しいこと考えるんじゃないにゃ！」

「いやいや……」

　見過ごせるか、と振り向いた東司だが、ニャーソンはすでにいない。

「同志はーるのー！」

　華麗なステップでトリプルトゥーループを決めながらはるのに迫せまっていた。

「ん～？　どうしたのかにゃ、そんな怯おびえた目をして～？」

「た、大佐がおかしくなっちゃった……」

「ＨＡＨＡＨＡ！　ボクちゃんはいつだって絶好調だにゃーっ！」

　ニャーソンがジャケットの中に手を突っ込み、そして引き抜く。

　一いつ瞬しゆんのうちに何十本というバラの花束が出現していた。

「ど、どこにこんなに……」

「細かいこと気にしちゃダメにゃ！　エブリシング・ハッピーにゃ！」

「そんなことより！　またヘンなことしたんじゃないですよね!?」

　異様なテンションにはるのが詰つめ寄った。

「うわっとっと！　そんなに迫られると困っちゃうんにゃ～」

「ほら、ゲロっちゃってください！」

「にゃにを～？　そんなヒドイこと言う子は……」

　瞬間、ニャーソンがはるのの視界から消えた。

　つんのめったはるのが持ち直して振り返ると、そこにはニャーソンの後ろ姿が。

　そしてその手でくるくる回しているのは──

「パンツ没ぼつ収しゆうだにゃ」

「それあたしの……っ!?」

　はるのは妙みような開放感を感じるのと同時にスカートを全力で押さえつけた。

「返してよ！　それあたしのパンツ！」

「ふっ、いつからおまえのパンツだと錯さつ覚かくしてたにゃ？」

「あたしのなのにっ！」

　羞しゆう恥ちに首まで真っ赤になって座り込む。

「うむ、女の子はお淑しとやかに。怒ど鳴なったりしちゃダメなんだにゃ～」

　ニャーソンが満足げに頷うなずいたりする。

「トージ、取り返して！」

「お、おう……」

　東司がとまどいながら応こたえる。

　あのスカートの下はムフフ──と囁ささやく悪あく魔まの声をかろうじて無視した。

「はるの、ドウジギリ！」

　ニャーソンを懲こらしめるにはこれしかない。

　だが今のはるのはノーパンである。

「ぜ、絶対にこっち見ないでよね！」

「分かってるから！」

　東司も紳しん士し的に顔を背そむけたまま、はるのに近寄って手を伸のばす。

「んっ……座ってるとなかなか出ない……」

　しゃがんだままでは長いドウジギリを抜ききれなかった。

「トージ……抜いて？」

　潤うるんだ瞳でそんなことを頼たのんでくる。

「おまえはまた絶妙に際きわどいことを……」

　しかし怒おこっても仕方ないと頭を切り換かえる。

　目を閉じたままドウジギリの柄つかを手て探さぐりでつかみ、ゆっくりと引き抜く。

「やっ……ちょっと乱暴だよトージ……」

「す、すまん！」

　困こん惑わく顔のノーパン少女のスカートの下から長いモノを引き抜く少年。

　間ま違ちがってないのに卑ひ猥わいである。

「よし抜けた！」

　危ない雰ふん囲い気きから逃にげるように東司がニャーソンに向き直る。

「おまえのせいでまた……いい加減にしろよこのダメネコがっ!!」

　そのまま鞘さやを捨て、渾こん身しんの一いち撃げきをニャーソンの脳天にたたき込んだ。

「ホーリーシット！」

　ニャーソンは悶もん絶ぜつして倒たおれ──ない。

　まさかの白しら刃は取どりでハリセンを受け止めていた。

「なっ!?」

　驚おどろく東司の前で、ニャーソンが悲しそうに首を振る。

「不意打ちなんて格好悪いにゃ……男なら正々堂々とかかってくるもんだにゃ！」

「おまえが正々堂々とか言うかっ！」

　体勢を立て直した東司が続けざまにドウジギリを振り抜く。

「アン！　ドゥ！　トロワ！　ん～こういうリズムの取り方も悪くないにゃ～」

　ニャーソンはどこ吹く風だ。あざ笑うかのように攻こう撃げきを避よけながら踊っている。

　完全に東司で遊んでいた。

「ウソだろ……」

「ところがどっこい！　ウソじゃないんだにゃ！」

　攻せめに回ったニャーソンが、一瞬のうちに東司に当て身を食くらわせる。

「ぐぉ……」

「トージ!?」

　衝しよう撃げきで肺の空気をすべて吐はき出した東司は、力ちから尽つきたようにその場に倒れてしまった。

　するとそこに、騒さわぎを聞きつけたリーリットと杏子が戻もどってきた。

「どうしました、東司さま！」

「東司くん？」

「ん？　んん？　んん～～っ!?」

　その二人を──正確にはその豊かな胸むな元もとを見た瞬間、ニャーソンは三回転後方ひねりの大おお技わざを披ひ露ろうしながら二人の眼前に舞まい降りた。

「Ｏｈ、豊ほう穣じようの女め神がみよ！　あなたが与あたえたもうた奇き跡せきに感謝しますにゃ！」

　そんなことを言いながら二人の胸に向かって合がつ掌しようする。

「ど、どこ見てるんですの!?」

「これは東司くんのものです！」

　リーリットも杏子も慌あわてて胸元を手で隠かくす。

「オーマイガッ！　女神がお隠れになってしまったにゃ！　祭にゃ、宴うたげにゃ！　天あま照てらす大おお神みかみを引きずり出すにゃーっ！」

　ニャーソンが再びジャケットの中に両手を突っ込む。

　引き抜いた時には、トランペットやらホルンやらフルートやら、吹すい奏そう楽がつ器きが乱雑に握にぎられていた。

「ボクちゃんの華麗な音楽で、きっと女神もメロメロにゃ！」

　楽器たちの吹き口を一気に口にくわえ、ぷぴーっと不協和音を奏かなで始める。

「なんなんですの、いったい……」

　戸と惑まどうリーリットにさっとニャーソンがすり寄る。

「同志リーリットにはボクちゃんの魅み力りよくがまだ分からないのかにゃ？」

「魅力もなにも、なにがなんだか……」

「だったらボクちゃんが振り向かせてみせるにゃ！」

　話を聞かないニャーソンは、怯えるリーリットにずいと顔を近づけた。

　そしてその耳元で囁いた。

『僕と一いつ緒しよになろう。そして一緒に僕の借金を返そう！』

「はぅあ!?　それはトージョーさま第77話のあのシーンっ!?」

　普ふ段だんとはがらりと違う艶つやのあるボイスに、リーリットの脳みそが一瞬沸ふつ騰とうした。

『僕は勇気を出す！　だからキミもお金を出して！』

「それは第２０１話の!?」

『大だい丈じよう夫ぶ、時給のいいバイト紹しよう介かいするよ？』

「そ、そっくりですわ……トージョーさまの声とそっくりですわ！」

　衝撃のあまりリーリットが仰のけ反ぞる。

　しかしいくら声がそっくりでも顔はニャーソンだ。

「うぅ……トージョーさまを穢けがされた気分ですわ……」

　声と顔にギャップがありすぎて残念すぎる。

　しかもその声にウットリしてしまった自分がこれまた情けなさすぎた。

「ニャーソンさんとトージョーさまを重ねてしまうなんて……わたくし一いつ生しよう涯がいの不覚ですわ……」

「リリちゃん！」

　立ち直れないリーリットを守るように杏子が間に入った。

「ニャーソンさん、いい加減にしてください！」

「んんっと……ボクちゃんはいつだって大まじめ！　いつだって真しん剣けん勝負にゃ！」

　いつものトーンに戻っていた。

「同志キョーコもボクちゃんの魅力に気づかないのかにゃ？」

「わたしは東司くんだけです！」

「にょほ～、妬ねたましくなっちゃうにゃ～」

　ふざけたようにおどけつつ、しかしその顔が不意に凜り々りしくなる。

「……なら、ムリヤリ教えてあげるにゃ」

　ニャーソンは杏子に詰め寄ると、その唇くちびるをじっと見つめた。

　ペロリ、と舌なめずりする。

「や、やです！　わたしの初めては東司くんに……」

　必死に顔を背ける杏子の顎あごに手を添そえたニャーソンは──

「じゃあこっちをもらうにゃ！」

　一転して反転、気絶した東司の唇を奪うばった。

　それはもう、ズキューンと文字が飛び出しそうな勢いで。

「あ……あぁ……」

　なにが起こったか理解できない杏子に、ニャーソンはぐっと親指を立てて自分を指した。

「同志トージの初めての相手はおまえじゃない……このボクちゃんにゃ！」

　わけのわからない勝利ポーズだった。

　しかし杏子にとって、自分が東司の初めてではないというダメージは相当らしく、

「東司くんが……穢されました……」

　人生の目標を見失ったみたいに座り込んでしまった。

「もう……お婿むこにもらえません！」

「にゃーっはっは！　いい気味だにゃーっ!!」

　愕がく然ぜんとする杏子にニャーソンが容よう赦しやのない高笑いを浴びせる。

「何事だ、騒そう々ぞうしい」

　そこにようやく救世主が現れた。

「ノエルさん！」

　パンツを奪われて動くに動けないはるのが助けを求める。

「ニャーソン大たい佐さ、いったいなにを……」

「んー……？」

　首だけノエルの方を振ふり向いたニャーソンは──しかしその胸元を見つめて悲痛な叫さけびを上げた。

「マイガッ！　神よ！　どうして差別なさるのかっ!?」

　再びジャケットに手を突つっ込こむと、十じゆう字じ架かやら聖書やらキャンドルを一いつ瞬しゆんのうちに並べ、これまた一瞬で牧師の衣い装しようにチェンジしていた。

「神の名の下もとにすべては平等だったんじゃないのかにゃ!?」

　十字架を握りしめながら失礼なことを大声で叫ぶ。

　いくら軍人として訓練されたノエルも、さすがにこれにはカチンときた。

「……なるほど。いよいよおかしくなったようだ」

　気づけば彼女の手には黒いムチ──グリンガムが。

「その口、二度とたたけないようにさせていただこうっ！」

　振りかざしたグリンガムが唸うなりを上げてニャーソンに襲おそいかかる。

　だが──

「チッチッチ。女の子がそんなのはよろしくないにゃ～」

　一瞬で最初のタキシード姿に戻ったニャーソンが、身体からだをくねらせながらムチの攻撃を避けていた。

「このっ！　くそっ！」

　唇を嚙かんだノエルがさらにムチのスピードを上げる。

「そんなにボクちゃんをたたかないで！　ボクちゃん馬じゃないんだにゃ！　ヒヒーン」

　もうおちょくってるとしか思えないセリフである。

　それでいてノエルの攻撃は一発たりとも当たらない。

「くっ……こんな屈くつ辱じよく……」

　ノエルの瞳ひとみにじんわりと涙なみだが浮うかぶ。

　その心の隙すきをニャーソンは見み逃のがさなかった。

「手元がお留守なんだにゃ！」

　あっという間にグリンガムを奪い取ると、逆にノエルの両手首をムチで縛しばり、天てん井じようの梁はりに引っかけてしまった。

　バンザイしたまま身動きが取れなくなった格好だ。

「や、止やめ……」

「ん～？　こうして眺ながめると、ちっぱいはちっぱいなりに風ふ情ぜいがあるにゃ……」

　下心を隠さない目でノエルを舐なめ回すように鑑かん賞しようする。

「くっ……殺せ！」

「やだにゃあ、そんな女騎き士しみたいなこと言っちゃって。ボクちゃんオークじゃないにゃ」

　そんなエロゲーみたいなことを堂々と言ってしまうニャーソンだ。

「お、オーク？」

「ふっふっふ……興味があるかにゃ？　じゃあボクちゃん、ちょっとオークになっちゃおうかにゃあ……」

　最高にゲスい顔でニャーソンが迫せまる。

　ノエルにはなにを言っているかさっぱりだったが、そのニャーソンの顔だけでいろんなことを察してしまった。

　間ま違ちがいなくエッチなことなのだと。

「やめっ……止めてくれ！　なんでもする！」

「おうっふ！　そんなセリフが出てくるなんて……実は誘さそってるのかにゃ？」

「違うっ！」

　初う心ぶなノエルを存分に翻ほん弄ろうするニャーソンだ。

　こうしてホイップアンティークのバイト五人は、ニャーソンにまさかの敗北を喫きつした。




「あちゃ～っ！　手て遅おくれだったふもーっ！」

　突とつ然ぜんの声にニャーソンの動きが止まった。

「やれやれ……まったく今日は邪じや魔まが多い日だにゃ」

　一昔前のハリウッド俳優みたいな大げさなジェスチャーでやれやれと肩かたをすくめる。

　その視線の先にはモッフルとマカロン、ティラミーがいた。

　三匹びきは店内の惨さん状じようを目まの当たりにして顔を覆おおった。

「ティラミー！　どうして新種の花を、しかもニャーソンなんかに食べさせたふも!?」

「だってナイスタイミングだったんだみー……カモがネギしょって土ど鍋なべに乗ってポン酢ず持参で飛んできたと思ったんだみー」

「どう転んだって誰だれも幸せになれないってすぐ分かるろん！」

「ボクは大切に育てたお花の効果が観察できて有意義だみー」

『そういう問題じゃないっ！』

　モッフルとマカロンのダブルアッパーにティラミーが昏こん倒とうする。

「こうなったらぼくたちでどうにかするしかないふも」

「確か『パルポンの花』を吐はき出させればよかったろん？」

「みぞおちにキツイのを一発、ぶちこんでやるふも！」

　軍人上がりのモッフルに、ヤンキー高校で番長を張ってたマカロンのコンビだ。

　いつものニャーソンならすぐさま東司の背中に隠かくれるところだが、今日のニャーソンはひと味もふた味も違う。

「ボクちゃんに……挑いどむ？」

　目を丸くしたニャーソンは、次の瞬間に腹を抱かかえて笑い転げた。

「にゃーっははははっ！　ひぃぃぃぃっひっひっひっ!!　ぶーっくっははははっっ!!　ヒィヒィヒィ……ひゃーっはははーっ!!」

　ガンガンと床ゆかをたたきながら、これまたジャケットの中から座ざ布ぶ団とんを次々に引っ張り出して放ほうり投げる。本当にどうやって収納しているのやら。

「こいつはお笑いだにゃ！　今世紀最大のジョークだにゃ！　山やま田だくーん！　あの二匹に座布団積んであげるにゃーっ！」

「な、なんかテンションがおかしいふも……」

「気味悪いろん……」

「ボクの育てたやつってこんなのだったのかみー……」

　復活してきたティラミーを含ふくめ、いろんな修しゆ羅ら場ばをくぐってきた三匹がどん引きするレベルだった。

「ほーらほら、ボクちゃんは準備オーケーだにゃーっ！」

　その場で竜たつ巻まきのように回転したニャーソンが風をまとったかと思うと、次の瞬間には西部劇風のガンマンスタイルに変身していた。

　カウボーイハットを目深にかぶり、両手にはコテコテのリボルバーを構える。

「さあ、死にたいやつからかかってくるにゃ！」

　無む駄だに洗練された無駄のない無駄な動きでリボルバーを手の中で回転させる。

　ここまで挑ちよう発はつされては、さすがに手加減する気も失うせたモッフルたちである。

「……そのセリフ、後こう悔かいさせてやるふも！」

「地じ獄ごくを見せてやるろん！」

「もう謝っても遅おそいみー！」

　モッフルが正面から、ティラミーとマカロンが左右に回り込んだ。

　リボルバーは二挺ちよう、対するは三匹。数の理論でニャーソンに不利だ。

　しかもモッフルたちは、長年組んできた絶ぜつ妙みようのコンビネーションでニャーソンに標的を絞しぼらせない。

　誰にも狙ねらいを定めきれず、気づけば三匹がニャーソンに肉にく薄はくしていた。

「ダーミッツだにゃ!!」

　三匹から同時に繰くり出される容赦のない一いち撃げき。

　ニャーソンの両手からリボルバーがはじき飛ばされ、顔面を狙ったモッフルの腕うでは、しかし直前で軌き道どうを変え、カウボーイハットをかすめ取る。

「キザなガンマンもこれまでふも」

　舐められたお返しだ、とでも言わんばかりに不敵に笑う。

「オー、ジーザス！　これじゃボクちゃん丸まる裸はだかだにゃー！」

　ニャーソンが降参するように両手を上げる。

「でぇ～もぉ～、このくらいのハンデをあげないとキミたちには可哀かわい想そうだにゃ～？」

　バンザイしたまま腰こしを振って笑い始めたニャーソンに、いよいよモッフルたちの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おも限界を迎むかえる。

「モッフル……もうキレていいろん？」

「……ぼくも同じことを言おうとしていたふも」

「ガチで泣かせてやるみー……」

　三匹の目が殺意に染まる。

　愛くるしい見た目に似つかわしくない、熱気を帯びたオーラが立ち上る。

　とてもではないが普ふ通つうのゲストたちには見せられない顔だった。

「ワーオ！　ヘルプミー！　メーデーメーデー！」

　そんな三匹を煽あおるようにニャーソンが踊おどって──三匹の中でなにかが切れた。




『死に晒さらせぇぇーっ!!』




　モッフルたちが一いつ斉せいに飛びかかる。

　容赦のない突とつ進しんから全力で殴なぐる蹴けるの攻こう撃げきを放つ。

　武器を失ったニャーソンにとって、それは間違いなく致ち命めい傷しようとなるはずだ。

　生意気な口を黙だまらせ、涙の謝罪を引き出す一手になる。

　その──はずだった。

「ふっふっふ……バカめ、と言って差し上げるにゃーっ！」

　三匹の攻撃を正面から見み据すえたニャーソンは、バンザイの状態からゆらりと両腕を構え直した。




　次の刹せつ那な、きりもみしながら吹ふき飛んだのは三匹の方だった。

「バカな……天地○闘の構えだと……」

「バーンですら覚かく醒せいしないと使えないのに……」

「ひ、卑ひ怯きような……」

　そんな断だん末まつ魔まのセリフを残して三匹が床に落下する。

「まったく、つまらないバトルだったにゃ！」

　これっぽっちの歯ごたえも感じていないニャーソンは、モッフルに奪うばわれていたカウボーイハットをゆっくりと拾い上げた。




　今度こそ万ばん事じ休すだった。

　誰もニャーソンを止められない。

『パルポンの花』の効果が切れるのが先か、それともホイップアンティークが壊かい滅めつするのが先か。

　絶好調のニャーソンによる蹂じゆう躙りんは止とどまるところを知らなかった。

　万策が尽つきた──誰もがそう諦あきらめていた。




「……大たい佐さ、おいたがすぎるよ」




　静かな声で、しかしはっきりと怒おこった声ではるのが呟つぶやいた。

　スカートをしっかり押さえながら、羞しゆう恥ちをこらえて視線を外さない。

「んっんん～？　なにか聞こえたかにゃ～？」

　はるのなんて敵ではないと舐めきっているニャーソンはまともに彼女の方を見ようともしない。

「みんなを……あたしの大切なみんなをこんなにして……」

　一歩、また一歩とニャーソンに向かって踏ふみ出す──内うち股またで。
















「許さないからねっ！」

「ノーパンでなにができるんだにゃ？　ちょっと派手に動くだけでサンクチュアリがモロ見えしちゃうんじゃないかにゃ～？」

　セクハラを通り越こして現行犯逮たい捕ほレベルである。

「そんなことより……どの子でモナピーしちゃうかにゃ～？」

　両手をニギニギさせながら杏子たちへ迫せまるニャーソン。

　構図は完全に少女を襲おそう淫いん獣じゆうだ。

「させない……そんなことさせないんだからっ！」

　そう叫さけびながらはるのがしっかりとスカートを押さえる。

　ゆっくりと膝ひざを折って、中が見えないように慎しん重ちように慎重に屈かがんで拾い上げたのは──ドウジギリだ。

「それをどうするつもりだにゃ～？」

　ニャーソンはまともに取り合わない。

　東司が振ふるうドウジギリだったからニャーソンも恐おそれていたのだ。

　それを打ち破った今、はるのが手にしたドウジギリに臆おくする理由はない。

「そうだね……ずっとトージに任せてたもん……」

　少しだけ反省する。

　ドウジギリの成長ばかり考えて、東司に全部丸投げだったこれまでを。

　東司に育ててもらえるからと、安心しきっていた自分を。

　それだけで満足していた、これまでの自分を見つめ直す。

「だから……あたしがやる」

　誰にも頼たよれない。

　みんな戦って、そして散っていった。

　だから自分がやるしかない。

　大切な人たちのために。店を守るために。

　それが自分の、店長さんの責任だから。

「パンツがなくても恥はずかしくないんだからね！」

　大いなる決意を間ま違ちがったニュアンスで表現してしまうはるのだった。

　はるのはあくまで真しん剣けんな表情のまま、落ちていた鞘さやも拾い上げるとドウジギリを納刀した。

「ホッホ～。そんなことしちゃっていいのかにゃ？　同志はるのが抜ぬいたドウジギリなんて、またペラッペラに戻もどってるかもしれないにゃ～？」

　ニャーソンが煽る。これでもかと煽る。

　はるのにドウジギリが使えるはずもないと決めてかかる。

「それでもいいのかにゃ～？　またコンプレックスが増えるだけじゃないかにゃ～？」

「違うよ」

　ニャーソンの挑ちよう発はつに、はるのは確かな意志を込こめて反論した。

「あの時とは違うから。このドウジギリはただのドウジギリじゃない……トージが育ててくれたドウジギリだから……」

　左手で鞘を、右手で柄つかをぐっと握にぎりしめる。

「だからきっと……あたしにもできるはず」

　ニャーソンの目が、わずかに揺ゆれ動いた。

「思いっきり振り抜くだけ。トージを信じて……振り抜くだけ」

「わ、分かったにゃ！　そんな怖こわい顔しないでほしいにゃ！」

　はるのの瞳ひとみに宿る決意を読み取ったか、ニャーソンが降参したように両手を上げる。

「……ホント？」

「ホントホント！　もうみんなに謝っちゃうにゃ！　ほれこのとーり！　土下座でも土ど下げ寝ねでもしちゃうにゃ！」

　言うや否いなや、直立不動で顔面から倒たおれ込む。

　かなり痛いだろうが、アドレナリンがドバドバのニャーソンは悲鳴一つあげない。

「……うん。分かった」

　はるのがドウジギリから手を離はなす。




「甘いんだにゃーっ！」

　ニャーソンが土下寝の状態から背筋だけで飛び起き、着地と同時に猛もうダッシュした。

　床ゆかに突つっ伏ぷした状態からは立ち上がれないだろうと油断を誘さそったのだ。

　狙うは最大の弱点──そう、無防備すぎるスカートの内側だ。

「そのスカートめくらせてもらうにゃーっ!?」




「分かったって言ったでしょ？　大佐が騙だましてくるなんて、最初から分かってたよ」




　しかしその攻撃は、すでに抜ばつ刀とうの構えを取ったはるのに迎えられた。

　驚きよう愕がくに顔をゆがめるニャーソンに、渾こん身しんの一撃をたたき込む。

　踏み込みと同時にドウジギリを抜き放たれる。

　一人と一匹ぴきの影かげが交差して──

「そ……そんにゃ……」

　ニャーソンが吐と血けつする。

『パルポンの花』が口から飛び出してきた。

　消化されかかっているというのに『パルポンの花』は、どこか瑞みず々みずしかった。

（ん～……絶好調だったぜい……）

　そんなセリフを残しながら、吐はき出されたパルポンの花は床を這はいながらどこかに去って行った。




「どうなった……のかな」

　一方、ニャーソンを倒したはるのだが、実はその目を閉じていた。

　やっぱり怖かったのだ。

　自分が抜いたドウジギリは、はたして東司が育ててくれたドウジギリなのか。

　一番最初のペラペラな状態じゃないにしても、折り目の数が減ってたり、くたびれてたりしたらどうしようと。

　抜刀の瞬しゆん間かんから今まで、ずっとドウジギリから目を背そむけていた。

「…………ううん、そんなんじゃダメ」

　大きく深呼吸して覚かく悟ごを決める。

　そっと、薄うすくまぶたを開く。

　その先には──ドウジギリがあった。

　いつも見ている、もう見慣れてしまったドウジギリがあった。




「やっ……やったっ!!」

　今度はまじまじと見つめる。

「うん……ちゃんとしてる！　トージが使ってた時と同じだよ！」

　飛び跳はねて喜ぶはるのは、こみ上げる思いそのままに東司に駆かけ寄った。

「トージトージ！　見て！　ほらっ！　あたしのドウジギリだよっ！」

　笑え顔がおで話しかけるが、グロッキーな東司から反応はない。

「もう！　この大切な時にどうして寝てるのよ！」

　ぶんぶんと首を揺すって、この喜びを伝えようと必死だった。

「うぅ……」

「あ、起きた！」

　うっすらとまぶたを開いた東司に、はるのが『どうだっ！』とドウジギリを構える。

　鞘から抜刀してズバッと空気を斬きりながら。

　カッコ良くポーズを決めながら。

　ノーパンであることを忘れたまま。

「見て見てトージ！」

「わーっ!?　バカおまえ！　なに見せるつもりだっ!?」

　東司が必死に顔を背けるも、舞まい上がったはるのの耳には届かない。

「そんなの決まってるじゃん！　ほらほら！」

　上じよう機き嫌げんでドウジギリを振り回す。

　ノーパンであることを忘れたまま。

「おまえはなにを考えてんだ！」

「えーっ！　どうして見てくれないのよ！」

「だからおまえはなにを見せたいんだよっ!?」

「ねーねー、見てよー！」

　かくしてはるののノーパン演えん舞ぶは東司の煩ぼん悩のうを刺し激げきし続けるのだった。
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　こうしてホイップアンティークの受難な一日は幕を閉じた。

　ちなみにその後、やけにハイテンションなゲストがちらほらと出現する謎なぞの現象が散発したのだが──それはまた別のお話である。







　　　黄金のサッチ







　ノエルがホイップアンティークに着任して二週間。彼女に一通の指令書が届けられた。

「定期報告のため帰き還かんせよ、か」

　もともとニャーソンの応おう援えん要よう請せいに応こたえる形で、東シュトーレン共和国から派は遣けんされたのが彼女だ。

　軍の上層部も、優ゆう秀しゆうなノエルならすぐに任務を終えて戻もどってくると楽観していたのに二週間経たっても戻ってこないのは何事か、と説明を求めるのは当然だろう。

「ノエルさん……帰っちゃうの？」

　指令書を覗のぞき込んだはるのが寂さびしそうに尋たずねる。

「なに、一時的に帰るだけだ」

　ノエルは無表情を崩くずさないまま、しかしはるのの不安を振り払はらうように答えた。

「すぐに戻ってくる。そんな顔をするな。自分が不在の間、ますますハルノフィアの責任は大きくなるのだからな」

　ちょっぴり涙なみだを浮うかべているはるのを励はげます。

「うん……いつあっちに行くの？」

「出発は明日あしただな」

「そっか……じゃあ送別会しないとね！」

「すぐ戻ると言っているだろうに……」

　短い時間とはいえ、自分との別れを惜おしんでくれるはるのの気持ちが素す直なおに嬉うれしいノエルだった。

「軍服を取ってこなければならないな。あれに袖そでを通すのも久しぶりだ」

　ホイップアンティークで働き始めてから、軍服を着る機会などゼロだった。

「んっと……その格好じゃダメなの？」

「ハルノフィア、自分は軍人だ……」

「可愛かわいいのに……」

　はるのが口を尖とがらせるが、ホイップアンティークのメイド服で帰還などできない。

「軍服を着た上でマスコット姿になる……これが東シュトーレン軍の決まりだ」

　魔ま法ほうの国の住人は総じて変身したがらないのだが、軍規で決まっている以上は仕方ない。

「正装って……ウサギさんになること？」

　東シュトーレン共和国がウサギ国家であることは、はるのも知っていた。

「ウサギさん……」

　間ま違ちがっているわけではないのに、そう言われると無む性しように気が抜ぬけてしまうノエルだった。

「……まあ、そんなところだ。軍服もそうだが、正装になるのも久しぶりだ」

「ノエルさんって、どんなウサギさんになるの？」

「どんなって……特別なものではないぞ」

　軍服をまとったウサギに変身するだけだ。

　そう答えようとしたノエルに、無性に瞳ひとみを輝かがやかせたはるのが映った。

「ハルノフィア……まさか……」

「見たい！」

　やっぱり──ノエルがため息をもらす。

「ハルノフィア、そう簡単に変身できないのはおまえも知っているだろう？」

　魔法の国の住人は総じて、おいそれと変身しようとしない。

　変身のたびに体力を消しよう耗もうするし、ポ連に至っては事前申しん請せい制だ。

　東シュトーレン共和国はそこまで厳しくはないが、だからといってポンポン変身してよいという自由があるわけでもない。

「お願い！　ちょっと、ちょっとだけ！　先っぽだけだから！」

「またふしだらな表現を覚えて……」

　どこで覚えたのか知らないが、ちゃんと意味を知ってから使ってほしい。

（いや、意味を知っている自分も自分だが……。恐おそるべし、インターネット……）

　自分もこの世界に毒されたな──ちょっとだけ頰ほおを赤くして反省するノエルだった。

「ねえお願い！　ちゃんと外で出すからっ！」

「止やめんかっ！」

　真ま面じ目めな顔でお下品なことを懇こん願がんするはるのに、ノエルは思わず声を荒あららげた。

「見せてやるからもうしゃべるな！」

「やった！」

　舞い上がったはるのが、期待に満ちた顔でノエルを凝ぎよう視しする。

「仕方ないやつめ……」

　ノエルはカバンから２Ｌリツトルのペットボトルを取り出した。

「なにそれ？」

「変身するためのカンフル剤ざいだ」

「うわ、そんなにたくさん……？　ちょっと味見していい？」

「構わんが……」

　ボトルを渡わたされたはるのがペロリと舐なめる。

「にがっ!?　これとんでもなく苦いよ!?」

「そうか？　東シュトーレンの軍人には慣れた味だが……」

「なんていうかウサギ小屋の味がする！」

「たとえが分からん……」

　悶もん絶ぜつするはるのを横目に、ノエルはボトルの中身を飲み干した。

「……けぷっ」

　一気飲みしたノエルが小さくゲップをもらした。

　味に慣れても量には慣れないものである。

「……あっ！」

　はるのが小さく声を上げた前で、ノエルの身体からだが淡あわい光に包まれ始める。

　やがて光は小さくなり、そして現れたのは──

「…………む？」

　童顔ショートヘアの、いつものノエルだった。
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「変身できなくなった……だと？」

　学校終わりにホイップアンティークにやってきた東とう司じと杏きよう子こは、はるのから事情を聞いて驚おどろいた。

「うん……そうみたい」

　はるのが心配そうに視線を向ける先では、青い顔をしたノエルが項うな垂だれていた。

「どういうことだ……なにか間違っていたのか……？」

　ショックを受けたようにブツブツと呟つぶやいている。

「変身できないと国に帰れないのですか？」

「それが東シュトーレン軍の決まりなんだって」

「困りましたね……」

　落ち込んだノエルに杏子も心配を隠かくせない。

「ねえトージ、どうにかならないかな？」

「そう言われてもな……」

　助けになりたいところだが、ただの一いつ般ぱん人じんに魔法のことなんて分からない。

「着ぐるみを使うってのじゃダメなのか？」

「明日には出発なんだって。それまでに用意できるかな……」

　はるのの指し摘てきはもっともだった。

　彼女の記き憶おくを頼たよりに作ることになるが、それにはあまりに時間が足りない。

　やはりノエル自身が変身するしか手はなさそうだった。

「変身できない原因がネックだな」

「……それには心当たりがある」

　ノエルがボソッと口を開いた。

「きっと慣れすぎたのだ……ここでの生活に」

　東シュトーレン共和国にいる時は、公式な場に出る際にはかならず変身していた。

　軍人としての活かつ躍やくも多かったノエルは、自然と変身の機会も多かったのだ。

　それが一転、ホイップアンティークに来てからはずっと今の姿のままだ。

「軍人としての本質を忘れた自分が悪いのだ……」

　後こう悔かいしっぱなしのノエルが自己嫌けん悪おのスパイラルに陥おちいっていく。

　そんな彼女に普ふ段だんの凜りんとした面おも影かげはなく、一人の小さな女の子でしかなかった。

「ウサギさんの気持ちになればいいんだよ！」

　はるのが暗あん鬱うつな空気を振ふり払うように声を上げた。

「ウサギさんになりたいんだから、ウサギさんの気持ちにならなくちゃ！」




「おまたせ！」

　しばらく席を外していたはるのが戻ってきた。

　東司たちがそちらを見て──絶句する。

「これさえあればすぐにでもウサギさんの気持ちになれるよ！」

　その手にあるのは──ニンジンだった。

「……ハルノフィア。これは……どういうつもりだ……？」

「ウサギさんっていったらこれだよ！　ほれほれー、美お味いしいぞー。スーパーで無農薬のやつ買ってきたんだぞー」

　ツンツンとノエルの口元にニンジンを差し出す。

　構図は完全に『飼っているウサギにエサをあげる飼い主』だ。

　はるのの笑え顔がおとノエルの青い顔が対照的すぎる。

「はるの、ちょっと来い」

「ちょっと待って、いまエサあげてるから」

「完全にエサって言ったよな!?」

「ノエルさん、これも試練だよ。ウサギさんになるためだよ」

　東司の制止もどこへやら、はるのは真面目に語りかける。

「大だい丈じよう夫ぶ、生なまだけど洗ってあるから」

「生で食わせるつもりか!?」

「だってウサギさん、生でも美味しそうに食べるよ？」

「問題はそこじゃない！」

　はるのの首根っこをつかみ、ノエルから引き離はなした。

「え、ニンジンじゃダメだった？　まさか……ウ○チ!?」

「なんでそうなる!?」

「だってウサギさんってウ○チ食べるって言うもん……」

「それは普通のウサギだろうが！」

「それを食べろなんて……トージってば下品！」

「俺が悪いのかっ!?」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつのノエルの前で、東司とはるのがなんとも言えないバトルを繰くり広げた。




　はるのの無む垢くな一いち撃げきによってノエルの心は傷を深くしていた。

　どうせ自分なんかエサを与あたえられるだけのウサギなのだ──とか自じ虐ぎやくも入りつつある。

　なんとかしなければと考えを巡めぐらせる東司に、助すけっ人とは遅おくれてやってきた。

「わたくしにお任せくださいませ！」

　本来は非番だったリーリットがやってきた。

　彼女にもなにかアドバイスはないかと電話していたのである。

「もう解決策が……？」

「わたくしにかかれば一発ですわ！」

　自信満々のリーリットである。

「それが……解決策ですか？」

　杏子の視線の先には、リーリットが担かついだボストンバッグがあった。

「そうですわ。ノエルさんをウサギ姿に戻もどす方法と聞いて、これしかないと思いましたの」

　自信満々のリーリットがノエルを連れて店の奥に消えていった。

　そして待つことしばし。

「お待たせしましたわ！」

　どこか息を弾はずませながらリーリットたちが戻ってきた。

　東司たちがそちらを見て──再び絶句する。

　バニーガール姿だった。

「き……キーマイヤー……。これは……」

　喉のどから声を絞しぼり出すようにしてノエルが尋たずねる。

「ウサギさんと言ったらこれですわ！　トージョーさま劇場版の第五弾だん『カジノでウサギをハンティングッ！』でトージョーさまがオトした女の子たちの衣い装しようですわ！」

　ノエルの心中などまるで無視してウットリするリーリットだった。

「ラストシーンでの名めい台詞ぜりふ……『発情するのは俺だけにしとけよ？』は歴史に残る一言としてファンの間で語り継つがれていますのっ！」

　他のみんなをそっちのけで、トージョーさまについて熱く語り始める。

「東司くん……わたし、見ていられません……」

　杏子が顔を伏ふせた。

　バニーガール姿で東司の前に立っているのに少しも恥はずかしがらず、怒おこりもせず、心ここにあらずのノエルが痛ましすぎてまともに見れなかったのだ。

「リリ、ちょっとこっちに……」

　手招きだけで呼び寄せる。

「どうしましたの？　まだわたくし語りたいことがいっぱい……」

「いいから、こっちに来なさい」

　有う無むを言わさずリーリットをノエルから引き離す。

「バニーガールではダメでしたの？」

「むしろなんで行けると思った……」

　東司がリーリットを注意していると、閃ひらめいたというようにはるのが、

「そうだ！　バニーガールでニンジン食べれば……！」

「おまえは黙だまってろ！」

　懲こりずに割り込んできたはるのを一いつ喝かつしているころ、

「気を確かに持ってくださいね……」

　打ちひしがれたノエルの身体に杏子がそっとタオルをかけた。




「もう……打つ手なしか……」

　やっと声が出せるまで回復したノエルだったが、相変わらず見通しは暗かった。

「かなり頑がん張ばったんじゃないかな……」

　はるのとリーリットにあそこまで追い込まれて、こうして文句の一つも言わない時点で立派なものだ。さすが軍人。

「ねえ、トージはなにかアイデアないの？」

「お、俺か……？」

　自然とみんなの注目が集まる。

「……餅もちをついてみる、とか？」

「……なにそれ？」

「いや、ウサギといったら餅つきかなと……」

「トージってば、真ま面じ目めに考えてよね！」

「おまえに言われたくないっ！」

　露ろ骨こつな『ないわー』の視線が理り不ふ尽じんに痛かった。

「慰なぐさめなどいらん。これも自分の不始末が原因だからな……」

　ノエルが悟さとりを開いたように落ち着いた声で呟いた。

「どうするんだ？　その姿のまま帰るのか？」

「仕方ないだろう。激しく[image: しつ]しつ責せきされるだろうが……それもやむなしだ」

　ノエルの言葉に一同が沈ちん黙もくする。

　彼女を助けることはできないという現実が、重くのしかかっていた。

「……そういえば」

　ふと思い出したようにはるのが口を開いた。

「今日、大たい佐さって見てないよね？」

　開店時間に遅ち刻こくするのはいつものこととして、夕方のこの時間まで現れないというのは少し珍めずらしい。

　普段なら少しは気にするのだろうが、今日はノエルのこともあって完全に忘れていた。

「…………話してみる、か」

　まともな状じよう況きようなら絶対に頼りたくないが、今回ばかりは急を要する。

　ネコの手も借りたいとはまさに今なのだ。

　たとえどんな方法でも、ノエルのことを考えたら選えり好みしている場合ではない。

　東司の思いはみんなにも伝わったようだった。

「ニャーソンに連れん絡らくしよう」

　そう言った東司に、誰だれも反対しなかった。
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「みんな水くさいんだにゃ！」

　連絡をしてすぐ東司たち五人の前にほくほく顔のニャーソンが現れた。

「そんなにボクちゃんの助けが必要なら、もっと早く言ってくれればよかったにゃ！」

「えっと……昨日もニャーソンさんが遅刻してたので……」

「んー、オーナーたる者、あんまり顔を出してプレッシャーかけちゃ悪いかなって思ったんだにゃ」

「どこに行っていたんですの？」

「ちょっとあちこち巡ってきたにゃ。大おお井い競馬場から川かわ崎さき競輪場に寄って、多た摩ま川がわ競きよう艇てい場じようの次に立川競輪場に……」

　悪びれる様子もなくさらりと言ってのける。

「それよりも、解決方法はあるのか？」

　ニャーソンの話よりもノエルの方が重要だ。東司は話題を切り替かえた。

「もちろんだにゃ」

　ニャーソンが廊ろう下かの奥から台車を押してくる。

　そこには──黄金に輝かがやくネコの像が載のっていた。

「彫ちよう像ぞうか？」

「ただの像じゃないにゃ。これは『黄金のサッチ』っていう魔ま法ほうのアイテムにゃ」

　ニャーソンが像を台車から下ろす。

「この前モッフルと飲んでいる時に、メープルランドには『鋼鉄のミッチ』っていう変身アイテムがあるって聞いたんだにゃ。これは便利だにゃって思って、ちょうど模も倣ほう品ひんを作らせてたんだにゃ」

「敵国のアイテムを堂々とパクったのかよ」

「パクリじゃないにゃ、オマージュにゃ！」

　パクったやつはたいていそう言う。

「しかもただパク……オマージュしただけじゃないにゃ！　ミッチの方は変身する時に激痛に耐たえなきゃならなかったけど、このサッチではそこを改善してあるにゃ！」

「そう……なのか？」

　ニャーソンにあるまじき好プレーである。

　観音開きの像の中は──確かに変なところはない。

「その代わり別のところにしわ寄せがいっちゃったけど……」

「おい……」

「けど間ま違ちがいなく使用者の負担は減らせてるにゃ！」

　そのしわ寄せが気になるところだが、痛いよりはマシだろう。

「さあ同志ラビウス、さっそくサッチの中に入るにゃ！」

「…………分かりました」

　もとより他ほかに手がないノエルは、黙って指示に従った。

「ちなみに変身時間が選べるにゃ。最短は五分、最長で二時間で、五分刻みで二十四通り選べるにゃ」

「無む駄だに多い……」

「どんな要望にも応こたえる、それがポ連クオリティにゃ」

　ただし時間が短いほどさっきの『しわ寄せ』がきつくなると説明を受けたノエルは、少し迷ってから五分を選んだ。

「そんなに急がなくても……」

「そうですわ、まだ時間はあるのでしょう？」

　杏子とリーリットが思い直すよう勧すすめるも、ノエルは首を横に振ふった。

「変身できるならどんな対価でも支し払はらう」

　一刻も早く変身した自分を確かく認にんしたいノエルがサッチの中に消えた。

「それじゃ、五分でスタートするにゃ！」

　ニャーソンのかけ声とともに、像のネコの目が怪あやしく輝いた。




『あっ……きゃっ……』

　始まってすぐ、サッチの中からノエルの苦く悶もんが聞こえてきた。

　いや──苦悶と言うには色っぽすぎる。

　あのノエルの口から出てきたとは思えない、女の子っぽい声だった。

「ノエルさん!?」

『き、気にするな……ひゃ!?　ふぁ……や、やん！』

「なんかノエルさんが可愛かわいくなってるね」

『んっ、んっ、んっ……あっ、あぁっ!?　んっ……ん……』

「おかしいにゃ、痛くないはずなんだけどにゃ……」

『あはぁ、はぁ……。ダメぇ……あっ、あぁっ……』

　不思議がるニャーソンとノエルの喘あえぎ声が重なる。

「なあニャーソン、さっき言ってたしわ寄せっていったい……」

「ん？　装置を動かすと像の内面から触しよく手しゆが生えてくるんだにゃ」

　あっさりと白状した。

「なんでそんな機能があるんだよ!?　しかも触手って！」

「し、仕方なかったんだにゃ。本家は装置の内側にトゲがついてて、それを取り除こうとするとどうしても触手を生やすしかなかったんだにゃ」

「どんな解決法だよっ!?」

　ある意味解決されてなかった。

「でもスタートしちゃったらロックかかるから、終わるまで我が慢まんするしかないにゃ」

「やっぱこいつに任せるとロクなことにならねえ……」

　東司が呆あきれていると、ノエルを心配したはるのたちがサッチの外から声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ノエルさん！」

「う、うむ……きゃ!?　こ、このくらい平気で……やぁん!?」

　ノエルにとって今は我慢の時間である。

　歯を食いしばって耐え抜ぬく試練の五分間だ。

　精神を集中して少しでも触手に抵てい抗こうしたいところだが、外から声をかけられると無視するわけにもいかない。

　それが自分を案じてくれる優やさしさからくればなおさらだ。

　ゆえにノエルは自分の口から艶つやっぽい声が出るのを覚かく悟ごで、その優しさに応えた。

「す、すぐに終わ……ひぅ!?　少し黙だまって……んきゅ!?」

「苦しそうな声ですわ……頑張ってくださいませ！　あと少しの辛しん抱ぼうですわ！」

　これまた気にかけた様子でリーリットも励はげます。

「わ、分かって……ひゃわ!?　だから放ほうっておいて……」

「そんな！　そんな酷ひどいことできませんわ！」

　サッチに駆かけ寄った杏子が外からガンガンとたたく。

「気を確かに持ってください！　弱気になっちゃダメです！　わたしたちがここで応おう援えんしてますから！」

「ゆ、揺ゆらすな！　あっ、あっ……衝しよう撃げきで触手がヘンなところに……」

「どうしたんですかノエルさん!?　ヘンなとこってなんですか!?」

　真しん剣けんに、あくまでも真剣にノエルの身体からだを心配する三人の少女たち。

　その背中を眺ながめながら東司は『女の子って時に残ざん酷こくだな』と心の中でノエルに合がつ掌しようした。
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　五分後、電子レンジみたいにチンと鳴った。

　白はく煙えんとともにネコの像が開く。

　現れたのは──モコモコの白い毛で覆おおわれたウサギだった。

　愛くるしい見た目の中にあって、その瞳ひとみだけは赤く凜り々りしい。

　しかし全体的にぐったりしているのは──やはり五分間の地じ獄ごくのせいだろうか。

「これがノエルのウサギ姿か……」

　あの少女がこうなるのか、と東司が感かん慨がい深く唸うなる。

「そんなに……珍しいか？」

　声はいつものノエルのままだが、やはり覇は気きはなかった。

「かわいーっ！」

「本当にウサギですわ！」

「さ、触さわっていいですか？」

　はるのたちが目をハートにして駆け寄る。

　ノエルはくすぐったそうにしながらも、されるがままに身を任せていた。

「柔やわらかくて温かくて……虜とりこになりそうですわ！」

「大たい佐さとは大違いだね！」

「差別だにゃ……」

　マスコット姿での扱あつかいが違いすぎて舌を嚙かみたくなるニャーソンだった。

「そろそろ仕事に戻もどらないとな」

　どっと気が抜けたところで、東司がなんとなく店の外を見た。

「ほらみんな、ノエルに触るのはそれくらいにするんだ」

「えー、もっとモフモフしたいのに……」

「店長が率そつ先せんしてサボるな」

「ぶー」

　口を尖とがらせながらもはるのが仕事に戻る。

「ふむ……」

　そんな中、ウサギ姿になったノエルが店の外に出て行った。

「ノエル？」

「せっかくこの姿になったのだから、少しこの店を宣伝してくる」

　ノエルはホイップアンティークの宣伝看板を手に、広場を歩き始めた。




　ノエルはホイップアンティークがあるエトセトランドを練り歩いた。

（久々だな、この姿になるのも……）

　無事にウサギへと変身できたことで、それまで暗くよどんでいた気分も晴れた。

　これでつつがなく母国へ帰れると思うと、自然と胸が軽くなった。

（少し恩返ししていこう……）

　頑がん張ばってくれた仲間たちのためにも、ここを離はなれる前になにかしたい──そう思ってウサギ姿で店を出たのだった。

「あ、ウサギさん！」

　見慣れないマスコットにゲストたちも珍めずらしそうに近寄っていく。

　普ふ段だんならゲストの相手に戸と惑まどうノエルだったが、今日だけは自然と笑え顔がおになれた。

　カップルの写真撮さつ影えいに応え、子供の『だっこ！』をこなし、ホイップアンティークの人気に一役買おうと頑張った。




（……そろそろか）

　東シュトーレン共和国へ戻る時間が近づいてきた。

　ノエルは名残なごり惜おしそうに手を振る子供たちに手を振り返し、ホイップアンティークに戻っていった──その時だった。

「なんかいるーっ！」

「ウサギだぁーっ！」

　あと少しで店というところで、母親に連れられた幼い兄妹きようだいがノエルに駆け寄っていった。

　このゲストで最後か、とノエルも相手をする。

　しかしこの幼いゲストは──凶きよう暴ぼうだった。

「モコモコーっ！」

「これほしい！　ちょーだい！」

（な、なにをする!?）

　いきなりノエルの体毛をむしり始めたのだ。

　母親は『あらあらうふふ』と笑って止めようとしない。

　そうこうしている間に次々に体毛が引き抜かれていって──




　肌はだ色いろの脚あしが姿を見せた。




　ポ連製の『黄金のサッチ』はあくまで『変身したように見せる』だけだったのだ。

　いわば、使用者のイメージ通りの着ぐるみを貼はり付けるにすぎない。

　あの触手たちが、その外見をノエルの身体に貼り付けていたのだ。

　それが今、剝はがれ落ちようとしていた。

「なにこれ！」

「あしっぽいー！」

　面おも白しろいものを見つけた捕ほ食しよく者しやたちに容よう赦しやはない。

（や、止やめろ……）

　迂う闊かつに声も出せず、逃にげようにも兄妹にしっかりホールドされ、あれよあれよという間に体毛がむしり取られていった。

　そうして最後に残ったのは──必死に抵抗した腰こし回まわりだけに体毛を残し、顔からお腹なかからつま先まで肌色にひん剝むかれた少女だった。

「ウサギが女の子になったーっ！」

「おもしろーいっ！」

　悪あく魔またちがノエルの最後の砦とりでに──わずかに残った腰回りの体毛に手を伸のばす。

　ここに及およんで母親は『あら、あっちにイケメンが』と目の前の惨さん状じように気づいていない。

「や、止め……」

　露ろ出しゆつした胸を腕うでで隠かくしながらでは抵抗できるわけもなく、ノエルはただじっと耐たえる。

　しかしそれも無む垢くな暴力の前には無力だ。

　少しずつ、確実に体毛は失われる。

　そしてもう、ほとんど局部にしか残っていない体毛に手が伸び──




「お二人さん、ウサギさんが嫌いやがってるからね」




　二人からノエルを守るように東司がやんわりと割り込んだ。

「む……むなかた……」

　ノエルは両腕で胸と股こ間かんを隠しながら東司の背中に隠れた。

「すまん、ニャーソンがサッチに杏子を押し込もうとして、鉄てつ拳けん制裁してたら気づくのが遅おくれた」

　それだけ謝った東司が、幼い兄妹と同じ視線に腰を落とす。

「ねーねー、どーして脚が出てくるのー？」

「ウサギさんだって脚はあるよ？」

「だってボクたちと同じ脚だよー？」

「そういうウサギさんもいるんだよ」

「ウッソだー！」

「そんなのきーたことなーい！」

「うーん、困ったな……」

　東司は二人を相手にしつつ、横目でノエルに逃げるよう促うながす。

　ノエルは羞しゆう恥ちに耳まで真っ赤になりながら、まさしく脱だつ兎とのごとくホイップアンティークに向かった。

　だが幼い兄妹は、それを見み逃のがさなかった。

「あ、逃げるー！」

「待て待てー！」

「あっ、ちょっと……」

　東司の制止を振ふり切ってノエルに迫せまる。

　もうほとんど身を隠す体毛が残っていないのだ。

　ここで止とどめの一いち撃げきを受けたら──それこそ青少年には見せられない事態になる。

「そんなにモコモコが好きなら、あっちの店の中にモコモコのネコさんがいるからね！」

　すまんニャーソン──心の中でコンマ２ミリだけ謝る。

「あっちのネコさんならいくらでもむしっていいから！　だからね！　このウサギさんは許してあげて……」

　二人を止めようと東司が追いかける。

「こらー、なにやってるのー」

　背後から聞こえる、兄妹を呼ぶ母親の声。

「あ、ママー！」

「あのねウサギがねー！」

　兄妹は物理法則を無視したかのように一いつ瞬しゆんでＵターンした。

「なっ……」

　目標を失った東司の足がもつれた。

　前のめりになって倒たおれてしまい、地面がぐいと迫る。

「やっば……」

　伸ばしていた手で反射的に身を守る。

　ただ自分の身を守ろうとする。

　そう、それは溺おぼれた人が藁わらをつかむのと同じ。

　生物の生存本能からくる条件反射だ。

　ゆえにその行こう為いは誰だれからも責められるものではない。

　ただ一つ、たった一つ。

　唯ゆい一いつの不幸だったのは、つかんだ先が藁ではなく──




　目の前にいたノエルのわずかに残った体毛であることだった。




　抵てい抗こうは一瞬。

　次の瞬間には体毛は抜ぬけ落ち、東司は地面に倒れ込んだ。

「ってぇ……。おいノエル、大だい丈じよう夫ぶ……か……」

　東司が顔を上げた。上げてしまった。

　もはや隠すものがなに一つなくなってしまったノエルの恥ち部ぶと、最悪の形でご対面してしまった。

「………………いや、その」

　頭の中がぐちゃぐちゃになって、しかし目の前の光景だけは嫌というほど鮮せん明めいに脳みそに飛び込んでくる。

　頭と身体からだのバランスが崩くずれ、金かな縛しばりに遭あったみたいに動けない。

　決してそんなこと狙ねらっていないのだが──結果的にノエルの裸ら体たいをこれでもかと凝ぎよう視ししてしまう東司だった。

　それに対してノエルはというと、

「…………」

　真っ青な顔になったかと思うと、急に首まで真っ赤になって、でもまた青ざめて──というのを延々と繰くり返していた。

　やがてその両手がわなわなと震ふるえ始める。

　あ、これはただじゃすまない──東司が覚かく悟ごを決めた直後、




　ノエルがポロポロと涙なみだを流していた。




　まさかの展開に逆に度ど肝ぎもを抜かれた。

「ノ、ノエル……？」

　彼女はなにも答えず、ただ静かに泣いていた。

　変身できないというハプニングに見み舞まわれ、やっとのことで変身できたと思っていたら子供たちに身ぐるみ剝がされ。

　そして最後には東司の止めの一撃だ。

　つかの間の平へい穏おんから奈な落らくのどん底に突つき落とされ、ノエルの心は完全に参っていた。

「同志トージ、どこで油売って……ってえぇぇぇぇっっっ!?」

　さらに最悪のタイミングでニャーソンがやってきた。

　ほぼ全裸のノエル、その前で拝むように膝ひざをつく東司。

　これで無罪を勝ち取れる弁護士がこの世にいるだろうか。

「なぁーにぃーやってるんだにゃぁぁぁぁっっっ!?」

「違ちがう、違うんだぁぁぁ!!」




　ちなみにその後、例のカンフル剤ざいは賞味期限が切れていたと判明した。
















　　　トージョーさまは世界を救う







「万ばん事じ、抜かりはないかニャ？」

　とあるほの暗い小屋の中。

　天てん井じようからぶら下がった裸はだか電でん球きゆうが照らす中、背の高いネコが張り詰つめた声で言った。

　愛らしい顔に浮うかんだ表情は険しく、つぶらな瞳ひとみが鋭するどさを帯びる。

「この日のために準備してきたんだニャ。失敗なんて許されないニャ」

　そう檄げきを飛ばすネコの前には何十人──いや、何十匹ぴきというネコが。

　みんなその瞳に悲ひ壮そうな覚悟を宿していた。

「今こそ母なる祖国を解き放つ時ニャ……民族の独立を勝ち取るんだニャ！」

　リーダーネコが腕を突き上げると同時に、ネコたちの胸に去来するのはここまでの長く厳しい訓練の記き憶おくだ。

　毛づくろいを我が慢まんして忍にん耐たい力りよくを鍛きたえ、お昼ひる寝ねの時間を削けずって鍛たん錬れんに費ついやし、発情期になっても血ち反へ吐どを吐はくような気力でメスを追いかけるのを我慢した。

「でもこれが終わればそれも終わりニャ！　三年ぶりにマタタビに飛びつける！　我らが悲願達成の暁あかつきには、南ニャフカース産の最高級のマタタビで祝しゆく杯はいを上げようぞ！」

『おぉっ!!』

　同時にじゅるりと涎よだれをすすった。

「とうとう未来が始まる……新しい未来が始まるんだニャ！」

「見える、見えるニャ……。祖国のみんなが笑え顔がおで喜ぶ姿が……っ！」

　ネコたちはお互たがいの顔を突き合わせながら静かに涙した。

　その胸に抱いだく意志を共有し、共に脳のう裏りに描えがく未来に想おもいを馳はせる。

「……状じよう況きようを開始するニャ」

　その言葉にネコたちが一いつ斉せいに覆ふく面めんをかぶった。

　迷めい彩さい服ふくと防ぼう弾だんチョッキに身を包み、その腕にはサブマシンガンを携たずさえる。

　ハーネスには拳けん銃じゆうと予備の弾だん倉そう、そして腕に巻かれたバンダナには、ポ連に数多く点在する自治区の一つ──ニャニャン共和国の旗が翻ひるがえっていた。

「ポ連将校……ニャーソン大たい佐さを捕とらえるニャ！」
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　とある日曜昼下がりのホイップアンティーク。

　相変わらずゲストは訪おとずれず、暇ひまな時間をどうやって潰つぶそうかと誰もが気を緩ゆるめていた時間帯だ。

　ニャーソンはいつものように遅ち刻こくしていてハプニングの気配もない。

　そんな彼らの油断を見計らったかのように──事件は突とつ然ぜんの白はく煙えんから始まった。

「か、火事か!?」

　レジカウンターに突つっ伏ぷしてうたた寝しそうになっていた東とう司じは、突とつ如じよとして店内にもくもくと立ち上った煙けむりに飛び起きた。

　火元を確かく認にんしようと煙が濃こい店の入り口へ駆かけ寄る。

　だが白煙の向こうにあったのは──鬼き気き迫せまるネコの顔だった。

「突入するニャ！」

　ドアを突き破って飛び込んできた細身の覆面ネコに踏ふみ台にされた東司が卒そつ倒とうする。

　突然の轟ごう音おんに、休きゆう憩けい中だったはるのと杏きよう子こが駆けつけてきた。

　しかし二人には誰かを心配する暇すら与あたえられなかった。

「騒さわぐんじゃないニャ！」

　続けざまに突入してきたネコの軍勢に銃じゆう口こうを突きつけられた。

　青天の霹へき靂れきすぎて二人とも理解が追いつかない。

　一いつ般ぱん人じんの杏子はもちろん、軍人であるはるのですら咄とつ嗟さに動けなかった。

「壁かべを向いて両手をつくニャ」

「妙みような真ま似ねはしないことだニャ」

　銃口の迫はく力りよくと声の冷たさは、二人から抵抗の意思を一瞬で奪うばっていた。

　突入してきた数匹のネコは油断なく店内に注意を配り、自分たちに敵対する勢力がないことを確認していた。

　そして無力化したはるのと杏子、気絶したままの東司を一いち瞥べつし、胸むな元もとの無線機に向かって呼びかけた。

「こちらアルファ１、クリアだニャ」

『了りよう解かい。こちらブラボー１、二名確保したニャ』

　やり取りからしばらくして、両手を頭の後ろで組んだリーリットとノエルがやってきた。

　二人の背後にはこれまた、サブマシンガンで武装した覆面のネコたちがいた。

「おまえらも壁に手をつくニャ」

　リーダー格のネコがノエルたちを小こ突づく。

　ノエルは悔くやしそうに唇くちびるをかみながら、リーリットは怯おびえきった青い顔で従う。

「ニャーソン大佐は？」

「不明だにゃ。この店に入っていくのは確認したんだけどニャ……」

　ネコたちの間に重たい空気が漂ただよう。

　肝かん心じんのターゲットが不在では意味がないのだ。

「まさか……我らの襲しゆう撃げきを察知して!?」

　一匹ぴきが驚きよう愕がくしたように声を震わせた。

「そんな余よ裕ゆうはなかったはずニャ！　しかも相手は『あの』ニャーソン大佐ニャ！」

「落ち着くニャ。外で待機しているチャーリー１に連れん絡らくするニャ」

　突入は正面と裏手からの二面作戦だが、店全体を見み渡わたせる位置にも複数の部下を配置していた。

「チャーリー１からチャーリー８、こちらアルファ１。そっちで逃にげるターゲットを確認したかニャ？」

　無線で問いかける。

　順次、反応があったが帰ってくるのは『否定』の報告のみだ。

　しかしチャーリー３からのみ返答がなかった。

「チャーリー３、応答するニャ」

　電波が悪いのか、それほど距きよ離りは離はなれていないのに雑音が大きい。

「応答するニャ！」

　苛いら立だちから怒ど鳴なりつけるも無線は無言だった。

　沈ちん黙もくが重くのしかかる。

「まさかニャーソン大佐に!?」

　無力化されてしまったというのか──ネコたちが戦せん慄りつしていると、やがて無線の向こうから応答があった。

『……こちら……ちゃ、チャールズ？　チアリー？』

「チャーリー３なのかニャ!?」

　呼びかけると一いつ瞬しゆんの間の後に再び返答があった。

『そ……そうだにゃ！　チャーリー３だにゃ！』

「ニャーソン大佐が店内に見当たらないニャ。そっちでなにか確認してないかニャ？」

『な、なにも見てないにゃ！　ホントだにゃ！』

「そうか……分かったニャ」

　安あん堵どと緊きん張ちようが入り混じった声で無線を切る。

　安堵はニャーソンに逃げられたわけではないと分かったから。

　緊張は──この店内にニャーソンが隠かくれていると分かったから。

「ニャーソン大佐はまだ店にいるニャ」

　その言葉にネコたちが息を吞のんだ。

「ツーマンセルで店の中を捜そう索さくするニャ。デルタ１からデルタ４と呼こ称しよう、残りの者は店の外でニャーソン大佐が逃げ出さないように警けい戒かいに当たるニャ」

　ネコたちは頷うなずき、それぞれ指示された任務へと散っていった。




　時を同じくして──

「…………ど、どうなってるんだにゃ」

　ニャーソンはホイップアンティークそばの林にいた。

　その足元には気絶して倒たおれる覆面ネコの姿があった。

　つい数分前のことである。

　いつものように重役出勤してきたニャーソンが真ま面じ目めに働くわけもなく、東司たちに黙だまって遊びに行こうと店を出たところで鉢はち合あわせしたのだ。

　しかもいきなり襲おそい掛かかられて、護身用のポ連製氷ひよう槍そうグングニル──見た目は料理用のお玉──で撃退したのだった。

　そこに襲撃者が持っていた無線から呼びかけがあって、咄嗟に応答したのだ。

「これニャニャン共和国の旗だにゃ……どうしてここに……」

　グータラ大佐のニャーソンでも最低限の教養はある。

　ニャニャン共和国といえば、ポ連からの分離独立を掲かかげる過激派テロリストの本ほん拠きよ地ちだ。

　国民全体がポ連からの独立を訴うつたえており、ポ連本国との紛ふん争そうが絶えない。

　住民すべてが過激派、あるいはその予備軍と言っても過言ではないだろう。

　つい先日も爆ばく弾だん事件があったばかりだ。

「あのニュースはボクちゃんも聞いてるにゃ……。休日の広場で爆弾を……しかも水風船爆弾を炸さく裂れつさせるなんて卑ひ劣れつの極きわみにゃ！」

　ネコは水が大だい嫌きらいだというのに！

「これは危険なにおいがプンプンするにゃ」

　大佐である自分が襲われ、しかも犯人がニャニャン共和国である。

　ポ連からの独立を吞ませるためのテロ行こう為いに他ほかならないと、さすがのニャーソンもピンときた。

「……これじゃ同志たちが危ないにゃ！」

　テロリストが単独犯のはずもない。

　すでにホイップアンティークは敵の手に渡ったと考えるべきだろう。

　そして標的である自分を血ち眼まなこになって捜さがしているに違ちがいない。

「…………助けに行くにゃ」

　しばらくの葛かつ藤とうの後、ニャーソンが顔を上げた。

「敵の真まっ只ただ中なかに飛び込むとしても、同志たちを見捨てるわけにはいかないにゃ！」

　これまでにない覚かく悟ごで自分を奮い立たせる。

　たとえどんなに邪じや魔ま者もの扱あつかいされていても。どんなに不ふ遇ぐうな目に遭あっていても。

　それでも自分は同志たちのリーダーなのだからっ！

「待ってるにゃみんな！　すぐに助けに行くにゃ！」
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「…………なあ」

　テロリストに占せん拠きよされたホイップアンティークにて。

　後ろ手に縛しばられ、床ゆかに座らされた格好で目を覚ました東司は、リーダーと思おぼしきネコに声をかけた。

「黙っているニャ」

「いや、助けてほしいんだが……」

「暴れなければ危害は加えないニャ」

　ネコテロリストは冷たく突つき放す。

　しかし東司には諦あきらめられない理由があった。

「とりあえずだ……この二人を遠ざけてくれないか？」

　そう訴える東司には左に杏子、右にリーリットがぴったりと寄り添そっていた。

　二人とも彼と同様に縛られているのだが、縄なわのせいで身体からだのラインが強調されてしまっていた。

　そのせいで、普ふ段だんにも増して柔やわらかさとか温ぬくもりとか、ダイレクトに伝わってきてしまうのだ。

「夫と妻は一心同体です！　病やめる時も健すこやかなる時も、テロリストに襲われた時も！」

「東司さま、これはチャンスですわ！　トージョーさまの第一〇三話でテロリストの娘むすめを手なずけたトージョーさまが監かん禁きんされるシーンにそっくりですわ！」

　二人ともそれぞれ自分の世界に迷い込んでしまっていた。

　はるのとノエルが大人しくしてくれているのが救いといえば救いだが、

「なんか……あんなの見ちゃうとね」

「……くっ！　殺せっ！」

　こっちの二人は杏子とリーリットを見つめながら──特にその胸むな元もとを──なんか思いつめたような表情をしているのだった。

「……おまえはあれかニャ……女をはべらせることに至上の喜びを……」

「冤えん罪ざいすぎる！」

　軽けい蔑べつし尽つくした視線に猛もう然ぜんと抗こう議ぎする東司だったが、ネコはすぐに東司たちへの興味を失った。

　相変わらず言葉は少ない。

　東司を挑ちよう発はつするでも、はるのたちをイヤらしく眺ながめるわけでもなく、ひたすら淡たん白ぱくだ。

　ニャーソンというネコしか知らない東司には、テロリストの反応が逆に新しん鮮せんだった。

「あいつを捕つかまえて……どうするつもりなんだ？」

　恐おそる恐る聞いてみる。

　ポ連がネコ国家であるという程度の認にん識しきしかない東司が、実はポ連とニャニャン共和国とに軋あつ轢れきがあるなんて知るはずもない。

　確かにニャーソンは頭にくるやつだけど、ここまでして復ふく讐しゆうするようなことか──と疑問に感じるのも自然だった。

「……なぜやつの心配をするんだニャ？　おまえはやつに強制労働させられてるわけじゃないのかニャ？」

「まあ、最初は拉ら致ちされたんだけどさ……自分の目的ができたからここにいるんだ」

　みんなに必要とされる喜びというか、みんなと一いつ緒しよに頑がん張ばる楽しさというか。

　それを感じられるからここにいるのだ。

「自分自身の目的か……」

　リーダーネコはそっと目を閉じ、なにかを思い出すように押し黙った。

「……我らにそのようなものはなかったニャ」

　やがて独り言のように語り始める。

「すべては我が祖国……ニャニャン共和国の独立のため……。そのために我らは選ばれ、ずっと訓練に明け暮れたニャ。別の目的を見つけることなど……」

　その頭の中でなにを考えているのか──リーダーはそれ以上は語らず、東司が尋たずねても打ち明けてくれそうな雰ふん囲い気きではなかった。




「…………なんて！　なんて不幸なんでしょう！」




　その雰囲気をリーリットがぶち壊こわした。

「独立なんて、そんなものに半生を捧ささげるなんてバカげてますわ！」

「お、おい……」

　東司が止めようとするもリーリットは聞く耳を持たない。

「バカげている……だと……？」

　テロリストの眼光が鋭するどくなる。それまで東司たちを単なる人ひと質じちとして見ていた目が、敵を睨にらみつけるそれへと変わっていった。

　しかしリーリットは止まらない。

「確かに独立に一生を捧げようとした王女もいました！　辛しん酸さんを嘗なめ、逆境に立ち向かい、苦難の道を突き進もうとした王女がいました！」

　ぐっと握にぎり拳こぶしで語り始める。

「でもその女の子は新しい目的を見つけたのです！　大の大人であるあなたたちに同じことができないはずありません！」

「ぬかすなニャ……祖国の独立よりも優先することなど……」

「ありますわ！」

　テロリストに一歩も引かないリーリットが全力で訴えた。

「トージョーさまの愛人になることですわ！」

　やっぱりな──独り気が抜ぬける東司だった。

「あ……愛人……」

　衝しよう撃げきの回答にテロリストもビックリである。

「そうですわ！　王女はトージョーさまに心しん酔すいし、争うことを止やめましたわ！　結果的に王女はトージョーさまの数十人目の愛人として、幸せに暮らしたのですわ！」

「そっ、それでは祖国は!?　祖国はどうなったんだニャ!?」

　祖国、独立という単語に過か剰じよう反応をし始めたテロリストが、突っ込まなくていいところまで踏ふみ込み始めた。

「そんなの知りませんわ」

　リーリットがあっさりと答える。

　そこまで舞ぶ台たい背景を大切にするアニメじゃないだろうし、描びよう写しやを放ほう棄きしたんだろう──そんな感じで納なつ得とくした東司とは対照的に、ノッポは絶句していた。

「ありえないニャ……そんなこと……」

「事実ですわ。だからあなたもトージョーさまに……」

「いや、男には不人気なアニメなんだろ？」

　強い信念を持った気高い王女を愛人に堕おとすトージョーさま──その行動のどこに共感を抱いだけばいいというのか。

「あ、アニメなのかニャ？」

「そうだよ。だからそんな絶望した顔しないでくれ」

「驚おどろかすなニャ……」

　祖国の独立よりも男を取る──ニャニャン共和国の国民にとっては絶対にありえないことだけに、創作上のことだと分かって安心したようだった。

「諦めてはダメですわ！　さあ、ご一緒にトージョーさまのビデオを……」

「止めい」

　なおも諦めないリーリットをどうにか抑おさえる東司だった。
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　ホイップアンティークを監かん視しするチャーリー部隊はそれぞれ三匹びきのネコで成り立っていた。

　主に警けい戒かいに当たるのが二匹、それをまとめる部隊長が一匹という構成だ。

　そのうちの一つ、チャーリー６の部隊長が定時連れん絡らくをしようと無線を手に取った。

「こちらチャーリー６、異常なしニャ」

　そう言い終えて無線機を戻もどそうとして──その首に冷たいなにかが突きつけられた。

「動くなにゃ」

「そ、その声は……っ!?」

　凍こおり付いた部隊長が首だけで後ろを振ふり返る。

　憎にくきニャーソンが氷ひよう槍そうグングニル──料理用のお玉を突きつけていた。

「おまえ……ニャンでっ!?」

「答えるにゃ。おまえたちも目標は……ボクちゃんかにゃ？」

　グングニルをねじり込みながらニャーソンが問いただす。

　テロリストは答えない。その沈ちん黙もくだけで確信するには十分だった。

「やはりにゃ……」

「ニャ、ニャぜここにいるんだニャ……。アリの這はい出る隙すき間まもないはずニャ……」

　店の包囲は完かん璧ぺきなはずなのにとうろたえるテロリストに、ニャーソンは別れを告げるように、

「ボクちゃんを甘く見すぎだにゃ」

　言うや否いなや、一いつ閃せんしたグングニルによって部隊長は意識を失った。

「ニャニャン共和国のテロリストがボクちゃんを狙ねらう……こいつはヘビーな展開だにゃ」

　先に倒たおした二匹のネコと部隊長の証言から、自分を狙うテロリストは相当な数がいると察する。

「グングニルだけじゃちょっと不安だにゃ……こいつももらっていくにゃ」

　テロリストからサブマシンガンと予備弾だん薬やくを奪うばう。

　右手にグングニル、左手にサブマシンガン──遠近両方に対応した悪くない装備だ。

「店の中に突とつ入にゆうする前に、周りのやつらを片付ける必要がありそうだにゃ」

　ニャーソンは地を這うように駆かけながら、次のテロリストを探し始めた。




「ニャ、ニャーソン大たい佐さ!?」

「なぜここにっ!?」

　突然の襲しゆう撃げきにうろたえるテロリストたちにニャーソンは猛然と襲おそいかかった。

「覚かく悟ごするにゃーっ！」

　サブマシンガンの一いつ斉せい掃そう射しやで怯ひるませ、懐ふところに潜もぐり込んでグングニルでとどめを刺さす。

　すぐさま反転、倒したテロリストの武器を奪い、牽けん制せいの銃じゆう撃げきを加えながら離り脱だつする。

　ヒット・アンド・アウェイを繰くり返しながら着実に敵の戦力を削そいでいった。

「あ、あのニャーソン大佐にこんな動きができるニャンて!?」

「違ちがうニャ……聞いてた話と違うニャ！」

　瞬またたく間に無力化されるテロリストたちの悲鳴を聞きながらニャーソンが疾しつ走そうする。

「なぜかにゃ……心が躍おどるにゃ！」

　ニャーソンは燃えていた。

　同志たちを助けるという使命感。

　自分がやるしかないという重圧が珍めずらしく責任感を刺し激げきし、ニャーソンを覚かく醒せいさせていた。

「そこのけそこのけ！　ボクちゃんのお通りだにゃ！」

　異様なハイテンションが身体からだのリミッターを解除する。

　まともに訓練もしていないなまった身体が、限界以上の力を発揮していた。

「どうしたんだニャ……ってニャーソン大佐っ!?」

　騒さわぎを聞きつけた他のチャーリー部隊が応おう援えんに駆けつける。

　そこで見たのはダイ・ハードのマクレーンのごとく暴れ回るニャーソンだった。

「次に死にたいやつはどいつだにゃーっ！」

　サブマシンガンとグングニルを手に縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡めぐる。

「リ、リーダーに連絡するニャ……」

　誰だれかが無線に手を伸のばす。

　それを見み逃のがす今のニャーソンではなかった。

「怖おじ気けづいたかにゃ！　助けなんか呼ばずにかかってこいにゃ！」

　木こ陰かげに身を隠かくしていたニャーソンが飛び出し、テロリストの手から無線機を蹴けり飛ばす。

　もんどり打って倒れたネコの後頭部にグングニルをたたき込み無力化する。

「ふん！　呆あつ気けないにゃ！」

　ペッと唾つばを吐はきながら言い捨てる。

「あらかた片付けたかにゃ……？」

　周囲を用心深く窺うかがう。

　テロリストたちが死し屍し累るい々るいとしていて、向かってくる者はいなかった。

「そういえばリーダーがいるっていってたにゃ」

　ニャーソンは思い出したように、倒れているテロリストから無線機を奪った。

「ボクちゃんを怒おこらせたこと、後こう悔かいさせてやるにゃ！」

　そう意気込んで通信しようとする──が応答がない。

「周波数がおかしいのかにゃ……？」
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　そのころ、ホイップアンティークでは──

「ハーレムのなにが悪いというのですかっ!?」

　リーリットがテロリストたちに食ってかかっていた。

　トージョーさまについて熱く語っていた彼女だったが『そんな軟なん弱じやく者ものは失格ニャ』とか『チンケなやつだニャ』とか言われて熱くなってしまったのだ。

「あの、なんか無線に反応があるんで出たいんだけどニャ……」

「ダメです！　まだ話は終わっていません！」

　すっかり迫はく力りよくに吞のまれたリーダーが申し訳なさそうに訴うつたえるも即そく座ざに却きやつ下かされる。

　無線機からの声を遮さえぎるようにしてリーリットが声を張った。

「古今東西、森しん羅ら万ばん象しよう、魅み力りよく的な男性が多くの女性を囲うのは当然です！　それこそが自然の摂せつ理りなんです！　むしろ一夫一婦制の方こそ滅ほろぶべきですわっ！」

　女の子として『それはどうだろう……』という主張を大まじめに繰り広げる。

　あくまで真しん剣けんに、真しん摯しに、必死に。

　ハーレムとは素す晴ばらしいものだと訴える少女がここにいた。

「あなた方は『男は硬こう派はにあるべき』とかもっともらしいことをおっしゃいますけど、自然の摂理はハーレムなんですのよ!?　自然界に一夫一婦制とハーレム制と、どっちの動物が多いと思ってますのっ!?」

「で、でもハーレムなんてそんニャ……ハレンチだニャ」

　リーダーがポッと顔を赤らめる。

　ここ数年間、ひたすら訓練に明け暮れてきたテロリストにとって、ハーレムという響ひびきはちょっと刺激が強かった。

　そしてそれを敏びん感かんに感じ取るハーレム信者。

「……ひょっとして、ハーレムのことよく知らないんじゃありませんの？」

「そ、そんなの知るわけないニャ！　ハーレムどころか女の子と手をつないだのだって何年前のことか！」

　男子校に通う思春期の学生みたいな反応だった。

「……いいですかテロリストさん」

　リーリットが声を抑えて諭さとすように言った。

「あなた方が持っているハーレムのイメージは間違ったものです。なんの魅力もない男性が多くの女性を囲っている……そんなイメージから、ハーレムに対して嫌けん悪お感を抱いていませんか？」

　それは見事にネコたちの心理を突ついていた。

　こっちは女っ気のない毎日だったのに──そんな逆さか恨うらみの気持ちがあることをズバリ指し摘てきされたのだ。

「それは間違いです！」

　リーリットが断言する。

「多くの女性を惹ひきつける……それだけで立派な魅力の一つなのです！　ほかに理由なんていりませんわ！　どうしてあんな男に、と妬ねたむ前に、自分の至らなさを正すべきなんですわ！」

　んな無茶苦茶な──と感じる東司たちだったが、意見するとうるさそうなのでそっとしておく。

「みなさんの境きよう遇ぐうには同情しますわ」

　今度はうっすら涙なみだを浮うかべるリーリットだ。

「女の子と接する機会が少ないあまり、間違った認にん識しきのまま誤った道を歩いてきてしまったんですもの……心中、お察し申し上げますわ」

「いや、そこで同情されても困るニャ……」

「きっとポ連から独立するのに必死すぎて、ハーレムがどうこうなんて、不ふ謹きん慎しんだって雰ふん囲い気きがあったんですわね」

「テロリストじゃなくてもそれは不謹慎のような気が……」

「そしてそれがニャニャン共和国全体に広がっていると……あぁ、なんて不幸でしょう！」

　もう聞いちゃくれない。

　リーリットの脳内では『ハーレムに憧あこがれてるのに世せ間けん体ていを気にしてなにも言えないかわいそうなテロリスト』という設定が出来上がってしまっていた。

「みなさん、空気を察して自じ粛しゆくしてるんですわね？　本当はもっと解放されたいのに、殻からに閉じこもってしまっているのですわね!?」

「いや、それ完全に誤解だニャ……」

　テロする側なのに完全に押されているネコだった。

「……分かりましたわ」

　イヤな汗あせがテロリストたちの額を伝う。

「わたくし……分かってしまいましたわ！」

　リーリットは我が慢まんできないといった感じで立ち上がった。

「こら！　動くんじゃないニャ……」

　配下のネコが諫いさめようとしたところで──彼女を縛しばっていた縄なわがはらりと落ちた。

　その手にはカッターナイフが──トージョーさまイラストのカッターが握にぎられていた。

　お得意の『トージョーさまグッズ限定の召しよう喚かん魔法』を使ったのだ。

「そんなグッズまであったんですね……」

　苦笑いの杏子に目もくれず、リーリットはチビネコに詰つめ寄った。

「て、抵てい抗こうする気かニャ！」

　この行動には放心状態だったテロリストたちも表情が険しくなる。

　そんな警告には耳も貸さず近づいたリーリットは、

「あなたがたに見せたいものがあるんですの！」

　懇こん願がんするようにネコの手をギュッと握った。

「……はい？」

「ですから、ぜひともお目にかけたいものがあるんですわ！」

「だからそれが……」

「ほかの方々も呼び戻もどしてくださいませ！　早く！」

　あまりの迫力にネコたちの方が硬こう直ちよくしていた。




「お集まりいただき感謝いたしますわ！」

　店内を捜そう索さくしていたネコたちが呼び戻され、リーリットの前で体育座りしていた。

　彼らの前で声を張ったリーリットが熱く語る。

「みなさんのお話を聞いて、わたくしは一つの真理にたどり着きました」

　なんか語り始めたぞ──やはり体育座りの東司に不安が募つのる。

　彼の隣となりには杏子やノエル、そしてはるのも同じく体育座りしてリーリットに注目していた。
















「ニャニャン共和国の不幸はただ一つ、たった一つの欠落によってもたらされています。それは……」

『……それは？』




「ジゴロの心得ですわっ！」




　ネコたちが理解できないままポカンとする中、リーリットは独り突っ走る。

「ポ連からの独立だけを考えるあまりハーレムに敵対心を抱いだき、男性として最も重要なジゴロの心得を失ってしまったことが諸悪の根源なのですっ！」

　握り拳こぶしで力説するリーリットに、ホイップアンティークのメンバーは『またか』と諦あきらめモードに入る。

　しかし免めん疫えきのないテロリストたちは彼女の主張に食ってかかった。

「ジゴロだと!?　それのどこが重要なんだニャ！」

「男性が世間体を気にして女性を大切にしないから、そこに愛が生まれないのです！　愛が生まれないから憎にくしみが積もり、ポ連への対抗心へと変わってしまったのです！」

「独立がただの憂うさ晴らしとでも言うのかニャ!?」

「そうです！」

「……聞き捨てならないニャ！」

「でもそれが真理なのです！」

　明らかに機き嫌げんを悪くした三匹びきにもリーリットは引き下がらない。

「ジゴロになることで女性に優やさしくなり、女性もまた男性に尽つくし、ゆえに男性は独立なんかに時間を浪ろう費ひする必要もない！」

『独立なんかっ!?』

「ジゴロになりましょう！　ジゴロになって女性から貢みつがれる喜びを知るのです！　女性には男性に尽くす幸せを教えてあげるのです！　これで世界が平和になるのです！」

（とんでもない理論ができたな……）

　これが本当の『超ちようヒモ理論』である。

「バカバカしい！　そんなのできるわけニャ……」

「そこでみなさんにはこれを見ていただきます！」

　そう言いながら頭上に掲かかげたのは、もちろん『カリスマジゴロ・トージョーさま』のアニメビデオである。

「ここに皆みなさんの進むべき未来があります！　さあ、ご一いつ緒しよにっ！」

「ふざけるニャ！　いい加減にしないと……ニャっ!?」

　立ち上がったテロリストたちだったが、突とつ如じよとして出現したイスに手足を固定されてしまった。

「トージョーさまが拷ごう問もんを受けるシーンで使われたグッズですわ」

（そんなのまで商品になってるんかい……）

　トージョーさまグッズしか召喚できないリーリットだが、ここまでグッズ展開が手広いと万ばん能のうの魔ま法ほうに見えてくるから不思議である。

「さあ、まずは第一話から！　伝説の始まりですわよ！」

　これまた魔法で取り出したビデオデッキとブラウン管テレビ（古い！）をセットしながら、リーリットが鼻歌交じりで準備を始める。

　もがくネコたちと気の抜ぬけた四人には構わず、リーリットが再生ボタンを押した。
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「無線からの反応がないにゃんて……ホイップアンティークの中はどうなってるんだにゃ？」

　テロリストの親玉との接せつ触しよくを諦めた後、ニャーソンはホイップアンティークを目指していた。

　敗残兵のテロリストたちと小さな小こ競ぜり合いはあったものの、たいした傷も受けずに健在だった。

「テロリストたちもどことなく焦あせっていたみたいだったにゃ……」

　やはり親玉からの連れん絡らくが途と絶だえたのだろうか。

　だとすればホイップアンティークでテロリストたちにとって想定外の事態が起こったと考えるべきだ。

「同志たちが反はん攻こうに転じたのかにゃ……」

　その脳内で描えがかれるのは、テロリストを相手に奮戦するバイトたちの勇ゆう敢かんな姿だ。

　軍人のはるのとノエルが先せん陣じんを切り、リーリットも魔法で応戦。

　一いつ般ぱん人じんの東司と杏子ですら、テロには屈くつしないと精せい一いつ杯ぱいの戦いを見せる。

　そう、すべてはホイップアンティークを守るために。

　ニャーソングッズを守るために！

「か、感動的だにゃ！」

　都合よく改変しておきながら自分で感動していた。

「待ってるにゃ同志諸君！　みんなのボクちゃんがいま助けに行くにゃ！」

　ズズッと鼻水をすすりながらニャーソンが突進した。

　ホイップアンティークが視界に入るとさらにスピードアップ。

　壊こわれた窓から突つっ込こみ、話し声のする店の奥へ。

　そして開け放った扉とびらの先にいたのは──




「うぅ……トージョーさまぁ……。トージョーさまが捕つかまっちゃったニャーっ!!」

「どうなるニャ!?　この後どうなるんだニャっ!?」

「続きを……早く続きを……」

　そこには、トージョーさまにドはまりするテロリストたちの姿があった。

　第一話を見ただけで覚かく醒せいし、リーリットに二話三話と要求し、気づけばワンクールの鑑かん賞しよう会かいが始まろうとしていた。イスの拘こう束そくも第一話のＢパートからは取っ払ぱらっている。

「トージョーさまは素す晴ばらしいニャ……あれこそ男の中の男だニャ……」

　あれほど祖国のために戦っていたネコたちが、今やジゴロのトージョーさまに夢中になっているのだ。

　そしてホイップアンティークの面々はというと、

「これが……これがトージョーさまなんだね……」

「わたし、誤解してました……トージョーさまのこと誤解してました！」

「素晴らしい物語だ。実に……実に……」

　これまたトージョーさまに感化させられていた。

　はるのが熱っぽい眼まな差ざしでブラウン管を見つめ、杏子は後こう悔かいするように涙なみだし、ノエルも言葉少なく感動に浸ひたっていた。

　ただ東司だけが『こんなゲスいやつのどこがいいんだ……』と白けた目をしていた。

「あの……みんななにやってるにゃ……？」

　こっちは決死の覚かく悟ごで突とつ入にゆうしてきたんだけど、と言いたげなニャーソンだが、誰だれもそっちを見ていない。

　全員が全員とも、アニメの中のトージョーさまに夢中だった。

「もう独立とかテロとかどうでもいいニャ！」

「ボクたちに必要なのはこれだったんだニャ！」

「見つけた……我らの希望を、我らの聖典を……」

「トージョーさま万ばん歳ざい！　ジゴロ万歳っ!!」

　男の涙を流すテロリストたちはリーリットに駆かけ寄ると、その手をギュッと握にぎりしめた。

　生きる希望を見つけたように、人生の目標を見つけたように。

「なんでみんな仲良くなってるんだにゃーっ!?」

　ただニャーソンだけがやりきれない思いで地じ団だん駄だを踏ふんでいた。




「どうかお元気で！　トージョーさまを愛する限り、わたくしたちの心はいつだって一つですわ！」

　ネコたちがホイップアンティークを去る時がきた。

　襲しゆう撃げきしてきた時とは打って変わって晴れ晴れとした表情で、代わる代わるリーリットと熱い抱ほう擁ようを交かわす。

「我らが間ま違ちがっていたニャ。よくぞトージョーさまを教えてくれたニャ！」

「わたくしは人として当然のことをしたまでですわ」

「あなたをニャニャン共和国解放の母として語り継つがせてほしいニャ！」

「そのトージョーさま愛があれば、きっと平和が訪おとずれますわ」

　にっこりと微笑ほほえんだリーリットは、ワンクールのビデオすべてをリーダーのネコに渡わたした。

「……これを我らに？」

「はい、どうか皆さんの手でニャニャン共和国を導いてください」

「感謝するニャ……。心から感謝するニャ……」

　新しい国を創つくっていくと誓ちかったテロリストたちが祖国へ、未来に向かって歩き出す。

　その背中にリーリットはいつまでも手を振ふり続けていた。




　一週間後、ニャニャン共和国は一方的に独立停止宣言をした。

　新たに作り直された国旗には──とある少年の顔が描えがかれていたという。







　　　暴走特急杏きよう子こ







　ドキドキ──新にい見み杏子は緊きん張ちようの面おも持もちで雑誌を開いていた。

　雑誌の名前は『安心安全、ホイップ通つう信しん販はん売ばい』だ。

　わざわざ雑誌名に安心とか安全とかつけるあたり、妙みように危険な香かおりがする。

　いつもニャーソンがあれやこれやと、余計なアイテムを買ってくるポ連通販のカタログである。

「東とう司じくんが悪いんです。東司くんがわたしを……」

　誰に伝えるでもなく呟つぶやく。

　やがて、杏子の目にとある商品が留まった。

「愛の酢す……飲ませた相手の恋れん愛あい意識を自由にできるお酢……」

　まさに狙ねらい通りの効能だ。

「これさえあれば……東司くんもわたしに……」

　決断した杏子に迷いはなかった。

　電話番号をスマホに打ち込み、商品番号を伝えた。

「……もしもし、商品番号、Ａの３０３５をお願いします」
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　新見杏子は焦っていた。

　愛いとしの東司は一向に自分と子作りしてくれず、それでいて女の子は増える一方だ。

　はるのに恋愛意識が希き薄はくで、リーリットはあくまでトージョーさまにお熱であるが、それでもうかうかしていられない。

　なにせ、あのノエルですら東司に心揺ゆれている気配がある。

「女の子がたくさんいるのは仕方ありません……東司くんくらいステキな男の子なら宿命みたいなものです」

　でも──それは自分が一番であればこそだ。

　あくまで妻は、正妻は自分でなければならない。

「だから東司くん……わたしに惚ほれてもらいますね……」

　その手に『愛の酢』を握にぎりしめ、杏子は東司へと近づいていった。




　その日、ホイップアンティークは珍めずらしく多くのゲストが訪れていた。

　これまでいろいろと宣伝をしてきた効果か、エトセトランドの一角に変なおみやげ屋さんがある、と周知されつつあるようだった。

　物珍しさで来店するゲストがほとんどだが、当初に比べれば大きな進歩である。

「ボクちゃんがみんなのアイドルになってるにゃ……」

　店内の様子にニャーソンの瞳ひとみに涙が浮うかぶ。

「ついにボクちゃんの時代が来たんだにゃ……」

　ずずっと鼻をすすって感かん慨がい深そうだ。

　数々の苦労と困難の記き憶おくが走そう馬ま燈とうのように脳のう裏りを駆け巡めぐる。

　店の運営のために東とう奔ほん西せい走そうし、落ち込むバイトたちを奮い立たせ、今日という日にようやく報むくわれて──

「おい、おまえはトラブル拾ってきてただけじゃないか」

「回想にまでつっこんでこないでほしいにゃ！」

　横やりを入れたのは休きゆう憩けい上がりの東司である。

「ねつ造はよくないぞ」

「ボクちゃんの勝手だにゃ！　ボクちゃんの清い心の中にまで土足で踏み込んでほしくないにゃ！」

　大まじめに信じ切っているのがニャーソンのニャーソンたるゆえんだ。

「つべこべ言わずに、さっさとシフトに戻もどるにゃ！」

「はいはい……」

　付き合ってられないと東司がフロアに向かう。

　だがその袖そでをつかまれて止められた──杏子である。

　そわそわを通り越こして挙動不ふ審しんレベルで目が泳いでいる。

　どうしたのかと東司が声をかけようとすると、

「と、ととと……東司くん疲つかれていますよねそうですよねやっぱりですよねだからこれをどうぞささっぐいっと！」

　息もつかせぬ勢いでラムネみたいなビンを手て渡わたしてきた。

「どうしたんだよいきなり……」

「深く考えないでください怪あやしいところなんてちっともこれっぽっちもないんですからささあさあっ！」

　どう見ても怪しさ満点な上に杏子の表情が必死すぎる。

　本能的にビンの中身がヤバイと察した東司が拒きよ否ひするも、杏子は一歩も引かない。

「止やめろ！　なんか分からんけど止めてくれ！」

「イヤです！　こうなったら……」

　ぐっと引き下がった杏子が東司の背後を指差した。

「あっ、ノエルさんがムチを振り回してます！」

「…………」

　東司は引っかからない。警けい戒かいマックスで杏子を見つめていた。

　その真しん剣けんな眼まな差ざしに──決してよい意味で注視しているわけではないのだが──ボンッと杏子の顔が真っ赤になった。

「もうっ！　そんなに見つめられると恥はずかしいですっ！」

　杏子が視線を遮さえぎろうと、自然な動きで手を差し出した。

（照れることじゃないだろ……）

　そんなことを考えていた東司は──失念した。

　彼女の手にラムネビンがあることに。

「かかりましたねっ！」

　一転攻こう勢せい、杏子は鋭するどく腕うでの角度を調整すると、東司の口にビンを突つっ込こんだ。

「ごぼあ!?」

　反射的に息を吞のみ、中身を流し込まれてしまった。

「かっは……なんだこれ、酸すっぱいぞ……」

「ど、どうですか東司くん!?」

　咳せき込む東司とは対照的に瞳を輝かがやかせた杏子が身を乗り出す。

「どうもなにも……なかみはなんだこれ？」

「そんなことよりも！　ほら、わたしを見てなにか感じませんか？」

　アピールするように胸を寄せて誘ゆう惑わくする。

「うっ……いや、特にないな……」

　目の保養すぎて東司が顔を逸そらした。

「そんな！　なんとも感じないんですか!?」

「……いつもにも増してアグレッシブだな」

「そうじゃなくて！」

「とにかく仕事に戻るよ」

　身体からだに特に影えい響きようがないことに安あん堵どしつつ、東司はフロアへと向かった。

　その背中を見つめながら、杏子が力なく膝ひざをついた。

「……どうしてダメなんでしょう」

「同志キョーコ、なにがしたかったんだにゃ？」

「……いたんですね」

「おうっふ!?」

　アウトオブ眼中のニャーソンを気にすることなく、杏子はただ無念そうに唇くちびるを嚙かんだ。




「なんだったんだあいつ……」

　杏子の凶きよう行こうから持ち直した東司は、とりあえず目の前の仕事に集中することにした。

　まずはノエルとはるのに休憩に入るように伝えることだ。

「ノエル、はるの、交こう替たいするぞ」

　それぞれに声をかける。

「うむ、そうさせて……」

「ありがと、トージ……」

　ゲストを送り出して一段落した二人が東司に応こたえて振り向く。




　その目が一いつ瞬しゆんでハートになった。




「ト、トージ……なんかカッコイイ……」

「……へ？」

「宗むな方かた、その……どうしたのだ？　今日のおまえは……やけに、その……」

「いやいや、そっちこそどうしたんだ？」

　戸と惑まどう東司にはるのとノエルがじわりとすり寄る。

「まだゲストはいるんだぞ！」

　幸いにして女性はいないが男性ゲストの視線が痛すぎる。

「ごめんトージ……あたし、身体が熱くて……」

「胸の高鳴りが止まらないのだ……自分でも分からないのだ……」

　二人そろって腕に抱だきついてきた。

　その肌はだをぴったりとくっつけながら、ウットリと心ここ地ちよさそうに目め尻じりが下がる。

　トロンとした瞳で真まっ直すぐに顔を見つめていた。

「止め……止めろって……」

　バイト四人娘むすめの中でも恋愛に疎うとい二人がこれである。

　突とつ然ぜんの猛もうアピールに東司もタジタジだった。

「そんなこと言わないでよトージ……あたしだって恥ずかしいんだよ？」

「だったら……」

「止まらぬ、止められないのだ……」

「そこは頑がん張ばってくれ！」

　ジタバタするも二人は離はなれてくれない。

　それどころかさらに身体を密着させ、足を絡からめ、熱っぽい吐と息いきをもらす。

　初めて見る二人の潤うるんだ瞳は、東司から冷静な判断を奪うばっていた。

「……なにをやってるんですの！」

　そこに休憩上がりのリーリットがやってきた。

「助かったリリ、この二人を……」

　反射的に救きゆう援えんを頼たのむが──彼女の顔も桜色に火ほ照てっていた。

「わたくしが抱きつくスペースも残してくださいませ！」

「おまえもか!?」

　絶望の東司に追い打ちをかけるように、彼の正面から首に腕を回す。

　押しつけた柔やわらかい双そう丘きゆうがふにゅんと形を変えた。

「……ど、どうなってんだ」
















　両手に華はなどころか三本目がやってきた。

「ねえトージ……なんかお腹なかが痛くなってきちゃった。さすって？」

「手を握るな！　そしてどこに導いてるんだ!?　おまえの腹は股ももの間にあるのか!?」

「宗むな方かた、その……最近、気になっている単語があるのだ。モナピーというのだが……意味を教えてくれないか？　座学だけではなく実技で……」

「ナチュラルになにを言うか！」

「東司さま……あぁ、お慕したい申しております」

「その普ふ通つうな感じが逆に違い和わ感だ！」

『……チッ！』

　何事かと目を丸くしていたゲストたちも、いよいよ嫌いや気けがさして次々と店を出て行った。

「違ちがう、違うんだぁ……」

　東司の上ずった声だけが空むなしく響ひびいていた。




「ど、どういうことですか！」

　どうしてあの三人が東司にメロメロになるのか。愛の酢すは東司に飲ませたというのに。

　杏子は愛の酢のラベルをもう一度確かく認にんした。

　そこには小さな字でこう書いてあった──『ハーレム風味』と。

「飲んだ本人がハーレム状態になってしまうなんて!?」

　それじゃ本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　東司には自分を一番に想おもってほしいというのに、これではライバルを増やしただけだ。

「ちょ！　同志トージ！」

　常つね日ひ頃ごろから彼のハーレム気質に嫌気がさしていたニャーソンもご立腹である。

　嫉しつ妬との炎ほのおをたぎらせて怒いかりに震ふるえる。

「ボクちゃんの目の前で堂々と……粛しゆく清せいしてやるにゃ！」

　断固許すまじ。

　鉄てつ拳けん制裁しようと飛び出したニャーソンは──しかし杏子に突き飛ばされた。

「わたしも！　わたしも東司くんと一つになりたいですっ！」

　邪じや魔まなニャーソンを退け、少ないスペースを探すように東司に背後から抱きついた。

「あぁ、東司くんの髪かみの香かおり……すんすん」

「どうなってんだーっ!?」

　左右に正面、そして背後も閉とざされた東司が、女の子の体温に包まれながら絶ぜつ叫きようした。

　その後しばらく、四人の少女は東司のそばを片時も離れなかった。




「今度はちゃんと効果を確かめてから注文しないと……」

　懲こりない杏子は再びポ連通つう販はんに手を出していた。

『愛の酢す』のページを端はしから端まで読み返す。

「……書いていないなんて」

　しかしさすがポ連クオリティ、色違いのラベルで判別しかできず、具体的な効果までは記き載さいしていなかった。

「これじゃどれを選べばいいか分かりません……」

　困った杏子が何気なく次のページをめくった。

「……詰つめ合わせセット？」

　そこには四種類の『愛の酢』がワンセットになって掲けい載さいされていた。

　値段は少し張るが──何度も注文し直すよりも手っ取り早い。

「……これしかありません」

　杏子はスマホを手に取った。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「買ったはいいですけど……」

　数日後、届いた『愛の酢詰め合わせセット』に杏子は戸惑った。

「まともに効果が書いてありません……」

　前回が『ハーレム風味』だったので『純愛風味』とか『おしどり夫ふう婦ふ風味』とか、そういう分かりやすい効果を期待していた。

　しかしいざラベルを見てみると、

「昼ドラ風味に禁断風味、心中風味なんてのもあります……」

　さらに四本目がいただけない。

「ラベルになにも書いていません……」

　肝かん心じんの効能を書き忘れるとは何事だろう。製造元は真ま面じ目めに考えてほしい。

　本当にこんなのを使う意味があるのだろうか──自信を失いそうになって、慌あわてて気持ちを切り替かえた。

「東司くんに振ふり向いてもらうためです。今までみたいに普通にすごしてたんじゃダメなんです……」

　変わらなければならない。変わってもらわなければならない。

　杏子は覚かく悟ごを決めた。




　その①──昼ドラ風味




「東司くん！」

「どうしたむぐぅ!?」

　東司のこととなると異様なスペックを発揮する杏子は、振り向いた瞬間にその口にビンの口を突つっ込こんだ。

「酸っぱ!?　また変なの飲ませたな！」

「そんなことより東司くん、わたしを見てください！」

　東司の抗こう議ぎも突っぱねた杏子が東司の顔をわっしとつかむ。

「お、おい……」

　五センチと離れない距きよ離りで見つめ合う格好だ。

　言いたいことは山ほどある東司も、あまりの眼力に声を封ふうじられてしまった。

（東司くんがわたししか見なければ、効果はわたしにだけ出てくるはず……）

　昼ドラ風味というからには、ドロドロした愛あい憎ぞう劇が繰くり広げられるのだろうか。

　周囲の反対を押し切っての恋れん愛あい、結けつ婚こん、そして降りかかる数多あまたの困難。

　二人の仲を引き裂さこうとする大きな力に立ち向かい、絆きずなを強めていく二人。

　そして最後には誰だれの手も届かないところで、二人だけの世界を築き上げる──

（……悪くないです！）

　俄が然ぜん、燃え上がった杏子が東司を捕ほ縛ばくして一分が経たち、二分が経つ。

　だんだんと鼓こ動どうが速くなって、呼吸が荒あらくなる。

　そうこうしているうちに、次し第だいに目の前の東司の姿が──

「……なにも起きないです！」

「なにを起こしたいんだおまえは……」

　いい加減に付き合いきれなくなった東司が杏子の肩かたを押す。

「もう開店してるんだ。みんな仕事してるんだから、おまえもふざけてないでちゃんとしろ」

「そ、そんなぁ……」

　心が折れた杏子が手を伸のばすも、その救いを放置した東司はフロアの方に向かった。




「すまん、ちょっと遅おくれた」

　先に仕事を始めていたはるのたちに謝る。

　大だい丈じよう夫ぶだよ、仕事始めよっ──そんな明るい声が返ってくると思っていた東司は、

「……どこに行ってたのよっ！」

　そんなヒステリックな絶叫に出で迎むかえられた。

「あたしってものがありながら、どこの女と遊んでたのよっ!?」

「は、はるの……？」

「白状しなさい！　あたし以外の女なんて認めないんだからっ！」

　ムキーと東司の胸むなぐらをつかむ。

「落ち着け！　どうしたんだおまえ……」

「どうしたもこうしたもありませんわっ！」

　はるのに続いてリーリットも参戦してきた。

「誰ですのこの女は!?　わたくしは知りませんわよっ！」

　はるのと張り合うように東司を下から睨にらみつける。

　はるのもリーリットも、整った可愛かわいらしい顔でガンを飛ばされると異様に怖こわかった。

「なによ！」

「なんですの!?」

　とうとう二人がガチで睨み合いを始める。

　我を失った女の子は猛もう獣じゆうだ。男の手に負えるものではない。

　ただただ凍こおり付いていた東司は、その視界の端で佇たたずむノエルを見つけた。

「ノエル！　こいつらをどうにか……」

　全力でＳＯＳを送った東司にノエルは、

「……この泥どろ棒ぼうネコ」

　典型的なお義か母あさまキャラで応戦してきた。

「宗方にはすでに決められた許嫁いいなずけがいるのだ。どこの馬の骨とも分からない女にくれてやることなどできない！」

「横暴ですわ！」

「そーだそーだ！」

「なんとでも喚わめけばいい。さあ宗方、おまえの婚こん約やく者しやが待っているぞ」

　二人を無視したノエルが紹しよう介かいした先には──

「同志トージ……一いつ緒しよに幸せな家庭を築くにゃ！」

　なぜか頰ほおを朱しゆに染めたニャーソンが立っていた。

「いろんななにかが間ま違ちがってる！」

「なにを言う。将来を誓ちかい合った仲ではないか」

「記き憶おくにございませんがっ!?」

　ネコと伴はん侶りよになるなんてどんな儀ぎ式しきだろう。

「なにやってるんですかみなさん!?」

　復活した杏子が目の前の光景に愕がく然ぜんとする。

「東司くん！　どうしてわたしと愛の逃とう避ひ行こうをしてくれないのに、みんなとは成功しちゃってるんですかっ！」

「知るか！　ってかおまえが原因なのか!?」

「とにかくダメです！　婚約者とか認めませんからねっ！」

　乱入した杏子が東司を奪うばおうとはるのとリーリットに手を伸ばす。

　だがその手は乾かわいた音とともに振り払はらわれた。

「家政婦は黙だまっててくださいませ！」

「そうだよ！　家政婦Ａは引っ込んでて！」

「わたしモブキャラですか!?」

　ヒロイン同士のバトルをなにもできずに見守る家政婦Ａ──それが杏子の立ち位置になっていた。

「ふん、家政婦ごときが宗方とつり合うと思っているのか？」

「ノエルさんまで!?」

「おまえなどこのネコの魅み力りよくになにひとつ敵かなわないのだからな」

「ネコって言いましたよね！　言いましたよねっ!?　ネコに負けたんですかわたしっ!!」

　愕然とする杏子などそっちのけで、昼ドラはさらに熱を帯びていく。

「誰にもトージは渡わたさない！　だって……あたしのお腹なかには二人の子供がいるもん！」

　どこか母性を秘ひめた眼まな差ざしでゆっくりとお腹をさする。

「ウソつけやっ！」

「そんな……わ、わたくしだって東司さまとの子を身み籠ごもっていますのよ！」

　負けじとお腹に手をやる。

「知るかっ！」

「宗方……婚約者がいるというのにおまえは……」

「その軽けい蔑べつしきった目は止やめろ！」

「実はボクちゃんのお腹にも……」

「ただ脂し肪ぼうで太ってるだけだろうがっ!!」

　手に負えなくなった東司には、もはや『違う！　俺じゃない！　俺は悪くない！』と昼ドラでへタレ主人公が言いそうなワードを連呼するしかなかった。




　その②──禁断風味




「禁断……魅力的な響ひびきです」

　挫くじけない杏子はすぐに次の『愛の酢す』を試ためすことにした。

「わたしと東司くんの禁断の愛……どんなドラマチックな展開になるんでしょう……」

　ウットリと頰に手を当てながら脳のう裏りに描えがくのは、ところ構わず愛を確かめ合おうとしてくる東司の凜り々りしい顔だった。

　誰が見ていても構わない、俺はおまえしか見えない──

　見せつけてやればいい、俺とおまえのことを──

　さあ、目を閉じて──

（いけます、これはいけますっ！）

　涎よだれをさっとぬぐいながら勝利を確信する。

　そうこうしている間に、休きゆう憩けいに入った東司がフロアから戻もどってきた。

「東司くん！」

「きょ、杏子!?」

　さっと身構える東司に構わず突とつ進しんする。

「今日のおまえなんか変だぞ！」

　そう叫さけびながら杏子を遠ざけようと腕うででブロックする。

　だが──相手は愛に目覚めた戦いくさ乙女おとめだ。

「これを飲んでください！」

　東司の防ぼう御ぎよを巧たくみにかいくぐり、目にも留まらぬステップで間合いに入り込むと、笑え顔がおで彼の口に『愛の酢』のビンを突っ込んだ。

「ごぼっ……」

　流れ込んできた酸すっぱい液体にむせ返る。

「さあ、ぐいっと！」

　容よう赦しやのない杏子はさらにビンを押し込む。

　東司は反射的にごくりと吞のみ込んでしまった。

（今度こそ……っ！）

　杏子は素す早ばやく彼の背後に回ると、フロアへとつながるドアを施せ錠じようしてしまった。

　これでフロアにいるはるのたちに邪じや魔まされる心配はない。

「東司くん……これで二人きりです……」

　どんな大人な展開になってくれるのか、期待に胸を躍おどらせながら反応を窺うかがう。

「飲むもんじゃないだろこれ……」

　ようやく持ち直した東司が抗こう議ぎする。

　もちろんそんなのに聞く耳を持つわけもなく、この後の展開だけが楽しみな杏子はじっと東司の瞳ひとみを見つめる。

「どうですか？　なにか感じませんか？」

「なにかって……」

　東司が焦あせったように視線を逸そらす。

　いつも以上に恋こいする乙女モードになった杏子の情熱に当てられて、まともにものが考えられなくなる。

　そうなると不思議なもので、見知った彼女の表情が妙みように色っぽく見えてきて──




「ちょっと待つふも！」

　フロアとは反対側──裏口のドアからモッフルが乱入してきた。

「その告白、待つろん！」

「させないみー！」

　続けてマカロンとティラミーも突入してきた。

　狭せまい通路にマスコット三匹びきが居並ぶ。

「どうしてみなさんが……」

「遊びに来ていきなりイチャつかれたら邪魔するのは当然だふも！」

「こっちは汗あせ水みず流して働いてるんだろん！」

「幸せよこせごるぁ！」

　なんとも身勝手ないちゃもんだった。

「そもそもトージくん、君は節操がなさすぎるんだふも！」

「俺が悪いのか!?」

「そうだろん、まだ青いくせに手を出しすぎだろん」

「出してない！　むしろ出されそうな毎日だっ！」

「チッ、また自じ慢まんかみー……」

「話を聞けっ！」

　東司が三匹の言いがかりに反論する一方、杏子はというと、

（まさか……みなさんでわたしを取り合う展開に!?）

　今回の『愛の酢』が禁断風味だったことを思い出した。

　一人の女性を巡めぐって四人の男性が──四分の三でマスコットだが──バトルするというのは確かに展開として禁断っぽい。

　さらに四人の関係がこじれれば、男をダメにする女っぽいポジションもなんとなく見えてくる。

（……勝ちましたわ！）

　内心でガッツポーズを決める。

　誰だれにどれだけプロポーズされても、結果は東司で決まっているのだ。

　つまり最初から出来レースなのである。

（さあみなさん、わたしに言い寄ってきてください……）

　ウキウキしながら杏子が待っていると、次し第だいに東司たちの口論の中身が変化していった。

「……なんかトージくん、男らしくなったふも？」

「は？」

「確かに……なんかガッチリしたっていうか……」

「妙にフェロモン感じるみー……」

「お、おい……」

　空気が変わった。

　東司の不ふ貞ていを糾きゆう弾だんしていた三匹が、いつの間にか彼を見てハァハァと鼻息を荒あらくしていた。

「トージくん……ちょっと出られるふも？」

「仕事あるから！」

「僕、トージくんのこともっと知りたくなっちゃったろん」

「遠えん慮りよする！　そんな顔で言われても嬉うれしくない！」

「大だい丈じよう夫ぶだみー、優やさしく教えてあげるみー」

　三匹が東司を捕とらえて放さない。

　その上、やたらねちっこく首筋とか胸むな板いたとかを触さわってくる。

　それはもう愛あい撫ぶと呼んでもいいレベルで──

「そっちの禁断なんていりません！」

　バラ色の世界に拉ら致ちされそうになった東司を救ったのは杏子だった。

「どうしてわたしを取り合わないんですか!?」

「女は黙ってるふも！」

「興味ないろん！」

「女とか不潔だみー、男同士がいいんだみー！」

（ティラミーさんがそんなことを言うなんて……やっぱり『愛の酢』の影えい響きようです！）

　通常モードのティラミーが絶対に言わないセリフだ。

「だからって……そっち方面の禁断とかいりませんから！」

　杏子は涙なみだ目めになりながら、東司の身体からだを狙ねらう三匹の淫いん獣じゆうを撃げき退たいした。




　その③──心中風味




「これは……期待できるのでしょうか？」

　心中についての知識は杏子も持っていた。

　しかし愛する故ゆえに相手と一いつ緒しよに命を落とすなんて理解に苦しむ愛情表現だった。

　東司にこれを飲ませたところでどんな心中が待っているのか。

　さすがに本当に危険な目に遭あうのは避さけなければならないが──

「……ええい、女は度胸です！」

　こうと決めた女の子は命の危険すら凌りよう駕がする。

　杏子が覚かく悟ごを決めたところで、休憩終わりの東司が控ひかえ室から出てきた。

　はるのたちからの昼ドラ攻こう撃げき、モッフルたちからの禁断攻撃を受け、心身ともに疲つかれ果てている様子だ。

（これで最後です、東司くん！）

　杏子が東司に近づく。

　それに気づいた東司も、さすがにもうやられはしないと身構えた。

「いい加減にしてくれ杏子、今日のおまえは異常すぎる……」

「愛ゆえに女は戦うのですっ!!」

　躊ちゆう躇ちよはなかった。

　乙女モードが確変に入った杏子が大地を蹴けった。

　肉体の限界を超こえた加速で突つっ込こむ。

　まさにそれは左片手一本突き──某ぼう新しん撰せん組ぐみの○突を彷ほう彿ふつとさせる突進だった。

「東司くん、お願いしますっ！」

　東司の防御を突き破り、彼の口へと『愛の酢』を突き込んだ。

「ごっは……」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの東司が仰のけ反ぞり、背中から倒たおれ込む。

　その隙すきに杏子はフロア側のドアと裏口に鍵かぎをかけた。

　これでもう、どこからも邪魔者は入ってこられない。

　東司と自分だけの空間だ。

「あぁ……東司くん……」

　仰あお向むけの東司に杏子が馬乗りになる。

　もう彼が逃にげられないように。

　もう自分しか彼の目に映らないように。

（早く目を覚ましてください、東司くん……）

「うっ……ん……」

　やがて、うっすらと彼のまぶたが開いた。

　その瞳が杏子の顔を見つめて──




　ぶるんっっ、どっどっどっどっどっど──っ!!




　どこからかチェーンソーの駆く動どう音おんが聞こえてきた。

　しかも一つではない。

　フロアの方から二つ、三つ──




『あたしと一緒に死んでっ!!』




　異口同音の雄お叫たけびを上げながら、チェーンソーを振ふりかざしたはるのたちがドアを突き破ってきた。

「どこに準備してたんですか!?」

『外野はすっこんでて！』

　これまた同じことを言いながら、血走った目の少女三人が東司ににじり寄る。

「トージを殺してあたしも死ぬ！」

「東司さま、天国で夫ふう婦ふになってくださいませ！」

「宗方！　おまえを一人にはさせない！」

　誰も彼も、もう現世に未練を残していなかった。

「東司くんになにをするんですか！　わたしが絶対に守ります！」

　杏子は三人に立ち向かうように両手を広げる。

　それを見たリーリットが、

「そんなことをおっしゃっていても……ほら」

　ふと手を突き出す。

　瞬しゆん間かん、杏子の手にチェーンソーが。

　トージョーさまのイラスト付きだった。

「こんなものまでグッズ化してたんですか!?」

　絶ぜつ叫きようする杏子がチェーンソーを捨てようとするが指が命令を聞いてくれない。

　自分の意思とは関係なく握にぎりしめてしまっていた。

「これも愛の酢すの効果!?　こんな心中望んでないのに!?」

　恐きよう怖ふが三人から四人に増えていた。

「う……ん……」

　チェーンソーの奏かなでる不協和音に東司が目を覚ます。

　そして絶望する。

「お、おい……」

　尻しり餅もちをついたまま後ずさる。

　そんな彼をニヒルな笑えみを浮うかべたはるのたちが追う。

　ただ杏子だけは涙に暮れながら、しかし手放せないチェーンソーを掲かかげて。

「東司くん、逃げてください！」

「言ってることとやってることが逆すぎるっ！」

　唸うなりを上げるチェーンソーのカルテットがホイップアンティークを蹂じゆう躙りんした。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「もう……ダメです……」

　半はん壊かいしたホイップアンティークは当然のごとく臨時休業となった。

　店自体はニャーソンの資金力があれば復元できるだろう。

　ただし、ことごとく失敗を重ねた杏子のハートは元通りになりそうもなかった。

「残っているのはもう、これだけ……」

　最後に残っている『愛の酢』は──ラベルになにも書いてない一本だけだ。

　東司とイチャイチャしたいのに、効能が分からなくては怖こわくて使えたものではない。

（わたしはもう、東司くんとは結ばれない運命なのでしょうか……）

　そんな感じで絶望すら漂ただよっている。

「愛の酢なんて使うんじゃなかったです……」

「なにを使うんじゃなかったって？」

　いきなり背後から声をかけられた杏子が飛び上がる。

　振り返るとそこにはジト目の東司が立っていた。

「おまえ、今日一日ずっと変だったよな？　手に持ってるそれが原因か？」

「その、これは……」

「貸してみろ」

　東司がぬっと手を出してくる。

「だ、ダメです！」

　杏子は咄とつ嗟さに逃のがれた。

（ポ連の商品に手を出したなんて知られたら……軽けい蔑べつされてしまいます！）

　東司に嫌きらわれたくない一心で追つい及きゆうから逃れようともがく。

　だがそれを許す東司ではない。

「隠かくすってことは、やっぱりそれなんだな」

「違ちがいます！　これは……」

「言い訳はなしだ。こっちによこせ」
















　東司が有う無むを言わさぬ口調で杏子に迫せまる。

（もうダメ……っ！）

　東司に取り上げられそうになった杏子は──自分で『愛の酢』を一気飲みした。

　彼にポ連通つう販はんに手を出したと知られるくらいなら飲み干してやる。

　たとえ彼への愛を妨さまたげてしまうような効能であったとしても。

　それこそまっさらなラベルが意味するように、彼への愛が消えてしまったとしても。

　きっといつかまた、心から彼を好きだと言える未来が来ると信じて──

「……あれ？」

　気づけば目の前には愛いとしの東司が──愛しいと思える東司がいた。

「わたし……東司くんが嫌いになってない……」

　この気持ちとはお別れかもしれないと覚悟したのに、まだ彼を好きでいる。

　好きを続けていられる。

「東司くん！　わたしまだ東司くんのことが好きですっ！」

「あ、改まってなにを……」

「好きなんです！　好きって気持ちがあるんですっ！」

　嬉うれしさのあまり飛びついていた。

　その温ぬくもりを、その声を、その息いき遣づかいを──なに一つ忘れることなく、愛しいと思えるこの瞬間が嬉しくてたまらなかった。

「こら、こっちにはまだ聞きたいことが……」

「東司くん！　東司くんっ！」

　うろたえる東司などお構いなしに、杏子はあふれんばかりの気持ちを東司に伝え続けた。




　ちなみに最後に飲んだ『愛の酢』だが、ラベルになにも書かれていなかったのは印刷ミスではなかった。

　なにも書いていなくて正解だったのだ。

　実は『ラベルに書き込まれた効果を現実にする』という一本だった。

　つまり杏子が『新しん婚こん風味』とか『超ちよう絶ぜつラブラブ風味』とか書けば、それが実現したのである。

　それと知らずに飲み干した杏子ではあったが──

「大好きです！　東司くん！」

　今の彼女を見れば、あながちムダではなかったのかもしれない。







　　　ナイトメア・カーニバル







　夜のホイップアンティーク。

　閉園時間をすぎ、ゲストがいなくなって静まりかえるパークにあって、この店だけは煌こう々こうと灯あかりが輝かがやいていた。

　その控ひかえ室──普ふ段だんは休きゆう憩けいくらいにしか使わないこの部屋だが、今夜は人口密度が高かった。

　テーブルを囲むのは、はるの、杏きよう子こ、リーリット、ノエルのバイト四姉妹しまいだ。

　そしてその輪に加わっているのは、

「ごめんね、ほかの三人、ちょっと遅おくれてて」

　アクワーリオの四精せい霊れいの一人、ミュースだった。




　きっかけは、ホイップアンティークに来店したゲストの『ここのキャストさんは歌ったり踊おどったりしないの？』という一言だった。

　モッフルたちとは面識のあるはるのたちだったが、そのほかのキャストとはあまり面識がなかった。

　あっちは女の子四人でユニット組んでるんだ──にわかに興味がわいたはるのが、親しん睦ぼく会かいということで女子会を提案したのである。

　ミュースたちもホイップアンティークのことは聞いていて、やはり女の子四人が働いているということも知っていた。

　四人の女の子という共通点に奇き妙みような親近感を抱いだいて、はるのの申し出を快かい諾だくしたのだった。




「もうちょっとで来ると思うから」

　ミュースが遅れている三人をフォローする。

「あ、そうそう。今日はお招きいただきありがとうございます。これ、おみやげね」

　礼れい儀ぎよくお辞じ儀ぎしながら持参したお菓か子しを渡わたす。

「ありがとうございます」

「そこまでしてもらわなくてもよろしかったのに……」

　杏子が受け取り、リーリットが申し訳なさそうにお辞儀で返す。

「いいっていいって。お誘さそいをうけたんだから、このくらいはね」

　しっかり者だな、とミュースのリーダー気質を感じる杏子たちである。

「それでミュースさん！　ユニットってどんな感じなんですか？」

　まだ全員集まってないというのにはるのがさっそく切り出した。

「うーん……なかなか大変だね。メンバーの個性が強いと特に」

「個性……ですか？」

　首を傾かしげる杏子にミュースが大きくため息をもらす。

「そうなの。たとえば……」

　ミュースが指を折りながら呟つぶやく。

「サーラマはいろいろと失礼でしょ。コボリーは内気で思ってること表に出さないでしょ。シルフィーは空気を読んでくれたためしがないでしょ……」

　改めて考えると一つのユニットにまとまっているのが不思議なくらいだ。

　ミュースの言葉にリーリットたちも聞き入る。

「リーダーってすごく苦労するんですわね……」

「でもリーダーといったら、はるのちゃんも店長なんでしょ？　苦労とか感じないの？」

　ミュースに話を振ふられたはるのがきょとんとする。

「苦労？　なんで？」

「だってあのニャーソンさんもいるわけだし……」

　甘あまブリのキャストの間でも例のネコは有名だった。もちろん悪い方向で。

「上司に恵めぐまれないって意味じゃ、わたしより苦労してるんじゃないかなって……」

「うーん……」

　はるのが難しい顔をして腕うで組ぐみする。

　そしてふと気づく。

「あっ、よく考えたら大たい佐さを上司だって思ったことなかった！」

「あはは……」

　相変わらずオブラートに包むことを知らないはるのである。

「でもトージもいるし、みんなもいるし……いろいろ大変だけど、苦労って感じたことはないかな？」

「いいなぁ……その前向きな感じが羨うらやましい……」

　バイト仲間を信しん頼らいしているはるのが妙に眩まぶしく見えるミュースだった。

「それにしてもみんな遅おそいわね。そろそろコボリーが来るはずだけど……」

　その声に自然と一同の視線がドアの方に集まる。

「……遅れました」

　ちょうどそのタイミングでコボリーが現れた。

「な、なんですかみなさん……そんなに見つめないでください」

　恥はずかしそうにコボリーが身体からだを隠かくす。

「コボリーが来るころだって話してたの。それよりも、そんなところに立ってないでこっちこっち」

　ミュースの手招きに応じたコボリーが部屋に入ってきて、ミュースの隣となりに座る。

「聞いてたより遅かったけど、なにかあったの？」

「……新刊の入にゆう稿こうがギリギリで」

「また同人誌描かいてたの？」

　ミュースにやんわりと諫いさめられ、小さく頭を下げたコボリーが輪に加わる。

「えっと……どもです」

「あ、ども」

　やや素っ気ないコボリーの挨あい拶さつに杏子たちは遠えん慮りよがちに返す。

　ちょっと微び妙みような空気の中、そこをぶち壊こわしてくれたのがはるのだった。

「ねえねえ、ドージンシってなに？」

　場の空気を気にする様子もなく話しかける。

　するとコボリーがいくらか表情を和やわらげた。

「好きなキャラクターについて独自のマンガや小説をかくことです」

「えっ、それってすごい！」

　はるのが身を乗り出して目を輝かせる。

「自分でお話を考えるってことでしょ？　すごいよそれ！」

「そんな……それほどでは……」

　ストレートに尊敬されたコボリーが顔を赤らめる。

　自分の好きなものを誉ほめられると誰だれだって嬉しいものだ。

「やっぱり自分が描きたいように描いちゃうの？」

「いえいえ、それは違ちがいます」

　すっかり心を開いたコボリーが人差し指を振る。

「人気のキャラクターを使えばどっちがどっちでもいいとか、そんな安直な考えではいけないのです。ファンたちのニーズに逆らえば、総スカンされるだけではなくバッシングの的になるのです」

「ど、どっちがどっち？」

　いきなり饒じよう舌ぜつになったコボリーにはるのが面めん食くらう。

「ええ、実は以前、それを勘かん違ちがいしてたころがありまして……」

　コボリーが遠い目をする。

「とあるキャラクターを俺様キャラに描いてしまったのです。作品的には当然の立ち位置だったのですが、それが逆だったようで……」

「どんな作品？」

「トージョーさまです。カリスマジゴロ・トージョーさま……」

「トージョーさまの同人誌を描いてらっしゃったんですの!?」

　思わぬカミングアウトに大興奮で乗り込んできたのはリーリットだ。

　それまではるのとコボリーの会話を聞いているだけだったが、トージョーさまと聞いて黙だまっているわけにはいかなかった。

「はい。女の子の間では大人気ですから」

「ですわよね？　そうですわよねっ？　あぁ、こんなところにわたくしの心の友がいたなんて……」

　感動のあまり瞳ひとみを潤うるませている。

「トージョーさまの強ごう引いんなジゴロっぷりは、やはり不変の魅み力りよくなんですわ……」

「いえ、それが違ってですね……女の子たちは逆なんです」

　コボリーがやんわりと訂てい正せいする。

「どういうことですの？」

「同人誌の界かい隈わいでは、トージョーさまは総受けキャラなんです」

「ソーウケ……ってなんですの？」

「みんなからメチャクチャにされちゃうってことです……いろんな意味で」

「そっ、そんなのダメですわ！」

　いろんな意味についてはちんぷんかんぷんのリーリットだったが、トージョーさまがやられ放題というのは聞き捨てならなかった。

「トージョーさまが誰かに屈くつするなんてありえませんわ！　そんなの原作無視ですわ！」

「でもニーズはそっちなんです！」

　リーリットの抗こう議ぎにコボリーも対抗して思わず前のめりになる。

「ダメと言ったらダメですわ！」

「たとえ原作に逆らっても、ファンの求めるものを描くのが同人誌なんです！」

「あぁ、もう！　二人ともそんなに熱くならないの！」

　いがみ合いを始めた二人をミュースが引き離はなす。

　だが彼女一人で収まるような状じよう況きようではなかった。

　はるのたちは呆あつ気けに取られて一いつ緒しよになだめてくれるような余よ裕ゆうはなさそうだ。

「お願いだから落ち着いて……」

　ピロリン──そこでミュースのポケットからメールの着信音が流れた。

「こんな時に……ってサーラマ？」

　差出人はサーラマで『もうすぐ着く』という内容だった。

「ほら二人とも、そろそろサーラマも来るって！」

　話題を変えようと必死のミュースだがヒートアップした二人は聞く耳を持たない。

　そうこうしているうちにサーラマがやってきた。

「来たよー……って、なにしてんの？」

　絶賛バトル中のリーリットとコボリーに目を丸くする。

「ちょうどよかった！　二人を引き離して！」

「んー、よく分かんないからパス」

　ミュースがヘルプを求めるもあっさり断るサーラマだ。

「いいから手伝って！」

「あー、はいはい。手伝えばいいんでしょ……」
















　サーラマは面めん倒どうくさそうにコボリーに近づくと、その首根っこをつかんでリーリットから引き離した。

「コボリー、興奮しすぎ」

「うぅ……」

　ようやくコボリーが落ち着きを取り戻もどす。

　一方、ミュースに押さえられたリーリットもやっと矛ほこを収めた。

「ありがとサーラマ、助かったわ」

「別に……」

　サーラマは素っ気なく答えると、会話の輪から外れて部屋の隅すみに行ってしまった。

　そのまま予備のイスを引っ張ってきてスマホをいじり始める。

「えっと……」

　はるのが戸と惑まどっていると、たしなめるようにミュースが立ち上がった。

「ちょっとサーラマ！　なんでこっちに来ないの！」

「んー、だって興味ないし。来てって言われたから来ただけだし。だいたいあたし、別にこっちと仲良くしたいわけじゃないし」

　トゲのある言い方に発案者のはるのがしゅんと目を伏ふせる。

「もう……自分勝手なんだから」

　はるのを気の毒に思いつつ、ミュースはそれ以上の説得は諦あきらめた。

　サーラマの性格を知り尽つくした彼女だからこその引き際ぎわである。

　しかしそんなサーラマをにわかに許せない者がいた。

「失礼ですけど、その態度はどうなんですか？」

　杏子がすっくと立ち上がる。

　はるのの頑がん張ばりが蔑ないがしろにされたみたいで、つい声を上げてしまった。

「ご自分の意見に沿わないからって、そんなあからさまな態度をするなんて非常識です」

「なに熱くなっちゃってんの？」

　白けた目でサーラマが眺ながめる。

「あたしのことはほっといて。そっちで勝手に楽しんでていいから」

「そんなのダメです！　せっかくの機会なんですから親しん睦ぼくを深めましょうよ！」

「そういうの、ウザいんだよね……」

「そんなっ！」

「あーもう！　こっちでヒートアップしないで！」

　今度は杏子とサーラマの間で勃ぼつ発ぱつしたバトルにミュースが仲ちゆう裁さいに入る。

　いくら初対面だからといって前ぜん途と多難すぎる。

　これじゃ仲良くするどころではない。

「そーいやシルフィーは？　あたしより遅おそいとかありえないんですけど」

　杏子をスルーしたサーラマがミュースに尋たずねる。

「自分も遅ち刻こくしてるのにサーラマったら……。でもそろそろ来るはず……」

「シャンパンフレアーッ!!」

　部屋のドアが激しく開け放たれた先にいたのは──頭にお盆ぼんを載のせ、その上にシャンパンタワーを築いたシルフィーだった。

「シルフィー!?」

「およ？　一発芸じゃない？」

「そんなのいいから！　危ないから！」

　慌あわてるミュースなどどこ吹ふく風のシルフィーである。

　しかし幸いなことに、杏子もサーラマも呆気にとられてケンカも中断していた。

「すごい！　キレイ！」

　シルフィーの頭上で輝かがやくシャンパングラスを、これまた輝く瞳ではるのが見つめる。

「あたしもやってみたい！」
















「おぅ！　バトンタッーチ！」

　シルフィーがお盆を頭から下ろし、はるのの頭に載せる。

「おっとと……バランス難しい……」

「そこっ！　そこでくるっと回ってポージング！」

「や、やってみる！」

「やらなくていいから！　危ないからっ！」

　あたふたとミュースが止めに入る。

「もうシルフィー！　ヘンなことさせないで！」

「むぅ……芸の道、険しいです」

　怒おこられたシルフィーがしゅんとしょげ、ミュースがチクチクとお説教する。

　そんな光景を見ながら杏子たちは思った。

　リーダーって大変だな──と。




「えー、それでは今回の女子会を祝いまして……」

　ようやく全員がそろったところで、気を取り直してはるのが音おん頭どを取る。

「かんぱーい！」

『かんぱーい!!』

　まともに接するのはこれが初めてとはいえ、互たがいにウワサは常々、耳にしてきた。

　最初こそ他た人にん行ぎよう儀ぎだったものの、打ち解けるのにたいした時間はかからなかった。

　当たり障さわりのない世間話に始まり、それから仕事の話題へと発展する。

　日ひ頃ごろの苦労を愚ぐ痴ちったり笑ったり。

　その一方では、

「はるのちゃん！　いざ尋じん常じように勝負！」

「負けないよっ！」

　ホイップアンティークの天然担当はるのとアクワーリオの天然担当のシルフィーの間ではバトルが勃発していた。

「オレンジとコーラとドクダミ茶！」

「グレープフルーツとジンジャーエールとドクターペッパー！」

　オリジナルジュースの開発バトルである。

　用意されたいろんなジュースを混ぜまくり、コップの中身が毒々しい色に変化していく。

　そんな天然二人はとりあえず放置して、常識人グループの会話が弾はずんでいく。

　そうやって次し第だいに温まっていく空気の中で、女子トークがたどり着く先といえば──やはり恋こい話ばなだった。

　とはいえ、もっぱら話題を提供するのはホイップアンティーク側であった。

「……そんな感じで、彼にどうしても振ふり向いてもらえないんです」

　しょぼんと語るのは杏子である。

　この場にいないので東とう司じの名前は出さないが、日頃のアタックの失敗談を打ち明けていた。

「恋しちゃってますね～」

　ミュースがどこか羨うらやましそうに眺める。

「いえ……きっとその彼には素質があります」

「素質……ですか？」

　コボリーの不思議な断定に杏子が問い返す。

「仲の良い男子はいませんか？　妙みようにスキンシップが多いとか、気づくと二人でどこかに消えちゃうとか！」

「あ、あの……」

「気にしないで。この子、すぐそっち方面に持っていくんだから……」

「うぅ……せっかくのネタが……」

　面倒くさそうにサーラマがコボリーの首根っこを引っ張った。

　杏子の話が一段落すると、今度はリーリットの番である。

「……というわけで、理想の殿との方がたと巡めぐり合えたのです！」

　こちらは一転、上じよう機き嫌げんで語っていた。

　もちろん話すのは東司のことであるが、その名前までは出さない。

「ちょっと真ま面じ目めなのが残念ですが……今にきっと、素す晴ばらしいジゴロになっていただきますわ！」

「ジゴロに……？」

　ミュースが当然のポイントに引っかかる。

「どうやって堕だ落らくしてもらうか、試し行こう錯さく誤ごの毎日ですの」

「その、ジゴロになって……リーリットさんは嬉うれしいのですか？」

「もちろんですわ！」

　握にぎり拳こぶしで力説する。

「そのためでしたらわたくし、どんなことだって……」

「ウットリしてる……」

「あー、これ本気だわ」

　コボリーとサーラマが感心するような諦めるような、微び妙みような視線で眺めていた。

「ノエルさんはどうなんですか？」

　ミュースが自然な流れで話を振った。

　だが前の二人とは違ちがい、彼女に誰だれか意中の男性がいるわけではない。

　とはいえ──尋ねられて脳のう裏りに思い描えがく人物は、やはり東司であった。

「別に……自分はなにも」

　答えを拒こばむようにジュースを飲み干す。

「む……怪あやしい」

　コボリーセンサーがなにかをキャッチする。

「あれは脈ありな気配……」

「そんなことない！　誰がやつのことなど……」

「ほうほう、やつとな……？」

　サーラマがニヤリとノエルを見る。

　免めん疫えきのないノエルは二人に乗せられて墓ぼ穴けつを掘ほっていった。

「ほら二人とも、そんなにしつこくしないの」

　いよいよノエルが真っ赤になったところでミュースが止めに入った。

「……助かった、すまない」

「いえいえ」

　素直なノエルに微笑ほほえみ返すミュースだった。

「ところで……先せん輩ぱいたちはどうなんですか？」

　そこで杏子がふと尋ねた。

「誰か気になる人はいないんですか？」

「そうですわ。男性キャストはたくさんいますし、それ以外のプライベートでも……」

　問いかけられ、三人は押し黙だまった。

　改めて考えてみると──そんな浮ういた話なんて一つもない。

　パーク再建に夢中になるあまり、気づけば男の影かげもなかった。

『…………はぁ』

　ハリのない毎日を送ってるわたしって──三人が盛せい大だいにため息をついた。

　そして同時に思った──『ホイップアンティークのみんなは、それぞれちゃんと恋をしていて羨ましいな』と。

　まさか彼女たちが語った男性が全員、同じ人物であるとは気づくことなく。




「できたー！」

「パーフェクツ！」

　その折、はるのとシルフィーのバトルが終しゆう了りようしたようだった。

「自信作だよっ！」

「ぐいっと、さあぐいーっと！」

　二人が満面の笑みで差し出したのは──明らかにやっちまった感のある液体だった。

「紫むらさき色いろに黄土色……」

「どうやったらこんな色になるのかしら……」

　恐きよう怖ふ心しんすらかき立てる特製ミックスジュースに一同が顔をしかめる。

　だが──今日は女子会だ。

　ここで断るのはなんとなく空気が悪くなるし、二人には悪気がないのだ──きっと。

「さ、さすがに毒じゃないですし……」

「……頑がん張ばる」

「ツイートできる味でありますよーに……」

　杏子たちホイップアンティーク組がシルフィーの、ミュースたちアクワーリオ組がはるののジュースに手を伸のばした。

『…………せーのっ！』

　みんなで同時に口をつける。

　最初の一口が喉のどを通り落ちて──

「い、痛い！　舌が痺しびれる!?」

「喉が……喉が熱いですわ！」

「め、目め眩まいが……どういう化学反応が起こったのだ……」

「ゲテモノジュース……ゲロマズすぎ……なう」

　六人の顔が一いつ斉せいに赤くなって、すぐに青くなって、次第に白っぽくなっていった。

「あ、あれ……？」

「……もしもーし？」

　さすがにはるのとシルフィーも異常事態に気づく。

「み……みず……」

「お願いです……水を……」

　テーブルに突つっ伏ぷしたまま懇こん願がんする少女たち。

「わわっ……すぐ持ってくる！」

　冷蔵庫へと猛もうダッシュしたはるのがミネラルウォーターのペットボトルをつかむ。

「みんな、お水だよ！」

　紙コップに注いで渡わたすと、砂さ漠ばくの遭そう難なん者しやのような勢いでかぶりついた。

「い……生き返った……」

「死ぬかと思いました……」

　ようやく呼吸を落ち着けた六人が死の淵ふちから復活する。

「……そんなマズイのかな？」

「んー……レッツチャレンジ！」

　はるのとシルフィーは、それぞれ相手が作ったジュースをごくりと飲んだ。

『んーぎゃーっっ!!』

　即そく座ざにミネラルウォーターをがぶ飲みする二人だった。




　かくして劇物ジュースによる被ひ害がいは最小限で済んだ。

　だが彼女たちは気づいていなかった。

　お口直しに飲んだボトルの中身が、実はただのミネラルウォーターではないことに。

　下げ手しゆ人にんはニャーソン、目的は東司に飲ませるため。

　ニャーソンがボトルの中にこっそりポ連製の薬を一いつ滴てき、加えていたのだ。

　そうとも知らずに少女たち全員がボトルの中身に口をつけてから数分後──その効果が徐じよ々じよに表れ始めた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「うぅ……どうせわたしなんかぁ……」

　急に泣き虫になったのはミュースである。

　普ふ段だんのしっかりお姉さんキャラはどこへやら、べそをかき始めてしまった。

「えぇ～、そんなこと言われても困りますぅ～」

　ブリッ子口調になったのはコボリーだ。

「その……あたしは、その……」

　おどおどと周囲を気にするように小さくなるのはサーラマである。

「大だい丈じよう夫ぶですよサーラマさん、わたしに任せてください……」

　そんな彼女を優やさしく抱だきしめたのは杏子だ。背中をそっとなでる手つきが優しい。

　いや──優しすぎた。

　それはまるで恋こい人びとを愛あい撫ぶするかのようだった。

「大丈夫です、わたしが守ってあげますね。あっ、ちょっとお姉様って呼んでもらえませんか？」

　にわかに百ゆ合りの花が咲さき始めていた。

　ついさっきまで険悪な雰ふん囲い気きだったとはとても思えないほどに。

「杏子さん、そんなのは不ふ謹きん慎しんですわ！」

　注意したのはリーリットである。

　腰こしに手を当て、抱き合う二人を厳しく諫いさめる。

「リリちゃんだって、いつも東司くんジゴロになってって言ってるじゃないですか？」

「わたくしが？　ありえませんわ！」

　リーリットがツンと言い返す。

「だらしない男なんて最低ですわ！　男子たるもの常に己おのれを律し、実直に生きるべきなんですわ！」

　日ひ頃ごろの彼女と真逆のことを真ま面じ目めに主張する。

「ねえねえ、自分はチョコが食べたいであります！」

「あらあら。はい、あーんして」

　ノエルは甘えっ子に、シルフィーが面めん倒どう見みのよいお姉さんになっていた。

　シルフィーがノエルを膝ひざの上に乗せ、その口にチョコを運んであげる。

　ノエルは満面の笑みでモグモグしていた。

「ちょっとみんな、今日がなんの集まりか忘れてるよ！」

　テーブルをバンッとたたいてはるのが注意する。

「ミュースさん、いい大人なんだから泣かないの！　コボリーさん、キャピキャピしないの！　サーラマさんとキョーコは距きよ離りが近すぎ！　リリちゃんもそんなに怒おこらないの！　ノエルさん甘えすぎ！　シルフィーさん甘やかしすぎ！」

　まさかの委員長タイプの仕切り屋さんだ。

　全員が全員、普段と反対の性格にチェンジしていた。

　天然キャラは正統派キャラに、寡か黙もくキャラははっちゃけキャラに。

　普段の立ち位置がガラッと変わったことで、事態は混こん迷めいを極きわめていった。




　ケースその①──ミュースとコボリー




「……でね、もうパークの将来が心配で心配でわたし……」

「わぁ、ミューたんってばタイヘンですぅ～」

「真しん剣けんに聞いてよぉ……」

　ミュースがテーブルに突っ伏して泣き言をもらす一方、ブリッ子化したコボリーはまともに取り合わない。

「だってさぁ、このままじゃわたしたちってさぁ！」

「～ん、でもそんなのぉ～、どうしようもないんじゃないんですかぁ～。キャハッ!!」

「もっとちゃんと考えてよぉ……」

　まったく慰なぐさめにならないコボリーの返事は、ミュースのテンションを負のスパイラルにたたき込む。

　会話が嚙かみ合わないだけに収しゆう拾しゆうのつかない堂どう々どう巡めぐりになっていた。

「そもそもコボリーは～、どう考えてるのよぉ～」

　涙なみだ混まじりのジト目で鼻をすする。

「じゃ～あ～、大地の魔ま法ほうでミューたんを慰めてあげちゃう☆」

「なんにも考えてないじゃないのよぉ～……わたしばっかり悩なやんでるよぉ～……」

　落ち込むミュースとまともに話を聞かないコボリー──そんな二人が話をまとめられるわけもなく、ひたすら残念な会話が繰くり広げられていた。




　ケースその②──杏子とサーラマ




「さあ、お姉様って呼んでください」

「あの……あたしの方が確か年上で……」

「そんなこと気にしちゃってるんですか？　うふふ、可愛かわいいです……」

　こっちは完かん璧ぺきな百合展開だった。

　東司への愛が反転して同性への愛に目覚めた杏子と、勝ち気な性格が一転して保護欲をくすぐるような内気な少女になったサーラマである。

　まさに凸とつと凹おうがガッチリフィットした組み合わせだった。

「そんなに怖こわがらないで？　わたしを信じてください」

「でも……その……」

「あん、困った顔もステキです」

「やっ……み、見ないで……ください……」

「ダーメ、その可愛いお顔が見たいんですもの」

　殻からに閉じこもるサーラマの頰ほおにそっと手を当てた杏子が優しく振ふり向かせる。

「やだ……あたし……」

　頰を真っ赤に染めたサーラマに杏子のテンションがまた上がる。

「ふふっ……意地でもお姉様って呼ばせたくなっちゃいます」

　杏子はサーラマを逃にがさない。

　彼女の腰に腕うでを回し、身体からだをギュッと引き寄せ、くっつきそうな距離まで顔を近づける。

「さあ、そのお口で言ってみて？」

「ん……。えっと……おねえさま……」

　とうとう牙が城じようを陥かん落らくさせた杏子が満面の笑えみを浮うかべていた。




　ケースその③──ノエルとシルフィー




「今度はクッキーが食べたいであります！」

「はい、あーんして？」

「あーん！」

　こっちは完璧な甘えっ子と完璧な甘やかしっ子の組み合わせだ。

　普段のキリッとしたノエルは木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散り、まるで幼児退行を起こしたように徹てつ底てい的に甘えまくる。

　対するシルフィーも天然突とつ発ぱつ暴走キャラはどこへやら。

　まるで聖母のような慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみでノエルを受け入れている。

「美お味いしい？」

「うん！」

「そっか、よかったね～」

　よしよしとシルフィーがノエルの頭をなでる。

　心ここ地ちよさそうに目を細めたノエルはさらに甘え度を跳はね上げていった。

「おねーちゃん、ノエル、お願いがあるの……」

「なーに？　言ってごらん？」

　モジモジするノエルをなんでも来いのシルフィーが受け止める。

「ノエルね……おねーちゃんのお嫁よめさんになりたい！」

　まさかの愛の告白だった。しかも同性で。

「まあ、困っちゃうな～」

　シルフィーはイヤな顔一つせず会話を合わせた。

　杏子みたいなガチの告白ではなく『保母さんを好きになっちゃう男の子』的な告白であると見み抜ぬいているのだ。

「ノエルね、おねーちゃん好き！」

「まあ、嬉うれしいな」

「おねーちゃんはノエルのこと好き？」

「ええ、大好きよ」

「やったーっ！」

　無む邪じや気きに喜ぶノエルをシルフィーが優しく見つめていた。




　ケースその④──はるのとリーリット




「ですから、男性は硬こう派はであるべきなのです！　みだりに女性と手をつなぐなんて不謹慎なのですわ！」

「異議あり！　それはおかしいよ！」

　こっちは『男性はどうあるべきか』について本気で討論していた。

「だってリリってば、いっつもトージョーさまのこと誉ほめてるもん！」

　理路整然と矛む盾じゆんを突つくのは日頃から『なんとなく』で行動するはるのである。

「トージョーさまを？　ありえませんわ！」

　そう熱く語るのは、日頃から『トージョーさまこそ至高！』と豪ごう語ごして止やまないリーリットである。

　男性のあるべき姿について主張を繰り広げるリーリットに、日頃の矛盾を的確に突いてくるはるのだった。

「だ・か・ら！　男性が女性をナンパするなんて言語道断ですわ！」

「そんなこといったらトージョーさまはどうなるの！」

「あんなもの不健全図書ですわ！　Ｒ18指定ですわ！　滅ほろぼすべきなんですわ！」

「じゃあリリも捨てなきゃね！　家にたくさんあるんでしょ！」

「もちろん捨てますわ！　木っ端微塵に砕いてから産さん廃ぱい処分場に埋うめてやりますわ！」

　あのリーリットがトージョーさまを否定している。

　あのはるのがまっとうな正論を述べている。

　そこにはもう、トージョーさま中毒患かん者じやも天然店長もいなかった。




「わーん！　もうイヤだー！　こんなバイト辞やめてやるーっ！」

「ミューたんが怖いですぅ～」

「うふふ……一いつ緒しよに寝ねましょうね？」

「そんな……あたし……」

「ノエル、おねーちゃんと一緒のベッド！」

「はいはい、ずっとそばにいるからね～」

「トージョーさまはクズっ！」

「それならよしっ！」

　かくしてすべてが狂くるったまま、八人の夜は更ふけていった。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




　翌朝。

「ん……電気がつけっぱなしだな」

　ホイップアンティークに出勤してきた東司が気づく。

「消し忘れかにゃ？」

　こっちは珍めずらしく遅ち刻こくしなかったニャーソンだ。

　途と中ちゆうで出くわしたので一緒にやってきたのである。

「まあ、そうだろうな」

「まったく、電気代がムダになっちゃったにゃ！　これはオーナーとしてしっかり指導しなきゃいけないにゃ！」

「毎日遅刻してるおまえが、たまに時間通りに来たからって威い張ばるな」

　軽く諫いさめた東司が裏の通用口から店の中に入る。

　とりあえず電気を消しとくか──そう思いながら廊ろう下かを歩いていると、その足で空のペットボトルを蹴けってしまった。

「……なんだこれ？」

　見た目はただのミネラルウォーターだが──

「あ──っ!?」

　突然奇き声せいを上げたニャーソンが突進してきた。

「なんで空なんだにゃ!?　中身はどこにいったんだにゃ!?」

　膝ひざから崩くずれ落ちて涙ぐむ。

「おい……今度はなにをしでかした？」

「性格を逆転させる薬を入れといたんだにゃ！　同志トージに飲ませて、ボクちゃんに逆らわない従順な性格に改造しようとしてたのに……」

「また妙みようなことを企たくらみやがって……でも失敗したみたいだな」

　危ないところだった、と胸をなで下ろした東司がそのまま控ひかえ室のドアを開ける。

　すると──

「な……なんだこれは……？」

　そこには深い自己嫌けん悪おに陥おちいっている少女たちがいた。

　目が覚めて性格逆転の効果が切れたまではよかったが、みんな昨晩の記き憶おくがバッチリ残っていたのだ。

「わたし……なんてみっともないことを……」

　ミュースが泣きはらした顔を隠かくす。

「あれは別人あれは別人あれは別人……」

　コボリーは自分に催さい眠みん術じゆつをかけるように呟つぶやき続ける。

「わたしが……東司くんへの愛を忘れてしまうなんて……」

「わたくしが……トージョーさまを否定するなんて……」

　杏子とリーリットが青い顔で愕がく然ぜんとする。

「サイアクなう……ホントに死にたい……なう」

　サーラマは力ない指ゆび遣づかいで今の心境をツイートする

「誰だれか頼たのむ、殺してくれ……」

　絶望のどん底に落ちたノエルは今にも自決しそうだ。

「すーすー……」

「すぴー、すぴー……」

　ただはるのとシルフィーだけが、吞のん気きに夢の中を漂ただよっていた。
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「甘あまブリの地下に……秘密基地があるにゃ」

　ニャーソンが神妙な顔で切り出したのは、とある日曜日の昼下がりだった。

「これは一大事にゃ……ボクちゃんたちが知らないうちに、メープルランドは地上だけじゃなくて地下施し設せつまで拡かく充じゆうしていたんだにゃ！」

　戦せん慄りつするニャーソンに、急きゆう遽きよ呼び集められた東とう司じたちは『またか……』と気が抜ぬけた。

「地下通路なら普ふ通つうにあるだろ？　いつも通勤や商品の運うん搬ぱんに使ってるし」

「そこじゃないにゃ！　第二パークの方だにゃ！」

「あれって売ばい却きやくが決まったんじゃ……」

　資金難で手放したという話は東司たちも聞いていた。

「それはカムフラージュだにゃ！　売ったと見せかけて軍事施設を造ってたんだにゃ！」

　ニャーソンはどこまでも真しん剣けんに危険性を訴うつたえる。

「……で、なにがしたいんだ？」

　とりあえず話だけは聞いてやろうと東司が促うながす。

「もちろん潜せん入にゆうして破は壊かいするんだにゃ！　ポ連にとって脅きよう威いになるかもしれないんだにゃ！　みすみす見み逃のがせるわけないんだにゃっ！」

　熱弁を振ふるうニャーソンだが、これまでがこれまでだけに誰も真剣に聞いていない。

「大たい佐さ、まさか探検に行くの？」

「そうだにゃ！　ホイップアンティーク全員で制圧するんだにゃ！」

　はるのの質問に即そく答とうしたニャーソンだったが、それに応こたえる声はない。

「それはちょっと……お店のこともありますし、ニャーソンさんだけで行ってくれませんか？」

「そうですわね……お付き合いするにしても、全員というのは……」

「ニャーソン大佐、ご武運を」

「みんな冷たすぎだにゃ！」

　ジタバタしながら切々と訴える。

「ポ連に危機が迫せまってるんだにゃ！　ここで阻そ止ししないと大変なことになるにゃ！」

「おまえが行くこと自体、導火線に火をつけるようなもんだろ」

「同志トージまで!?　最後の希望なのにっ!?」

「いや、なんで俺が味方するって期待してたんだよ……」

　むしろ率そつ先せんして反対しているというのに。

「とにかく！　どこでなにを聞き間ま違ちがえたか知らないけど、メープルランドに迷めい惑わくをかけるんじゃない」

　ホイップアンティークの中ならともかく、外で暴れられると後始末が大変すぎる。

　世の中には謝って済むことと済まないことがあるのだ。

　万が一、甘ブリ側に致ち命めい的な損害でも与あたえたらこれまでの関係が決けつ裂れつする。

　のみならず、メープルランドとポ連の本格的な争いに発展しかねない。

「だから討とう伐ばつとかバカなこと言ってないで……」

「もういいにゃ！　ボクちゃんだけで突とつ入にゆうしてやるにゃ！　わーん！」

　相手にしてもらえずにニャーソンが逃にげ出す。

　その背中をはるのたちが見送る中、東司だけが『また突つっ走りやがって』と追いかけた。
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「やっぱり頼たよりになるのは同志トージだけにゃ！」

「おまえ一人で突っ走られると迷惑なんだよ」

「もう、そんなツンデレしなくていいにゃ！　ホントはボクちゃんが心配なんだにゃ？」

「そのポジティブが憎にくらしい……」

　結局、東司はニャーソンのお守もりをすることにした。

　勝手に突っ走られて後始末に苦労するよりも、しっかり手た綱づなを握にぎっていた方が面めん倒どうも少ないだろうとの判断である。

「同志はるのたちは役立たずにゃ！　減げん俸ぽう処分にゃ！」

「もうバイトの最低賃金スレスレだって……」

　第二パークの小道を歩きながら、一人と一匹ぴきが地下への入り口を探す。

「パークって言う割になにもないんだな……」

　初めて足を踏ふみ入れた東司があたりを見み渡わたす。

　遠くに大きなスタジアムが見えるが、それ以外に目立つアトラクションもない。

　うっそうと茂しげった草木ばかりが目についた。

「それもきっとカムフラージュだにゃ。そうやってポ連の目を欺あざむいてきたんだにゃ……」

　真剣に戦慄するニャーソンに続いて、生おい茂る林の中を十分ほど歩いたところで──ぽっかりと口を開けた洞ほら穴あなが一行を迎むかえた。

「モグート族から聞いた話だと、中は迷宮になってるらしいにゃ」

「モグート族？」

「エトセトランドでたまに工事してるモグラを見かけるにゃ？」

「ああ、あれか」

　モグラだけあって洞穴の奥のことも詳くわしそうだ。

「でも迷宮なのにどうやって奥に進むんだ？」

「問題ないにゃ。ちょっと前に、甘ブリの支配人代行たちが地下施設に潜もぐっていったらしいにゃ。その痕こん跡せきが残ってるだろうから、それを追つい跡せきすればたどり着けるにゃ」

「……それ本当か？」

「当然だにゃ。あいつはウソをつくようなモグラじゃないにゃ」

「やっぱ仲良しだろおまえら……」

「さあ、突入するにゃ！」

　ニャーソンは立ち入り禁止の看板を無視し、鍵かぎのかかっていないフェンスを押し開けて洞穴へと入っていった。

　懐かい中ちゆう電灯をオンにして奥へと進む。

　しかし十メートルくらい歩いたところで行き止まりになっていた。

「進めないんだが……？」

「心配ないにゃ。モグート族の情報によれば、ここらへんに隠かくしスイッチが……」

　東司の言葉を遮さえぎったニャーソンが岩いわ肌はだを調べ始める。

　やがてそれっぽい丸い石を見つけた。

「確かこの石を押し込みながら上Ｘ下ＢＬＹＲＡと入力すれば……」

「なんのコマンドだよ……」

「おっと間違えたにゃ。こっちだったにゃ……」

　ややあって、轟ごう音おんと共に壁かべがゆっくりとスライドを始めた。

「なぜさっきので開く……」

「きっとゲーマーが設計したんだにゃ。ほら、先を急ぐにゃ……」

　緩ゆるやかにカーブしながら伸のびる長い通路を進みながら、ニャーソン一行は暗くら闇やみの奥へと進んでいった。

「……これ、途と中ちゆうで閉じ込められたりしないよな？」

　こういう洞どう窟くつでのお約束である。

「大だい丈じよう夫ぶだにゃ。さっき最初に入力したコマンド……あれがロック解除のコマンドだにゃ」

　珍めずらしく抜け目のないニャーソンだ。

　差し迫った危機を感じているためか、今日のニャーソンは普段とひと味違っていた。

　しばらく通路を進んでいくと、天てん井じようの高いホールに出た。

　正面には巨きよ大だいな石の扉とびらがある。

　その表面に見たことのない文字が刻まれ、中央には禍まが々まがしい顔が彫ちよう刻こくされている。

「……読めないにゃ」

　ニャーソンが唸うなる。もちろん東司にもちんぷんかんぷんだ。

「これはますます怪あやしいにゃ……」

　ニャーソンが石の扉に触ふれたその時──

　ホール内に唸るような笑い声が響ひびき渡った。

　聞く者に恐きよう怖ふを与え、あざ笑うかのようだった。

《われは『扉の守護者』なり！》

　やがて扉が厳おごそかにしゃべり始めた。

《愚おろかにもこの迷宮を訪おとずれし冒ぼう険けん者しやたちよ！　この扉より先には、さまざまな危険が待ち受けておる！　汝なんじらが邪じや神しんの怒いかりとあわれな死を恐おそれぬのならば──それでもさっさと引き返すがよい！》

　誘いざなうようなセリフを言いながら最後で手のひらを返してきた。

「これが番人かにゃ！　ボクちゃんの行く手を阻はばむ敵かにゃ!?」

「みたいだな……」

　すべてニャーソンの勘かん違ちがいだと思っていた東司も、少し考えを改めた。

　この地下には特別ななにかがありそうだと。

《われは『扉の守護者』なり！》

　立ち止まる東司たちを脅おどすように扉が繰くり返した。

《愚かにもこの迷宮を訪れし冒険者たちよ！　この扉より先には──（中略）──それでもさっさと引き返すがよい！》

　一言一句、同じセリフを繰り返す。

「そう言われて『はいさよなら』なんて言うわけないにゃ！」

　俄が然ぜん、やる気を出したニャーソンが鼻息を荒あらくする。

　東司もその隣となりで状じよう況きようを見守っていた。

《われは『扉の守護者』なり！》

《愚かにもこの迷宮を──（中略）──引き返すがよい！》

《われ──（中略）──なり！》

《愚か──（中略）──よい！》

　何度も何度も繰り返す。

　セリフが同じどころか声の調子までまったく同じだ。

　おまけにニャーソンたちの会話にはちっとも反応してこない。

　まさか──気になった東司が扉の近くを探してみると、

「なんかセンサーっぽいのがあるぞ」

「天井のところにスピーカーがあるにゃ！」

　ニャーソンも声の出所を見つけたようだった。

「ただの見かけ倒だおしだにゃ！」

　扉がしゃべっているわけでもなんでもない。

　ただセンサーに反応して録音した内容を繰り返し流していただけなのだ。

「重要施し設せつにしては警備がずさんすぎないか？」

「そう思わせといて油断を誘さそってるんだにゃ！」

　怪しく感じてきた東司とは対照的に、ニャーソンはさらに表情を険しくする。

「これは敵の中ちゆう枢すうに近づいてる臭においがするにゃ……」

　慎しん重ちように警けい戒かいしながらニャーソンは、ホールの中央に鎮ちん座ざした石せつ棺かんに近づいていった。

　どれもこれも中身が空だったので気にしていなかったが、よく見ると二つだけふたが閉じている。

　表面に『花』と『風』が象かたどられていた。

「ちょっと重いけど開きそうだな」

「重要機密かもしれないにゃ！　同志トージ、そっちは任せるにゃ！」

　ニャーソンが『風』の石棺へと駆かけ寄る。

　東司は『花』の石棺に手をかけると、体重をかけてふたをずらした。

　ゴゴゴゴゴっとふたがスライドし、その中に手を突っ込む。

　消しよう臭しゆうスプレーだった。

「なぜに……」

　何度かプシューと押してみたが、ホントにただのスプレーだった。

「……ったく。ニャーソン、そっちはどうだ？」

　期待せずに振ふり向いた先でニャーソンは石棺から──ごついグレネードランチャーを引き抜ぬいた。

「これ見たことあるにゃ！　ＲＧ６だにゃ！」

「格差が酷ひどすぎないか!?　そんなのもらっても使えないけどっ！」

　なぜ一方がランチャーで他方が消臭剤ざいなのだ。

　というかこの重火器と『風』のマークになんの関係があるのだろう。

「大丈夫だにゃ、同志トージの背中はボクちゃんが守るにゃ！」

「おまえが言うと背中を撃うたれそうで怖こわすぎる……」

　そんなやりとりをしながら、東司とニャーソンは巨大な石の扉に手をかけた。

「……さすがに重いな」

「さっそくこいつを使うにゃ！」

　ニャーソンがグレネードランチャーを構える。

「ちょっと待て!?」

　東司が石棺の後ろに隠かくれるや否いなや、ニャーソンがトリガーを引いた。

　轟ごう音おん炸さく裂れつ。

　石の扉にちょうど通り抜けられそうな穴が開いていた。

「これで先に進めるにゃ！」

「もっと慎重に行けよな……」

　意気込むニャーソンとおっかなびっくりの東司がさらに奥を目指した。




　二人は並んで洞窟を進んでいった。

　分かれ道に出るたびにどっちに行こうか迷ったが、よく見ると前に来た人たちのものらしい足あし跡あとが残っていた。

「これはすんなり行けそうだにゃ」

「なんか他人がフラグを立てたゲームをやり直してるみたいだ……」

　新しん鮮せん味みがこれっぽっちもない。

　そりゃ確かにニャーソンに付き合わされる格好で来たのだが、ここまでダンジョンっぽいのだから、もう少しワクワクさせてくれてもいいではないか。

「同志トージ、もっとちゃんと懐中電灯で照らすにゃ！　足元が見えにくいんだから、注意して進みたいんだにゃ……」

　ポチリ──言ったそばからニャーソンが柔やわらかいなにかを踏ふんだ。

　直後、空気を切り裂さくイヤな音を立てながら、壁から巨大な刃やいばが飛び出してきた。

　それはちょうど東司の首の高さを薙なぎ払はらって──

『!!』

　弧こを描えがいた刃は、東司のすぐ直前をかすめてから壁の中に消えていった。

　あと一いつ瞬しゆん、歩みを止めるのが遅おそかったらどうなっていたか分からない。

「おいニャーソン！」

「し、死ぬかと思ったにゃ……」

　東司の前を歩いていたニャーソンは、かぶっていた帽ぼう子しの上半分がなくなっていた。

　きれいにスッパリ切り落とされている。

「侵しん入にゆう者しや撃げき退たい用のトラップだにゃ！」

「普ふ通つうに死ぬレベルだぞ!?」

「やっぱりここにはなにかあるんだにゃ！　ここまでして隠したいなにかがっ！」

　ニャーソンが大きく息を吐はきながら心を落ち着ける。

「もっと気を引き締しめた方がよさそうにゃ！」

「いやいや！　気を引き締めるレベルであれがどうにかなるとっ!?」

　殺しにかかってくるトラップなんて冗じよう談だんじゃない。

「大だい丈じよう夫ぶにゃ、ボクちゃんにはこのライフルがあるにゃ！」

「こっちは消臭剤だけどな！」

「や、やや……やったるにゃーっ!!」

　東司の訴うつたえも届かず、恐怖を通り越こしたニャーソンが悪い意味で覚かく醒せいしていた。

「憎にくきメープルランドめっ！　こんなチンケなトラップでボクちゃんを止められると思ったら大おお間ま違ちがいだにゃーっ!!」

　なけなしの勇気をすり減らしながらニャーソンが突とつ撃げきした。
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「気をつけろニャーソン、足元に細心の注意を払うんだ」

「もちろんだにゃ……」

　強こわばった表情で東司とニャーソンが進む。

　慎重に地面を照らし、怪しい突起や窪くぼみがないか目をこらす。

　少しでも不安を感じれば小石を投げて確かく認にんし、トラップがないことを確かめて進む。

「想像以上に疲つかれるな、これは……」

　ポツリと東司が呟つぶやく。

　一歩足を踏み出すのにこんなに神経を使ったことがこれまでにあっただろうか。

「同志トージ、嘆なげくのは後にゃ。ボクちゃんたちは前に進むしかないんだにゃ」

「ニャーソン……帰っていいか？」

「そんにゃ!?」

「いや、よく考えたら、おまえにブレーキをかける前に俺が死んだら意味がないかと」

「ボクちゃんを一人にしないでほしいにゃ！」

　慌あわてたニャーソンが不用意に足を踏み出した。

　カチッ──とイヤな音がした。

「今度はなにが……っ!?」

　さっと懐かい中ちゆう電灯で辺りを照らすと──はるか前方の通路から巨きよ大だいな球状の岩石が転がってきた。

　二人を轢ひき潰つぶそうと、まっしぐらに。

「ニャーソン!?」

「慌てるなにゃ！」

　ニャーソンは対戦車ライフルを地面に据すえると、残ざん弾だんのことも考えずに撃ちまくった。

「ぐにょぉぉぉぉ!!　砕くだけるんだにゃぁぁぁ!!」

　肩かたが外れそうな衝しよう撃げきに耐たえ、岩石に銃じゆう弾だんをたたき込む。

　やがて──岩石の表面に大きなひびが入った。

　ゴォォゥン──転がっていた岩石が砕け、その残ざん骸がいを通路にまき散らした。

「い、生きてるにゃ……ボクちゃん生きてるにゃ！」

「あぁ、おまえがやったんだ！　見直したぞこんちくしょう！」

　命からがら生せい還かんした東司とニャーソンがお互たがいの肩を抱だき合う。

「……でもこれで分かったにゃ」

　やがて静かに言った。

「いくら警戒したところで、全部のトラップを避よけきるのは不可能だにゃ。疲ひ労ろうのあまりボクちゃんたちにミスが出るのは避さけられないにゃ」

「出るのはっていうか、ついさっき出たけどな」

「だったら……もう強きよう行こう突とつ破ぱしかないにゃ！」

　作戦が『いのちをだいじに』から『ガンガンいこうぜ』に変わった。

　安全に進みたいという生存本能よりも、すべてに怯おびえなければならない恐きよう怖ふ感の方に耐えられなくなっていた。

「同志トージ！　これからトラップ全部、発動させまくるにゃーっ！」

「おいバカっ！」

「トラップが発動しても一気に突つき進んじゃえば関係ないにゃ！　右足が沈しずむ前に左足を、左足が沈む前に右足を出せば水の上を走れるようにっ！」

「待てって……あーもうっ、こんちくしょうっ!!」

　考えなしに突っ込んだニャーソンを放ほうっておくわけにもいかず、東司もその背中を追いかけた。




　恐怖心を捨てたニャーソンは重戦車のごとく突き進んだ。

　雨のように降り注ぐ矢を薙ぎ払い、落とし穴から這はい出し、怪あやしい薬品の池を飛び越える。

　数々のトラップを度胸と直感だけで乗り越えながら、ひたすら奥を目指す。

　もはやなんのために洞ほら穴あなに入ったかも覚えていないだろう。

　その胸に宿るのは己おのれを奮い立たせるやせ我が慢まんと敗北感、そして純然たる闘とう争そう心しんだけだ。

「おいこら！　待てって言ってるだろうが！」

　そんなニャーソンを東司が追う。

　ニャーソンがトラップを片かたっ端ぱしから発動させたおかげで、彼が通る時に動くトラップは残っていなかった。

　そのおかげで五体満足なままだが、代わりに洞穴のかなり深部まで潜もぐってしまった。

　途と中ちゆうで何度も分ぶん岐きがあったし、地上に引き返すのは並なみ大たい抵ていのことではない。

「まったく……ありがたいんだかありがたくないんだか！」

　こっちもヤケクソになって走り続ける。

　その脚あしがようやくニャーソンの背中を捉とらえたのは、大きな扉とびらの前だった。

「ぜえ、ぜえ……ぜえ……」

　全身ボロボロのニャーソンが扉を開こうと踏ん張っていた。

　しかしもう体力が残っていないのか、扉に身体からだを預けるようにしてへたり込んでしまった。

「まだにゃ……まだこんなもんじゃ足りないにゃ……」

　もはやトラップを突破することだけしか考えられなくなったニャーソンがさらなるトラップを求める。

　限界を突破した精神力と根こん性じようが肉体を突き動かしていた。

「止よせニャーソン、おまえは頑がん張ばった……だから休め」

　そんな背中に不意に涙なみだがこみ上げ、東司はそっと肩をたたいた。

「同志トージ……。うぅ……同志トージ……」

　ニャーソンの頰ほおを一筋の涙が伝い落ちる。

　達成感などない。それでも自然と涙が出てきた。

「帰ろうぜ……今日はもう疲れたよ」

「……分かったにゃ」

　ニャーソンが東司の差し出した手を握にぎり返す。

　普ふ段だんからいがみ合う二人にいま、奇き妙みような信しん頼らい関係が生まれていた。

　戦いを終えた二人が故郷へ帰る兵士のように寄り添そいながら歩く。

　その道中、二人は奇妙なことに気づいた。

「……なんかさっきより暗いんだが？」




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「え……ルブルムの試錬場を閉へい鎖さ？」

　ところ変わってホイップアンティークである。

　店番を任されたはるのたちのもとにモッフルがやってきた。

「ソーサラーズ・ヒルに移転も済んだし、第二パークの方はもう閉めるんだふも」

　そう言ったモッフルは、そこで働いていたキャストも移動済みで誰だれも残っていないのだと説明した。

「これから本格的な撤てつ収しゆう作業に入るから近づいちゃダメふも」

「撤収って……」

　まさにそこを探検している東司たちのことを思い浮うかべながら問い返す。

「完全閉鎖だふも。電力も順次止めるし、換かん気きも止まるふも。今までは誰かが迷い込んだ時のために最低限のライフラインは残してたけど、もうそれも終わるふも」

「あの……」

「まあ、引き返せってアナウンスも流してるし、よっぽどのバカじゃない限り洞どう窟くつに潜ったりしないだろうけど！」

　あっけらかんと言い放つモッフルの前で、はるのたちは苦笑いするしかなかった。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




「なんでにゃ！　なんでこんなに暗いんだにゃ!?」

　わずかな灯あかりすらなく、懐中電灯だけが頼たよりだ。

　来る途中は十分ではなくても灯りがあったのに。

「おまけになんか息苦しいぞ……」

　急に空気が重くなった気がする。

　ただでさえ疲れ切った身体に追い打ちをかけられていた。

「どっちにゃ！　出口はどっちにゃ!?」

「落ち着けニャーソン！　ちゃんと前を照らして歩かないと危ない……」

「にゃーっ!?」

　注意した東司の目の前で──ニャーソンが落ちた。

　来る途中で発動した落とし穴に足を取られたのだ。

「つかまれ！」

　とっさに東司がニャーソンの腕うでをつかんだ。

　落とし穴に上半身を半分投げ出しながら、残った片手と両足で懸けん命めいに踏ふん張る。

「ど、同志トージ！　死にたくないにゃ!!　ボクちゃん死にたくないにゃ!?」

「暴れるな！」

　わめくニャーソンを一いつ喝かつし、どうにか引き上げようと試みる。

　しかし少しでもバランスを崩くずせばそのまま引きずられてしまいそうだった。

　自分で引っ張るのは不可能だった。

「ニャーソン、俺の腕を這い上がれるか？　こっちは動けそうにない……」

「や、やってみるにゃ……」

　東司の腕を必死につかみながらニャーソンが這い上がる。

　振しん動どうで持って行かれそうになる身体を東司が全力で支える。

「や……やったにゃ……」

　無事に地面に足が着いてニャーソンが安あん堵どする。

　一方、東司も早く起き上がりたかったのだが──上半身を穴の中に投げ出しすぎて、動くに動けなくなっていた。

　身体を引き起こそうにも、それがきっかけで体勢を崩してしまいそうだった。

　もうどの筋肉を動かせばいいのか、頭と身体の連結がメチャクチャになっていた。

「ニャ、ニャーソン……引っ張ってくれ……」

「分かったにゃ！」

　東司の足を握って引っ張り上げる。

　上げようとしたのだが──そこで悪あく魔まが囁ささやく。

（これ……絶好のチャンスじゃないかにゃ？）

　周囲には誰もいない。

　ここで自分がなにをしても誰にも知られることはない。

　ならばこれは──まさに復ふく讐しゆうのチャンスではないか！

（バカにされてイジメられて、苦しかった日々が終わるんだにゃ！）

　東司のせいで自分は人気が出ないし、女の子も寄ってこないし、グッズも売れないし、十円ハゲができるし、高校の同窓会の案内が届かないし、熱い物が食べられないのだ！

（こいつさえ始末すれば……全部解決にゃ！）

　思い込んでしまえばあとは一直線だ。

　さっきまで共に戦い、苦労を分かち合ってきた戦友のことなどすっかり忘れていた。

「ニャーソン……早く……！」

　助けを求める東司を見下ろすニャーソンが──笑った。

「おっと足が滑すべったにゃ」

　なんのためらいもなくその背中を蹴ける。

「あ……」

　助けてもらえると安心していた東司は完全に虚きよを突かれた。

　バランスを立て直すこともできず、重力に引っ張られるままに穴の中へ。

「ニャーソンっ!?　てめぇ──っ!!」

　まさかの裏切りになす術もなく、東司は暗くら闇やみの中へと消えていった。

「同志トージ……惜おしい人物を亡なくしたにゃ」

　思いっきり犯人のくせにちょっぴり涙ぐむ。

「さーて、出口はどこかにゃー？」

　悲しみもコンマ数秒、あっけらかんと立ち直ったニャーソンは意い気き揚よう々ようと探たん索さくを始めた。




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




　東司が目を覚ました時、そこには──

「トージ！」

　こちらを覗のぞき込んでくる、泣きはらしたはるのの顔があった。

「みんな、トージが起きたよ！」

　騒さわぎ始める周囲とは対照的に、東司の意識はゆっくりと覚かく醒せいしていった。

（なんでみんながいるんだ……。俺は穴の中に落ちて……）

　状じよう況きようが理解できずにいるとさらに杏きよう子ことリーリット、ノエルの顔が見えた。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　どこか痛いとこないですかっ!?」

「東司さま、お気を確かに！」

「大きな外傷はないのだ。そう慌あわてるな」

　心配そうな声を聞いているうちにようやく東司にも、ここがホイップアンティークなのだと分かった。

「みんな……」

「もうっ！　心配したんだからねっ！」

「あ？　あぁ……ごめん……。でもどうしてここに俺が？」

　ニャーソンに蹴落とされて落とし穴に落ちたはずなのに。

「リリちゃんに召しよう喚かんしてもらったんです」

　杏子が説明してくれた。

「ごめんなさい東司さま。でも東司さまを洞ほら穴あなから救い出すにはこれしかなくて……」

　申し訳なさそうなリーリットに代わり、ノエルが事情を話し始めた。

「宗むな方かたたちが洞穴に潜もぐった後、洞穴を完全に閉鎖すると知ってな……」

　助けに行こうとしたけどすでに電力が止まっていて、途と中ちゆうから先に進めなかったこと。

　しかし勝手に忍しのび込んだのがこちらである以上、さすがにモッフルに『電力を戻もどして』とは言えなかったこと。

　早く助けなければという一心でリーリットが魔法を──『トージョーさまグッズを召喚できる魔法』を使って東司を助け出したこと。

　トージョーさまにうり二つの東司も召喚できることは、過去に試ためしたことがあった。

　ことの顚てん末まつを詳しよう細さいに教えてもらい、東司はようやく納なつ得とくできた。

「トージョーさまと外見が似てるのを、今日ほどありがたく思ったことはないな……」

　人生、なにが役に立つか分からないものだ。

「今度はニャーソンさんを助けないと……」

　ふと杏子が思い詰つめたように言った。

「でもわたくしの魔法ではニャーソンさんは……」

「やっぱり……モッフルさんたちにお願いして電力戻してもらうしかない……のかな？」

　もう恥はじを忍んで頼たのむしかない──一同の意見が固まりつつあった。

　そんな様子を眺ながめていた東司は、それまですっかり忘れていた怒いかりがふつふつと再燃してくるのを感じた。

　この恨うらみ、晴らさないでおくべきか──いや、ない！

「ねえトージ、どうやって助けるのがいいかな？」

　そんな心の中を知るはずもなく、はるのが助言を求めた。

「そうだな……」

　ゆらりと起き上がった東司が大きく深呼吸した。

　ニャーソンを気き遣づかうように心配そうな表情を浮かべ、どこか悲しそうにしながら──しかしその口元には冷たい笑えみをたたえながら。

「とりあえず休ませてもらっていいか？　ニャーソンを助けたいのは俺も同じだけど、体力を回復させたいんだ」

　その胸の内に秘ひめた燃えたぎる復讐心に気づくわけもなく。

　はるのたちは『トージってば立派！』とか『優やさしいです！』とか口々に誉ほめていた。




　そして翌日。

「トージ、大たい佐さを助けに……」

「それなら甘ブリに交こう渉しようしたよ。手続きに手間がかかって、電力を戻すのは明日あしたになるみたいだ」

「そっか……じゃあ仕方ないね。大佐、ちょっとだけ我が慢まんしてね……」

　ニャーソンを心配するはるのに東司も頷うなずく──本当に残念そうに。




　さらにその翌日。

「東司くん、ニャーソンさんに……」

「甘ブリの方でなんか水みず漏もれ事故が起きたらしいんだ。一日延ばしてくれって言われたよ」

「そうですか……。ニャーソンさん、無事でいてください……」

　祈いのる杏子の背中を東司がそっとさする──本当に残念そうに。




　さらにさらに翌日。

「東司さま、ニャーソンさんを……」

「なんてこった！　ニャーソンが洞穴に忍び込んだのが支配人代行の耳に入って激げき怒どしてるらしい！」

「それは大変ですわ！　さすがに今日は救出してくださいなんて言えませんわね……耐たえてください、ニャーソンさん……」

　項うな垂だれるリーリットと一いつ緒しよに東司が肩かたを落とす──本当に残念そうに。




　さらにさらにさらに翌日。

「宗方、ニャーソン大佐が……」

「うっ……すまないノエル、今いま頃ごろになって遭そう難なんのダメージが……ぐふっ」

「しっかりしろ宗方！　くっ……宗方を放ほうってはおけない。ニャーソン大佐、今しばらくのご辛しん抱ぼうを……」

　無念そうに呟つぶやくノエルと一緒に東司が唇くちびるを嚙かむ──本当に残念そうに。




　結局、洞穴に電力が戻ったのは五日後だった。

　その時、ニャーソンは洞穴の最深部で干からびていた。

　そんなニャーソンを抱だき起こした東司は思わず笑みをこぼしたという。

　それはそれは、本当に嬉うれしそうな笑顔だったという。







　　　自己満足系ＰＶ







　こんにちは。広報部長のトリケンです。

　甘あま城ぎブリリアントパークで働いております。魔法の国レックスランド出身の、しがない恐きよう竜りゆう系マスコットです。

　普ふ段だんは支配人代行のお仕事をあれやこれやと手伝う毎日で、ぶっちゃけ体ていのいい雑用係だったりします。

　さて、そんな感じでパッとしないキャラの私ですが、一つだけ自じ慢まんがあります。

　甘ブリを宣伝するために作ったプロモーションビデオが、動画サイトで１００万再生を達成したのです。

　いろんな方に助言を受けながら作り上げた力作です。流血あり水着あり爆ばく発はつありと、地上波では流せなかったのですがネットでは予想以上の好評でした。

　でも今思えば──それがマズかったのかもしれません。

「こいつにホイップアンティークの宣伝ＰＶを作らせるにゃ！」

　ネットでプロモーションビデオを見たニャーソンさんに拉ら致ちされてしまったのですから。




「とりあえずビールみたいなノリで拉致するのは止やめてくれ……」

　イスに縛しばられた私を見て、高校生バイトの宗むな方かた東とう司じさんが気の毒そうにしています。

　普段からニャーソンさんの暴走を止めるために頑がん張ばっているとのことですが、阻そ止しできなかったと悔くやしそうです。

「あ、このツノ硬かたい」

　無ぶ遠えん慮りよに指で突つっついてくるのは店長の紅くれ衣いはるのさんです。

　スレンダーボディながら肉付きのよいふともも。乙女おとめの恥はじらいを感じさせない天然系でありながら、それゆえに無防備なスキンシップもしてくれる。

　くにくにとツノを触さわられた私、思わず前かがみです。

「甘ブリに連れん絡らくした方がいいでしょうか……？」

「心配なさっているかもしれませんわ」

　そんな風に気にかけてくれたのは新にい見み杏きよう子こさんとリーリット・キーマイヤーさんです。

　もうね、すぐに前かがみですよ。

　お二人ともボンキュッボンのバインバインで、それをホイップアンティークの制服とセットで惜おしげもなく見せてくれます。

　どちらも東司さんに想おもいを寄せているとのことですが、まったくもって羨うらやましい限りです。

「どうする？　自分が連絡に行こうか？」

　凜りんとした声はノエル・ラビウスさんです。

　ニャーソンさんやはるのさんと同じく軍人であり、一番の常識人です。

　あの冷たい目で睨にらまれるとゾクゾクが止まりません。

　喜んで前かがみになった後、足を舐なめさせていただきたいです、ハイ。

「拉致じゃないにゃ！　ヘッドハンティングにゃ！」

「どう見ても強制的なんだが……」

「だって暴れたから仕方なく」

「それを拉致っていうんだよ」

　東司さん、まったくもって正論です。

　でもニャーソンさんに正論はまるで通じてないようです。

「あのＰＶはすごいにゃ！　なんかこう、良いとか悪いとか思う前に迫はく力りよくと勢いに吞のみ込まれるんだにゃ！　これは天性の才能があるに違ちがいないにゃ！」

　まさかのべた褒ぼめです。

　拉致された私ですが、そこまで素す直なおに賞賛されると前かがみになってしまいます。

　とはいえ──私も正式な雇こ用よう契けい約やくに基もとづいて働くキャストです。

　無断で第三者のために仕事を受けるとかできるはずもありません。

『会社の許可なく他の会社に勤めることを禁ずる』という社規則を見て『作家なら会社に勤めるわけじゃないから大だい丈じよう夫ぶだよな』とデビューした不届き者もいるそうですが、私は常識人です。

「ニャーソンさん、誉めていただけるのは嬉しいですが、私には……」

「感動したんだにゃ！」

　ギュッと手を握にぎられてしまいました。

「本当に感動したんだにゃ！　あんなＰＶが作れるなんて、これはもう才能とか努力とかじゃなくて、神さまの祝福を受けたとしか思えないにゃ！」

「か、神さまって……」

　大げさです。大げさすぎます。

　たしかにこのトリケン、頑張ってＰＶを作りました。

　しかしそれを神さまレベルにヨイショされるのは──意外と心ここ地ちがよいものです。

　普段が地味な仕事ばかりだからでしょうか。

　こういったリアクションをしてもらえるのが妙みように新しん鮮せんでした。

「お願いだにゃ！　引き受けてくれないかにゃ！」

　ニャーソンさんが涙なみだしながら懇こん願がんしてきます。

　全力で私を頼たよってきます。

　その迫力と熱意にこのトリケン──ニャーソンさんの手を握り返しました。

「やってくれるかにゃ！」

「はい……この不ふ肖しようトリケン、全力でホイップアンティークを宣伝させていただきます」




「それで、どんな感じのＰＶにするんだにゃ？」

「そうですね……まずはみなさんの仕事風景を見せていただいてよいですか？」

　何事もまずは観察からです。

　ホイップアンティークの魅み力りよくを引き出す材料をピックアップしなければなりません。

「私のことは気にせず、普段通りにしてください」

　そう伝えてお店の様子を観察し始めたのですが──

「…………あの」

　このトリケン驚きよう愕がくです。

　開店して一時間経たってもゲストが来店しません。

　ニャーソングッズだけで不人気な店だと聞いたことはありますが、ここまで閑かん古こ鳥どりが鳴いているなんて予想外でした。

　これでは観察もなにもあったもんじゃありません。

「これが普ふ通つうなのですか？」

　床ゆかを掃そう除じしていた東司さんに尋たずねます。

「通常運転だよ」

「暇ひますぎでは……？」

「まあ、たまに大量に押し寄せてくることもあるんだけどな。平均すれば一日に二人くらいかな」

　寂さびれきった商店街だってもう少しお客さんは入るでしょう。

　このトリケン、あまりの不人気に逆にやる気がわいてきました。

　宣伝部長として、このお店をアピールすることに妙に燃えてきてしまいました。

　甘ブリＰＶで培つちかった舞ぶ台たい演出と編集力、お見せしたいと思います。
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　まず、このお店の看板でもあるバイト四姉妹しまいを取り上げることにしました。

「みなさん……これに着き替がえてください」

「あの……これって」

「水着です」

　はるのさんたちがきょとんとした顔をしています。

　ノエルさんがジロリと睨んできますがこのトリケン、仕事に妥だ協きようはしません。

　あとその蔑さげすんだ視線もご褒ほう美びです。

「宣伝するからには強みを生かすべきです。ホイップアンティークの魅力はなんといってもみなさんです」

　ニャーソングッズに興味はなくても、この少女たちのために通うというゲストを増やすのには十分に勝算があります。

　そしてうら若き乙女たちを輝かがやかせるのはやはり水着なのです。

「水着で働くシーンを撮とります。これだけで集客力は三十パーセントアップです」

「でも普ふ段だんは制服ですよ？」

　杏子さんから当然の指し摘てきが飛んできました。

　しかしそんなのは些さ細さいなことです。

「そこが重要なのです。水着をエサに集めておいて、いつもの制服姿を目にする。きっと最初はゲストもガッカリするでしょう……しかし！」

　このトリケン、握り拳こぶしで語らせていただきます。

「そこから妄もう想そうが始まるのです。あの子たちの水着姿を見たい、いつになったら着てくれるのだろう、その時を逃のがしたくない……こうしてリピーターを育てるのです」

「そうなるといつか、わたくしたち水着で働くことに……」

「なにをおっしゃいます。水着を着るのはＰＶの中だけです」

「それって詐さ欺ぎじゃないの？」

　リーリットさんとはるのさんから抗こう議ぎの声が上がります。

「大丈夫です。ＰＶ映像の右下に小さく『イメージ映像です』と入れておきます」

「逆に反感を買いそうですわ……」

　みなさん不安そうですが、ここで妥協するわけにはいきません。

　芸術はいつだって残ざん酷こくなのです。

「それでは着替えをお願いいたします。私は撮さつ影えいの準備をしますので」




　しばらくして着替えた四人が戻もどってきました。

「おっほ……」

　思わずヘンな声が出てしまいました。

　みなさんビキニです。

　豊満ボディの杏子さんやリーリットさんはもちろん、はるのさんとノエルさんがちょっと落ち込んでいる表情も最高に前かがみです。

「あの……ホントにこれで撮るんですか？」

　腕うでを寄せて胸を隠かくそうとする杏子さんですが、それはかえって破は壊かい力りよく倍増です。

　しかしこのトリケン、仕事はあくまで真ま面じ目めです。

「はい、普段通りに仕事に戻ってください」

「で、でも……」

　さすがに露ろ出しゆつが強いせいかみなさん消極的です。

　仕方ありません、ここは東司さんに一ひと肌はだ脱ぬいでもらいましょう。

「東司さん、ちょっとこちらへ来てくれませんか？」

　一人で仕事を続けていた東司さんを呼び寄せます。

　何事かとやってきたところで四姉妹のビキニが網もう膜まくを直ちよく撃げきです。

「こ、これは……」

　戸と惑まどいながらも視線が釘くぎ付づけになっています。

「どうですか東司さん、みなさんの水着姿は？」

「いや、どうって……」

　東司さんを前にして、みなさんさらに恥はずかしがっています。

　その羞しゆう恥ち心しんがますますリビドーをかき立てます。

「うん……似合ってるよ」

　その一言に、四人ともボンッと顔から湯気が立ってしまいました。

　うーん、愛されてる東司さんが羨ましいです。

　腹パンして前かがみにしてやりたく──おっと失礼しました。

「みなさんが水着姿で働くところ、見たくないですか？」

　さらにたたみかけます。

　このトリケン、宣伝のためなら心を鬼おににします。

「そりゃ……見てみたいけど……」

「わ、わわわたし頑がん張ばります！」

　さあ釣つれました。一番手は杏子さんです。

　東司さんに言われれば間ま違ちがいなく乗ってくると確信してました。

「あたしも……やってみるよ」

「ええ……これもお店のためですわ」

　杏子さんがトリガーになって、はるのさんとリーリットさんも陥かん落らくしました。

　あとはノエルさんだけですが──

「…………分かった」

　はい、これも予想通りです。

　軍人さんというのは、自分一人だけが輪を乱すようなことはしないものです。

「では、撮影を始めましょう！」

　四人が心変わりしないうちに切り出しました。




　撮影自体は順調に進みました。

　東司さんに見られていると意識させることで、大だい胆たんさと恥じらいのベストミックスが生まれました。

　見た目は色っぽく、しかし振ふる舞まいは乙女おとめっぽく。

　うーん、こんなお店があったらこのトリケン、前かがみで入店です。

「……はい、お疲つかれ様でした」

　十分に素材を集めたところでクランクアップです。

　映像を確かく認にんすると──うーん、素す晴ばらしい。

　イメージビデオとして売り出してもヒット間違いなしです。

　このトリケン、ＡＶだけじゃなくてイメビもちょっとうるさいです。

「……とはいえ」

　さすがに女の子が水着で働くだけというのは一いつ辺ぺん倒とうすぎる気がします。

　集客だけなら問題ないでしょうが、そこだけで満足するというのも宣伝部長の名が泣いてしまいます。

「……もっと詰つめ込んでみましょう」
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　やはりこういう場合、お店で働く皆みなさんの意見を取り入れるべきです。

　というわけでまず、はるのさんにアンケートすることにしました。

「え、あたしがやりたいこと？」

「はい、ぜひ参考にさせてください」

「うーん、あたしがＰＶでやりたいことかぁ……」

　少し考えた後、はるのがポンと手を打った。

「トージに手伝ってもらっていいんだよね？」




「……で、俺になにをしろと？」

「あたしのやられ役になって！」

「なんで俺が……」

　呼ばれた東司さんが少し不ふ機き嫌げん気味です。

　はるのさんの希望は『ドウジギリでカッコ良く決めポーズを取りたい』でした。

　しかし独りでドウジギリを振り回しても味気ないので、東司さんに斬きられ役をお願いしたのです。

　その役目自体は快く引き受けてくださった東司さんでしたが、はるのさんが『じゃ、これ東司の武器ね！』と微笑ほほえみながらスリッパを渡わたしたところで空気が変わりました。

　なんでもポ連には『魔ま剣けんレーバテイン』という名前のスリッパがあるらしいのですが、東司さんが手にしているのはただのスリッパです。

　このトリケンが甘ブリの事務所から拝借してきました。

　はるのさんが『スリッパとバトルしたい！　だってカッコ良かったから！』とおっしゃったのですが、このトリケンには意味が分かりません。

　理由を聞いたら『一巻を見てね！』と笑顔で言われました。どういうことでしょう──

「……っと、それはさておき」

　あれこれ考える前にまずは東司さんの説得が先です。

「スリッパでバトルするのはご不満ですか？」

「どう考えたってバカのやることだろ、スリッパ片手に襲おそいかかるなんて……」

「ですがはるのさんはそっちの方が絵になると……」

「もっと絵になる斬られ役があるだろうに……」

　なるほど、やられるにしてもカッコ良くやられたいのでしょう。

　東司さんのおっしゃることにも一理あります。

　しかしこれはあくまではるのさんの希望なのです。彼には折れてもらわなければなりません。

「お任せください東司さん。後で編集してカッコイイ効果音とかエフェクトとか、いろいろ足しますから」

「でもスリッパにいくら足しても……」

「宣伝部長の名に懸かけてこのトリケン、失望させることはありません」

　熱意を伝えるように東司さんに訴うつたえかけます。

　しばらく私とにらめっこしていた東司さんでしたが、やがて諦あきらめたように肩かたから力が抜ぬけました。

「……分かった、やるよ」

「おぉ、ありがとうございます！」

「ま、文句はいくらでもあるけどさ……」

　そこで東司さんがはるのさんをチラリ。

　はるのさんはドウジギリを振りながらあれこれ決めポーズを悩なやんでいます。

　そのお顔は真剣そのものです。

「あいつを見たら、やらないなんて言えないよ」

　東司さんが優やさしいお顔をしました。

　なるほど、はるのさんが東司さんをパートナーに選んだ理由が分かった気がします。

「それでは準備をお願いします」

「はいよ……はるの、俺はどうすればいいんだ？」

「あ、えっとね！」

　ポーズが決まったらしくはるのさんが東司さんに駆かけ寄ります。

「あたしが瞑めい想そうしてるところにトージが空から降りてきて、スリッパが閃せん光こうを放って、衝しよう撃げき波はであたしを威い嚇かくしてきて……」

「ナチュラルにそんなことできるか！」

　無茶振りに東司さんも驚おどろきです。

「えっ……ダメなの？」

「普ふ通つうに悲しそうな顔をするな！　あのな、これただのスリッパ！」

「でもトージだったらスリッパをレーバテインに覚かく醒せい……」

「できん！　できてたまるか！」

「そんなぁ……」

　本気でガッカリするはるのさんです。

「仕方ありません……」

　はるのさんの希望をかなえたいところは山々ですが、物理的に無理なのは無理です。

　最終的に私が説得し、後でそれっぽいエフェクトを加えることでどうにか納なつ得とくしてもらいました。
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　次にアンケートを取ったのは杏子さんです。

「え、わたしの希望ですか？」

「はい。どのようなＰＶをお望みですか？」

「そうですね……」

　顎あごに手を当てて悩み始めます。

　すると──なぜか急に顔が赤くなりました。

「あ、あの……希望を言っちゃっていいんですよね？」




「……で、俺になにをしろと」

「わたしと夫ふう婦ふになってください！」

「やっぱりそれか……」

　再び呼び出された東司さんが呆あきれています。

　杏子さんの希望は『東司くんと思い切りイチャイチャしたい！』でした。

　ぶっちゃけホイップアンティークの宣伝とか関係ないですが、聞いてしまった以上はやり遂とげるのが責任というものです。

　このトリケン、途と中ちゆうで仕事を投げ出したりしません。

「東司さん、気が進みませんか？」

　真剣な眼まな差ざしでエプロンを選ぶ杏子さんはさておき、東司さんに話しかけます。

「いや、杏子のことだから慣れてるんだけどさ……なんか本気度が違ちがうんだよな」

「どういうことですか？」

「いつものあいつは『とりあえず言っておこう』みたいなノリで、やれ結けつ婚こんとか夫婦とか言ってくるんだけどさ……」

　彼の視線が杏子さんの後ろ姿に注がれます。

「……なんか今回はガチなんだよな」

「なるほど……」

　確かに今回は二人がイチャイチャするところを撮さつ影えいするのです。

　いつもなら東司さんがスルーするようなことも、撮影されているとなればリアクションをしなければなりません。

　つまり杏子さんにとってはまたとないチャンスなのでしょう。

「撮影が終わっても同じ調子だったらどうしようって考えるとな……」

　それは大変そうです。杏子さんの愛の強さはこのトリケンも聞いています。

　ですがそんなの、男の子にしてみれば大好物だと思うのですが、違うのでしょうか。

　しかも可愛かわいくて巨きよ乳にゆうで幼なじみとか、それなんてエロゲの世界です。

　このトリケン、同じ立場だったら前かがみ待ったなしです。

「いろいろあるんだよ、いろいろ……」

　私の視線になにを感じたのか、東司さんが遠い目をしてしまいました。

「まあ、ちゃんと役割は果たすから安心してくれ」

「はい。安全面はお任せください。杏子さんが暴走して18禁に突とつ入にゆうしそうになったら私が止めます」

　それではＰＶがＡＶになってしまいます。

「では、準備をお願いします」

「分かった……杏子、お手て柔やわらかに頼たのむぞ」

「そんな東司くん！　お願いするのはわたしの方です！」

　杏子さんが慌あわてて東司くんにぺこりと頭を下げます。

「それで、俺はなにをすればいいんだ？」

「はい、まずはこちらに……」

　エプロン姿の杏子さんに促うながされて地下の倉庫へ向かいます。

　そこには──どうやって運び込んだのか、大きなベッドが据すえられていました。

「お、おい……」

「それでは脱ぬいでくださいませ！」

　電光石火──東司さんがパンツ一枚にひん剝むかれました。

「こんなこともあろうかと、東司くんの服を脱がせるシミュレーションは何度も繰くり返してきました！」

「達人の域に達するんじゃない！」

　咄とつ嗟さに服を拾おうとする東司だったが、その身体からだを杏子がベッドへ押し倒たおします。

　そしてそのまま彼の手首足首をベッドの四よ隅すみに鎖くさりで縛しばり付けてしまったのです。

「大だい丈じよう夫ぶです、優しくしますから……」

　杏子さんが東司さんの胸にそっと指を這はわせます。

　それはもう、高校生とは思えない妖よう艶えんな色いろ香かを醸かもし出しながらです。

　このトリケン、思わずお金を払はらいたくなりました。

「……って、これではホントにＡＶになってしまいますね」

　さすがにこれ以上はお見せできません。

　というわけで、渋しぶる杏子さんをどうにか東司さんから引き離はなしました。

　東司さんから『ありがとう、本当にありがとう……』と涙なみだながらに感謝されましたが、パンツ一枚の男子に言われても嬉うれしくないです。

　あとで彼の股こ間かんにはモザイクをかけることにしましょう。
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　三番目にアンケートしたのはリーリットさんです。

　正直、杏子さんの件があったので乗り気ではない私でしたが、彼女を仲間外れにできるわけもありません。

「わたくしが撮とりたいＰＶ……ですか？」

　リーリットさんが少し悩むような素そ振ぶりを──

「東司さまに手伝ってもらってもよろしいですわよね!?」

　訂てい正せいです、ちっとも悩まずに即そく答とうしてきました。




「……で、また俺か」

「東司さま！　今こそトージョーさまへの変身を遂げる時ですわ！」

「……だよな」

　リーリットさんの意見は『東司さまにトージョーさまになってほしい！』でした。

　このトリケンもトージョーさまのアニメは見たことがあります。

　ええ、とてもではないですが好きになれない主人公でした。

「たびたび苦労をおかけします、東司さん」

「いや、リーリットって時点で覚かく悟ごはできてたよ」

　やってきた東司さんもどこか悟さとったような表情です。

「トージョーさまになってほしいとか……男には分からない感覚ですね」

「まったくだ」

「確かに東司さんのお姿はトージョーさまに似てはいますが……」

「止やめてくれ、嬉しくない」

　失礼しました。失言でした。

「あんなキャラと一いつ緒しよにされたくないって思ってきたのに、こんな形で演じることになるなんてな……」

　ホイップアンティークの中と外を行ったり来たりしているリーリットさんを眺ながめながら、東司さんがゲンナリした顔をします。

「見ていて感心するほどの浮うかれっぷりですね……」

　リーリットさんもノリは杏子さんと同じです。

　東司さんを自分の希望通りにできる──その一点に舞まい上がっています。

　しかし杏子さんの時は、とりあえず東司さんは東司さんのままで大丈夫でした。

　それなのに今回はトージョーさまに──あのトージョーさまになりきらなければならないのです。

　その心中をお察しするとこのトリケン、申し訳ない気持ちでいっぱいです。

「まあ、トージョーさまを演じるのは気が重いけど、そこさえ我が慢まんすれば杏子の時よりはマシだな」

「なるほど、確かに……」

　要は心を殺すのです。

　自分は東司ではない、トージョーさまなんだ、だからこのゲスい言動も自分のものじゃないんだ──そう思い込めばいいのです。

「頑がん張ばるよ。これも俺の役目なんだし」

　東司さんが意を決してリーリットさんに話しかけます。

「リリ、俺はなにをするんだ？」

「はい！　まずはこちらに！」

　リーリットさんに先導されて店の外に出ると、そこには空のドラム缶かんが一つ置いてありました。

「……まさか一緒にドラム缶風ぶ呂ろ、とか言わないよな？」

　杏子さんのトラウマが抜ぬけきっていない東司さんが冷ひや汗あせを流しています。

「いえ、東司さまだけお入りください」

「そうか？　じゃあ、まあ……」

　なにをするんだろうと疑ぎ問もん符ふを浮かべつつ、東司さんが言われたとおりにドラム缶に入ります。

　ちょうど胸から上だけ外に出る感じです。

「これでなにをする……」

「さあ東司さま！　今こそ覚かく醒せいの時ですわ！」

　言うや否いなや、リーリットさんの両手が輝かがやいたかと思うと、一いつ瞬しゆんでドラム缶の中にコンクリートが詰つまっていました。

「おい!?」

「トージョーさま伝説の第99話……コンクリート詰めにされたトージョーさまが海に捨てられる直前、覚醒した魔ま法ほうで世紀の大だい脱だつ出しゆつを成し遂げるシーンですわ！」

「くそっ！　コンクリートまで召しよう喚かんできるのかよっ！」

　ウットリしたリーリットさんに東司さんがもがきます。

　しかし本物のコンクリートらしく抜け出せそうにありません。

「さあ東司さま！　お早く脱出を！」

「俺に魔法の力なんてない！」

「いいえ、きっとできます！　覚醒してないだけですわ！　だから覚醒させるためにショック療りよう法ほう的な……」

「できるかっ!?」

　なんというか──恋こいは盲もう目もくというのが悪化するとこんな感じなのでしょうか。

　リーリットさん、目がマジです。

「さすがにこのまま東京湾わんに運ぶわけにもいきませんね……」

　このトリケン、まだ警察のご厄やつ介かいにはなりたくありません。

　東京湾まで運ぶ輸送費がないとか適当な理由をつけて、どうにかリーリットさんに諦あきらめてもらいました。
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　最後はノエルさんです。

　この方なら杏子さんやリーリットさんのような無茶は言わないだろうと、私もちょっと安心です。

「自分がＰＶに求めるもの……」

　無難な意見が出てくるだろう──そう期待していた私の前で、ノエルさんがイタズラを思いついたように笑いました。

「宗方を呼んでも構わないな？」




「何気に皆かい勤きん賞だな……」

「宗方！　これはお互たがいの関係を見直すのに必要なことだ」

「こっちもなんか意気込んでるし……」

　ノエルさんの願いは『東司さんを部下としてこき使いたい』でした。

「東司さん、ノエルさんとなにがあったんですか……？」

　そう尋たずねますと、東司さんが二人の経けい緯いをあれこれ話してくれました。

　メイド姿で接客練習中のノエルさんを目もく撃げきしたとか、ウサ耳のことを可愛かわいいと口走ってしまったとか、マスコットに変身した彼女に──最後のは口ごもって教えてくれませんでした。

「まあ、出会いが最悪だったというか、その後も最悪だったというか……」

「なるほど……そういうことですか」

　店長のはるのさんならまだしも、一いつ介かいのバイトにすぎない東司さんに従うのは納なつ得とくいかないのでしょう。

「意外でした。ノエルさんはもっと大人だと思っていたのですが……」

「年相応だぞ、そういうところは」

　軍人としては中ちゆう尉いの階級でも、軍服を脱げば普ふ通つうの少女みたいです。

「まあ、俺にも落ち度があるから強くは言えないけどな」

　女の子に囲まれて前かがみでいいなぁ──最初はそう思っていた私ですが、実はなかなか大変な現実と直面しているようです。

「さて……ノエルが機き嫌げんを損そこねないうちに付き合うとするか」

　東司さんがノエルさんに近づきます。

「それで、俺はなにをすればいいんだ？」

「うむ。まずはそこに跪ひざまずけ」

「……それで？」

「グリンガムでしばく」

「こき使うとかじゃなくて単なる仕返しだろ!?」

「言いがかりは止めてほしい」

　心外だと言うノエルさんですが、ホクホク顔なので説得力がありません。

　でもトリケン的には、もっと冷たい視線でムチでたたかれた方が幸せ──おっと失礼しました。

「ＰＶを作るからには、お互いの上下関係をはっきりさせるべきなのだ」

「跪いてムチ打つのが!?」

「うむ」

　もうこれっぽっちも自分を疑っていないノエルさんです。

「その上でホイップアンティークの宣伝をするのだ。そうだな……『資本主義打だ倒とうのために闘たたかう同志諸君よ集つどえっ！』とか」

「店の宣伝じゃない！」

「む？　ニャーソン大たい佐さの意向も取り入れてみたのだが……」

「ちょっとは学習してくれ……」

　ノエルさんもニャーソンさんの暴走には困っているはずですが、やはり軍隊の階級は強いのでしょうか。

　厳しいのか優やさしいのか分からなくなってくるノエルさんです。

「さあ宗方！」

「もう……分かったよ。前の三人に比べればマシだ」

　どこか達観した顔の東司さんが跪きました。
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「ふむふむ……こんなところでしょうか」

　みなさんの映像を撮とり終えたところで私は編集に取りかかりました。

　ベクトルがバラバラなのでまとめるのに苦労しますが、そこは宣伝部長の本領発揮です。

　映像をパソコンに取り込み、効果音を追加したりナレーションを入れたりして、どうにか不自然がないように映像をつないでいきます。

「それにしても、東司さんには災難でしたね……」

　一段落したところでパソコンを切って休きゆう憩けいです。

　コーヒーでも飲もうとしたところで──ニャーソンさんと出くわしました。

「にゃ？　もうＰＶができたのかにゃ？」

「ええ、ほとんど完成です」

「じゃあ、あとはボクちゃんを残すのみってわけだにゃ！」

「…………ええ」

　このトリケン、完全に忘れてました。

　普通にニャーソンさん抜きで編集してました。

　けどまあ、まだ間に合います。

「どのような絵をご希望ですか？」

「どうだにゃあ……」

　腕うで組ぐみして考えていたニャーソンさんでしたが、やがてその顔がにへらと崩くずれます。

「ボクちゃんが重役イスに座って、同志はるのたちがボクちゃんに抱だきついてて、んでもって同志トージがボクちゃんの足置きになってる絵がほしいにゃ！」

　言葉だけから想像してみると──なんともヒドイ絵です。

　ニャーソンさん以外が喜んでいる光景がこれっぽっちも思い描えがけません。

　ましてやバイトの方々が協力してくれるなんて望み薄うすすぎます。

「そうおっしゃいましても、みなさんが承しよう諾だくするとは……」

「関係ないにゃ！　ボクちゃんはチヤホヤされたいんだにゃ！」

　子供みたいに駄だ々だをこねてきました。

「映像の中くらいボクちゃんがメインになってもいいじゃにゃいか！　ボクちゃんのささやかな願いすらかなえてもらえないというのかにゃ!?」

「いえ、ですからみなさんが従ってくれるとは到とう底てい思えないので……」

「あーもうじれったいにゃ！　だったらＣＧでいいにゃ！」

「い、いいんですか？」

「贅ぜい沢たくは言わないにゃ！　夢を見させてほしいんだにゃ！」

　涙なみだながらに訴うつたえてきます。

　ホント、どれだけ日ひ頃ごろから冷たくあしらわれているのでしょう──このトリケン、不覚にも同情してしまいました。

「分かりました。そのように進めます」

「ホントかにゃ！」

「ええ、しかし私だけの技術では難しいので、ＣＧ専門の会社に外注に出すことになりますが……」

「構わないにゃ。お金だったらボクちゃんが出すにゃ」

「助かります」

　さすがに身み銭ぜには切れません。

　甘ブリの経費削さく減げんノルマは厳しいのです。

「ところで、他のパートはどんな感じなんだにゃ？」

「そうですね……」

　私の口からみなさんの出演パートについて説明しました。

　詳くわしく話すと時間がかかるので、ざっくりした内容だけです。

　はるのさんが東司さんとバトルするとか、杏子さんが東司さんとムフフとか、リーリットさんと東司さんが大脱出とか、ノエルさんと東司さんがプロパガンダするとか。

　最初はふんふんと聞いていたニャーソンさんでしたが、そこかしこに東司さんが出演していると分かると急に不ふ機き嫌げんになりました。

「どうしてボクちゃんよりたくさん出てるんだにゃ!?」

「それがみなさんのご希望でしたので……」

「許せないにゃ！　それじゃボクちゃんが霞かすんじゃうにゃ！」

　ニャーソンさんがズビシッと私を指差します。

「同志トージが映ってたところを全部、ボクちゃんに差し替かえるにゃ！」

「えぇ～……」

　それは何気に大変な作業です。東司さんは全場面に登場しているのですから。

　外部に発注するとはいえ、金額が大きく変わってきそうです。

　まあニャーソンさんがお金を気にするとは思えませんが。

「ボクちゃんより目立つなんてあってはならないことだにゃ！」

　まるで子供の言い分ですが、さらにタチが悪いのがニャーソンさんです。

「とにかくこれはオーダーだにゃ！　絶対遵じゆん守しゆだにゃ！　ボクちゃんの言ったことを一言一句、もれなく実行するように命ずるにゃ！」

　そう言うとニャーソンさんが私を厳しく睨にらんできました。




「同志トージが映っているところとボクちゃんとを入れ替えるにゃ！　全部だにゃ！」
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「ＰＶがネットにアップされたんだってにゃ？」

　後日、アップロードを終えた私のもとにニャーソンさんがやってきました。

「はい、ニャーソンさんのご意見を完かん璧ぺきに取り入れました……一言一句もらさずに」

　このトリケンも中ちゆう途と半はん端ぱには終われません。

　いきなりの大おお幅はば編集で苦労しましたが、どうにかやりきりました。

「んじゃ、さっそく見てみるにゃ！」

「分かりました……」

　私はパソコンを立ち上げるとネットに接続し、動画サイトにアクセスしました。

「にゃ!?　意外と再生されてるにゃ！」

「ええ、興味は持っていただけたようです」

　アップロードして数日なのに、もう再生数が五桁けたに達していました。

「ボクちゃんの活かつ躍やくがそれだけの人に見てもらえたなんて……さっそく見てみるにゃ！」

　ニャーソンさんの言葉を受けて動画を再生します。

　タイトルは『ホイップアンティークの日常』です。

　他ほかにウィットに富んだタイトルが思いつきませんでした。

　宣伝部長としては至らないですが、専門の会社に発注しただけあって中身は完璧です。

「始まるにゃ、始まるにゃ！」

　ワクワクと瞳ひとみを輝かがやかせるニャーソンさんが画面に食い入ります。

「……ボクちゃんにゃ！」

　さっそく自分が映し出されてニャーソンさんが舞まい上がります。

　が──

「なんでボクちゃんがしばかれてるんだにゃ!?」

　はるのさんのドウジギリで滅めつ多た打うちにされるニャーソンさんが映りました。

　ええ、容よう赦しやないくらいニャーソンさんが宙を舞っています。

「どうなってるんだにゃ!?　ボクちゃんがカッコ良くハリセンとバトルするシーンじゃないのかにゃ!?」

「そんなことを言ったことはありませんが……」

　あの時にはざっくりした内容しかお話ししていません。

　はるのさんと東司さんがバトルする──くらいでしたか。

　東司さんが一方的なやられ役になっているのはニャーソンさんの予想外だったようです。

「まさかこの後も……？」

　絶望したニャーソンさんが見つめる前で、シーンは杏子さんのパートへと移りました。

　そこには──全ぜん裸らで股こ間かんにモザイクをかけられたニャーソンさんがベッドに縛しばり付けられていました。

「どんな映像を撮ろうとしたんだにゃ!?」

「しかしこれが杏子さんの希望でして……」

「でも同志キョーコが映り込んでないにゃ！」

　そうです。さっきから映るのはニャーソンさんだけです。

「ええ、杏子さんがあまりにもエロすぎたので青少年保護的な意味で全カットしました」

「これじゃただボクちゃんの全裸が映ってるだけだにゃっ!!」

　しかも股間にモザイクです。

　これがまたいい感じに局部だけをピンポイントで隠かくすのです。

　被ひ写しや体たいがニャーソンさんなのが残念でたまりません。

「こんなの違ちがうにゃ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくニャーソンさんに構わず、シーンはリーリットさんのパートへ。

　そこには──ドラム缶かんに詰つめられたニャーソンさんがバッチリと映っていました。

　悲ひ愴そう感が漂ただよう表情もバッチリです。

「大だい脱だつ出しゆつってスタントマン的なアレじゃないのかにゃ!?」

「いえ、ガチのドラム缶です」

「こんなシーンに映っても嬉うれしくないにゃ！」

　おっしゃることは分かりますが、私はただ言われた通りに外注に出しただけです。

「ウソにゃ……こんなのウソにゃ……」

　打ちひしがれたニャーソンさんを残してノエルさんのパートへ。

　ノエルさんに踏ふみつけられるニャーソンさんをズームアップしてます。

　おお、いい感じに恍こう惚こつの表情が浮うかんでいます。

「プロパガンダは!?　資本主義打だ倒とうとかそういう決めゼリフはないのかにゃ!?」

「あったんですけど、尺の都合でカットしました」

「にゃんと!?」

「最後にニャーソンさんのシーンを入れたので仕方なかったのです」

「これじゃボクちゃん、ただの変態だにゃ……」

　真っ白になってしまいそうなニャーソンさんです。

　しかしぐっと踏み留とどまりました。

「そうだにゃ……最後にボクちゃんのシーンがあるんだにゃ！」

　それだけが希望だと、それだけが救いだと。

　一いち縷るの望みを胸に画面を見続けるニャーソンさんです。

「さあ、ボクちゃんがチヤホヤされて同志トージを踏んづけて…………」

　ニヤリと笑っていたニャーソンさんが凍こおり付きました。

「どうされましたか？」

「なんで……なんでにゃ……」

　真っ青な顔で唇くちびるを震ふるわせています。




「なんでボクちゃんが同志トージに踏んづけられてるんだにゃ!?」




　そう──画面の中では東司さんが豪ごう華かなイスに座って女の子たちに抱だきつかれて、その足でニャーソンさんを踏みつけているのです。

「どういうことだにゃ!?」
















　ニャーソンさんが胸むな元もとをつかんできますが、これにはトリケンも反論します。




「だってニャーソンさん言ったじゃないですか。東司さんが映っているところをニャーソンさんと入れ替えろ……と」




　一言一句もれなく実行しろとおっしゃったではないですか。

　だからそれに従ったのです。

　最後のシーンも東司さんとニャーソンさんとを入れ替えたのです。

「言ったけど！　言ったけどっ!!」

　思い出したニャーソンさんが悔くやしそうに足踏みします。

　しかしその足がパタッと止まりました。

「……なんかここだけ映像の質が違ってないかにゃ？　ＣＧにしてはなめらかすぎるような気が……」

　ニャーソンさんがそれまでの映像と違うことに気づきます。

　しかしそれも当然です。




「ええ、ニャーソンさん以外は撮とり直したので」




「と、撮り直した……だと……」

「はい、跪ひざまずいてるニャーソンさん以外は全部ホンモノです」

「それって……同志トージがみんなに抱きつかれてるのが現実だっていうのかにゃ!?」

　そういえば同志トージの顔がどことなくだらしないにゃ──と呟いています。

「なっ、なんでそんなことするんだにゃ!?　なんでボクちゃんを蹴け落おとしてあっちをイチャイチャさせるんだにゃ!?」

「この構図だったらみなさんに賛成していただけたので、撮り直した方が早いかと……」

　若じやつ干かん一名、東司さんだけは最後まで反対していましたが、結局ははるのさんたちに押し切られていました。

「そういうことじゃないにゃ!?　なんでボクちゃんがこんな仕打ちをされてるんだにゃ！」

「私はニャーソンさんに従っただけですが……」

「そうだけどっ！　そうなんだけどっ!?」

　なおもニャーソンさんが騒さわぎますが、このトリケン、間違ったことはなにもしてません。

「よかったじゃないですか。このＰＶ、人気ですし」

「ボクちゃんの惨みじめな姿が前面に押し出されただけなんだにゃーっ!!」

「……ふむ」

　言われるままに作ったのになにがご不満なのでしょう。

　このトリケン、宣伝の道は険しいと思い知った今日この頃ごろです。







　　　ニャーソンと少女







　その日、ニャーソンはいつものようにほっつき歩いていた。

「お腹なかすいたから売店にでも行くにゃ……」

　近くの売店で腹ごしらえをしようとして歩いていると──ふと袖そでを引っ張られた。

「にゃ？」

　振ふり返るが誰だれもいない。

　いや──視線を下げたそこに犯人がいた。

「ネコさん……だぁれ？」

　小学校にも上がっていないような三つ編みの幼女が指をくわえて見上げていた。
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「大たい佐さが誘ゆう拐かい魔まになっちゃったーっ！」

「け、警察に連れん絡らくを……」

「おまえ拉ら致ちする相手は選べよな！」

　ホイップアンティークに戻もどったニャーソンは、傍かたわらの少女を見た東とう司じたちに当然のように疑ぎ惑わくの目を向けられた。

「ボクちゃんは無実にゃ！　この子が離はなしてくれないんだにゃ！」

　ほらほらと袖を見せつける。

「そうやっといて実は洗脳とか……」

「やってないにゃ！」

　ニャーソンは少女を振りほどこうと煙けむたそうに腕うでを振る。

　しかし少女はつかんだ手を離さない。

　ぎゅっと握にぎりしめたまま、じっとニャーソンを見上げている。

「……ネコさん、だぁれ？」

「ボクちゃんはニャーソン大佐だにゃ。分かったらさっさと離れてほしいにゃ」

「にゃーそん……」

　少女がどことなく輝いた瞳になった。

　珍めずらしいものを見るような、好こう奇き心しんをかき立てられたような。

「んっと……あたし、しおり」

「あーはいはい。んじゃ自己紹しよう介かいも済んだことだし手を……」

「にゃーそん……はじめまして、です」

　ぺこりとお辞じ儀ぎする。

　そのあどけない仕草に思わずバイトの女子たちが目をトロンとさせた。

「可愛かわいくて礼れい儀ぎ正しくて……」

「うぅ～、お人形さんみたい！」

　リーリットとはるのが少女のほっぺたをツンツンする。

　初対面の相手に馴なれ馴れしくされているというのに、少女──しおりはニャーソンにべったりだった。

「よく出来た子だ。軍人としての素質があるな」

「ノエルさんってば……。でもそうですね……あの子を見ていると……」

「見ていると？」

　問い返したノエルに杏きよう子こが顔をにへらとさせて、

「早く東司くんと子作りしなきゃって衝しよう動どうがムラムラと……」

「聞いた自分がバカだった……」

　通常モードの杏子は放ほうっておき、ノエルは東司の背中をこづいた。

「どうする宗むな方かた。迷子センターに送るか？」

「そうだな……。両親が捜さがしているかもしれないし……」

「だいじょうぶ、なのです」

　そう言うとしおりは、ポケットの中から手のひらサイズのカードを取り出した。

　甘あま城ぎブリリアントパークの年間パスポートだった。

「しおりは『じょーれんさん』です。えっへん」




「つまり話をまとめるとだ……」

　相変わらずニャーソンのそばを離れないしおりから聞き出した情報を、東司たちが整理していた。

「あの子はリピーターなわけで、甘ブリに来たのも一回や二回じゃないと」

「ええ、ご両親に付き添そわれずに来たらしいですわ」

「そこで自分の知らないマスコットである大佐に出会って、珍しがっちゃったんだね」

　まともに仕事もしなければゲストをもてなすこともないニャーソンである。

　リピーターのしおりでも今まで遭そう遇ぐうしなかったのだろう。

「しかしよく懐なついているな……」

「ニャーソンさんも我が慢まんしてるっぽいですけどね」

　子供の相手ができる性格ではない。

　それでも懸けん命めいにしおりに合わせている雰ふん囲い気きがしていた。

「さて……そうなると俺たちがやるべきことは……」

　東司の言葉に、はるのたちは一も二もなく賛成した。




「ボクちゃんがこの子の相手をする!?」

　控ひかえ室で休んでいたニャーソンに五人の意見を伝える。

「そうだ。店は俺たちでやってるから、その子はニャーソンに任せる」

「そんなのヒドイにゃ、横暴だにゃ！」

　東司たちにどうにかしてもらおうと企たくらんでいたニャーソンは猛もう抗こう議ぎだ。

「困るにゃ！　なにをどうすればいいかも分からないにゃ！」

「簡単だ。その子が望むとおりにしてあげればいい」

　見た感じ、ワガママをまき散らすような子ではない。

　特別になにかを要求されることもないはずだ。

　キャストがゲストをもてなす──その基本に立ち返ればいい。

「それじゃ任せたからな」

「ど、同志トージ!?」

　追いすがるニャーソンに構わず、東司たちは店の仕事に戻ってしまった。

「な、なんてことだにゃ……」

　ニャーソンは頭を抱かかえた。

　ゲストの相手、しかもこんな幼い少女の相手なんてできるはずもない。

　常つね日ひ頃ごろからゲストたちにチヤホヤされたがっているニャーソンだが、そのための努力なんてまともにしたことないのだ。

　なにをすればいいのか、どんな話題を振ればいいのか。

　初手から詰つんでいる状態である。

「とんでもない爆ばく弾だんを押しつけられた気分だにゃ……」

　目め眩まいを覚えてニャーソンが項うな垂だれていると、それを見ていたしおりがふと立ち上がった。

　イスの上に立ちニャーソンの頭に手を置くと、そのままよしよしとなで始めた。

「だいじょーぶ。あまぶりのことならしおりにおまかせ」

　舌足らずな言葉でフォローしてきた。

「誰のせいだと思ってるんだにゃ……」

　文句を言いたげなニャーソンだが、さすがに少女相手に怒ど鳴なり散らすのは我慢する。

　いかに傲ごう岸がん不ふ遜そんのワガママ大佐でも、そのくらいの常識は持っていた。

「にゃーそん、あまぶりくわしい？」

　しおりがニャーソンの顔を覗のぞき込む。

　つぶらな瞳ひとみに真まっ直すぐ見つめられ、思わず恥はずかしくなって視線を逸そらした。

「あー……ほとんど知らないにゃ」

　ニャーソンにとって自分のグッズがいかに売れるかというのが唯ゆい一いつの関心事だ。

　ほかのアトラクションに興味を持つはずもなかった。

「じゃ、あんないする」

「案内って……ボクちゃん別に知りたくな……」

「れっつごー」

　有う無むを言わさずしおりがニャーソンを引っ張る。

「待つにゃ！　そんな引っ張ると袖が伸のびちゃうにゃ！」

　意外と強ごう引いんなしおりに連れられて、ニャーソンはホイップアンティークを後にした。




　ニャーソンを連れ出したしおりは、パークを歩き回りながら豆知識を披ひ露ろうしていた。

　メリーゴーランドが、実は芸術的価値がとても高くて雑誌に載のったこともあるとか。

　コーヒーカップには一台だけ、ほかの二倍の回転速度が出せるカップがあるとか。

　観覧車が天てつ辺ぺんから下り始める時、最初の数秒間だけメープル城の窓から中が見えるとか。

　自じ慢まんするように、でも感情の起き伏ふくは乏とぼしいままで、しおりはしゃべり続けた。

（よくそこまで知ってるにゃ……）

　感心するような呆あきれるような、微び妙みような顔でニャーソンは聞いていた。

　どれだけアトラクションに繰くり返し乗ってきたのか。

　コーヒーカップの速度を比ひ較かくできるほど乗りまくった人なんていないだろう。

「……ホントに甘ブリが好きなんだにゃ」

　思わずそうもらしていた。

　それを聞いたしおりがふと立ち止まった。

「にゃーそん……あまぶりきらい？」

　不思議そうな意外そうな、きょとんとした顔で振ふり返る。

　ニャーソンは『べつに……』と素っ気なく答えようとして、少し思い留とどまった。

　その代わりに──

「もー嫌きらい、大嫌いだにゃ！　虫むし酸ずとじんましんと悪お寒かんが同時に走るくらい嫌いにゃ！」

　これでもかと言ってやった。

　しおりが傷つくであろうことも想定の範はん囲いだ。

　ひょっとしたら泣き出してしまうかもしれない。

　しかしそれでも、ここで嫌われてしまえばもうお守もりをしなくてもいいという計算が働いたのだ。

（ボクちゃんはこんな子供に付き合う趣しゆ味みはないんだにゃ……）

　しこたま罵ば倒とうしたところでしおりの顔色を窺うかがう。

　彼女は驚おどろいたように目を丸くしていたが、やがて小さな声で言った。

「うん、しおりもね……きらい」




「な、なんで嫌いなんだにゃ？　あんなに詳くわしくなるほどアトラクションを乗りまくったんじゃないのかにゃ？」

　意外な返事にニャーソンの方が動どう揺ようした。

「うん、たくさんのった。いっぱいいっぱいのったよ……」

　しおりがそっと目を伏ふせた。

　あくまで感情は表に出さず、ただ静かに呟つぶやいた。

「でもね……しおりだけだった」

「だけって……」

「ずっとずっと……しおりだけだった」

　そこでふと、ニャーソンは違い和わ感に気づいた。

　なぜこんな幼い少女が年間パスポートを持っているのか。

　もしパークが大好きだったとしても、それを子供が持っているのはおかしい。

　普ふ通つうは親が持っているはずだ。

　親が持った上で、子供を連れてくるはずだ。

　それなのにこの子がパスポートを持っていて、さらにリピーターであるということはなにを意味するか。

「……お父さんとお母さんと一いつ緒しよには来ないのかにゃ？」

　遠えん慮りよがちに尋たずねたニャーソンに、しおりは小さく首を振った。

「パパもママもおしごといそがしいの」

　共働きで育児が疎おろそかになっているのかにゃ──いくらニャーソンでもそのくらいの予想は簡単だった。

　子供の面めん倒どうを見れないから、遊び場所として甘ブリを選んだのだろう。

　行き慣れた場所だからと安心しているのか、最初に連れてきた時に喜んでいたからと安直に考えたのか。

　きっかけは分からなかった。でもそう的外れではないだろう。

「あまぶり、きらいになった……」

　少女は淡たん々たんと、訴うつたえるでも同情を誘さそうでもなく淡々と語る。

「ずっとおなじ、なにもかわらなくて、なにもちがわなくて……」

　しかし、その瞳が真っ直ぐにニャーソンを見つめた。

「でもきょう……にゃーそんみつけた」

「ぼ、ボクちゃん？」

「しおりのしらないネコさん、みつけたの……」

　知らず知らずのうち、袖そでをつかむ少女の手に力が入っていた。

「…………うれしかったの」

「!?」

　ニャーソンは想像した。

　怠なまけきった脳のう細さい胞ぼうをすり減らして、しおりの気持ちになって一いつ生しよう懸けん命めいに想像した。

（パークの再建が始まったのはつい最近にゃ。つまりそれまではずっと廃すたれた遊園地のまま……そんな場所にこの子は……）

　遊び場所は甘ブリしかないのに、それなのに今までとなにも変わらない。

　もう何度も見てきた、見み飽あきた風景しかない。

　乗り飽きたアトラクションしかない。

　楽しみたいのに、遊びたいのに。

　そう思わせてくれる新しい『なにか』はどこにもなくて。

　でも家には父親も母親もいないから、独りは寂さびしすぎるから。

　だからつまらなくても、嫌いになっても甘ブリに来るしかなくて。

　そんな時に、今まで出会ったことのないマスコットと遭そう遇ぐうしたなら──

「にゃーそんにあえて、うれしかったの」

　それはきっと、宝物を見つけたみたいに嬉うれしかったことだろう。

「……参ったにゃ」

　正直、頭の中がしっちゃかめっちゃかだった。

　ポ連にいた時は誰だれからも蔑ないがしろにされ、ホイップアンティークに来てからも厄やつ介かい者もの扱あつかいされ。

　どうやったらボクちゃんの魅み力りよくをみんな分かってくれるんだ──そんな悩なやみばっかり抱いだいてすごしてきたのに。

　こんなに唐とう突とつに、こんなに真正面から。

　あなたと出会えて嬉しいと言われて、どんな言葉を返せばいいのかさっぱりだった。

「にゃーそん？」

「……なんでもないにゃ」

　黙だまり込んだニャーソンを不安げにしおりが見つめる。

　相変わらず言葉は見つからない。

　ありがとうと言えばいいのか、つらかったねと慰なぐさめればいいのか。

　それでも黙ったままでいるわけにはいかない。

「……同志シオリ！」

　だからニャーソンは声を張った。

　悩む自分を蹴けり飛ばすように。

「同志シオリは見所のあるやつにゃ！　このボクちゃんに注目するなんて、この世界で一番の切れ者にゃ！」

　いきなり饒じよう舌ぜつになったニャーソンにしおりが目を丸くする。

　そんな彼女の戸と惑まどいを吹ふき飛ばすように、ニャーソンがしおりの手を握にぎり返した。

「今度はボクちゃんが案内するにゃ！　普段は見られない甘ブリの裏側、同志シオリにだけ特別にお見せするにゃ！」

　言うが早いか、彼女の返事も待たずに歩き出す。

　突とつ然ぜんのことにしおりはされるがままだった。

　引っ張られるままに従い、足がもつれそうになりながら小走りになって。

　でも気づけば感情に乏しかったその顔には──少しだけ笑えみが浮うかんでいた。




　ニャーソンはしおりを連れ、パークのあちこちを回った。

『モッフルのお菓か子しハウス』では思い出したようにモッフルとバトルを繰り広げ、しおりはニャーソンに声せい援えんを送った。

『マカロンのミュージックハウス』では子供を拉ら致ちしたと勘かん違ちがいしたマカロンにマジで問い詰つめられ、しおりが事情を説明して事なきを得た。

『ティラミーのフラワーアドベンチャー』では、性しよう懲こりもなく鼻の下を伸ばしてきたティラミーを撃げき退たいし、しおりからヒーロー扱あつかいされた。

　ほかにもアクワーリオの四精せい霊れいやワニピー、それにトリケンみたいな裏方のキャストのところも回った。

　普通のゲストでは見られないようなキャストの一面を披露して回った。

　その訪おとずれた先々でしおりは笑っていた。

　決して表情豊かな笑い方ではない。

　でも、とても優やさしい笑顔だった。

「どうだにゃ、同志シオリ？」

「うん……たのしい！」




　　　　─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─・─




　そんな時間もやがては終わりを告げる。

　パークの閉園時間が迫せまり、お別れの時が来た。

「にゃーそん、きょうはありがと」

「構わないにゃ。でも、今日のことは他のみんなには内ない緒しよだにゃ？　じゃないとボクちゃん、モッフルたちにボコボコにされちゃうにゃ」

「うん、ないしょ」

　マスコットたちが普段と違う一面を見せたのは内密に──それがしおりを連れて回る際に出された条件だった。

　ニャーソンはそれを守っただけなのだが、しおりは『秘密を共有する』というフレーズの方が気に入ったようだった。

「にゃーそん、またきていい？」

「もちろんだにゃ。いつでもボクちゃんは待ってるにゃ」

「うん。じゃあかえるね」

「気をつけて帰るんだにゃー」

　何度も振り返りながら手を振ってくるしおりに、その背中が見えなくなるまで手を振り続けるニャーソンだった。




「遅おそかったなニャーソン」

　ホイップアンティークに戻もどると店終じまいは済んでいて、東司だけが残っていた。

　帰ってきたニャーソンに東司がしおりについて尋ねる。

「あの子にヘンなことしてないよな？」

「信用ないにゃあ……」

「いや、おまえのことを考えると念のためにな」

「大だい丈じよう夫ぶだにゃ。ボクちゃんだってやる時はやるにゃ」

「……なんかあったか？」

　ニャーソンのリアクションが気になった東司がいぶかしむ。

「どうしてだにゃ？」

「いつものおまえなら『疑うなんて心外だにゃ！』とか怒いかりそうなのにって思ってさ」

「ふーむ……」

　確かに今日の自分はそんな気分ではない。

　なんかこう──胸の中が温かくて、そんなことを言う気にもならない。

「おい、ホントにどうしたんだ？」

　きれいなニャーソンが気がかりで東司が問い詰める。

　それは──と答えようとして、ニャーソンはふっと視線を逸そらした。

「ま、ボクちゃんにもそういう時があるってことだにゃ」

　今日のことはみんなには内緒──彼女とそう約束したのだから。





『完』









　　　あとがき







　二巻から三ヶ月も空いたから、少しはスケジュールに余よ裕ゆうがあるだろうと思っていた時期が私にもありました。




　お久しぶりです八や奈な川がわです。

　今回も怒ど濤とうの〆しめ切きりラッシュをどうにか乗り越こえて刊行できそうです。




　さて、本巻ではこれまでに登場した各キャラにスポットを当てた章立てで組んでみました。あれこれ詰つめ込んだ結果、これまでの二巻よりもややボリュームアップしてのお届けです。

　もともと『短い尺でドタバタしまくる』というコンセプトでしたが、気づけば一つ一つが短編一回分くらいの文章量になっていました。

『オチが！　オチが思いつかないんだ！』──と悩なやんでばかりでした。

　なにぶん慣れていないもので……ちゃんとオチがつけられていればいいのですが。

　特に杏きよう子この回は難産でした。もう本編を読んでいただいた方には、そのあたりの苦く悩のうがにじみ出ている部分に気づかれてしまったかもしれません。

　逆にニャーソンのオチはすんなりでした。

　このシリーズ、とことんトラブルメーカーとして活かつ躍やくしてきた彼ですが、最後くらいはちょっと違ちがう顔を見せてあげようということで。




　あと、アニメの方も無事に放送されましたね。

　動くキャラを見ていると、小説本編とはまた違った一面が垣かい間ま見みえたのではないでしょうか。

　個人的にはシルフィーのキャラがドツボでした。

　この三巻にも彼女がちょこっと出てきますが、アニメの影えい響きようを大いに受けています。

　むしろ彼女をメインに据すえて一本書きたいくらいです。

　きっとニャーソンを超こえるトラブルメーカーになってくれることでしょう。

　個人的には探たん偵てい役をやってほしいです。簡単な事件なのに引っかき回して難事件に昇しよう華かさせてしまうとか──どうでしょうか賀が東とう先生（チラッ）。




　さあ、そろそろ紙数も残り少なくなってきました。

　関係各位へのお礼行脚あんぎやといきましょう！

　賀東先生、なかじまゆか先生。

　このシリーズが無事に展開できたのは、お二方のアドバイス、ご助力あってです。

　余裕のないスケジュールの中、こちらの要望（いわゆるワガママというやつ）に応こたえていただきありがとうございました！

　そして編集の方々。

　今回もスケジューリングお疲つかれ様でした！

　最後に読者の方々。

　本シリーズはこれにていったん、幕を下ろします。

　駆かけ抜ぬけるように展開してきた『甘サモ』にお付き合いいただき、ありがとうございました！

　まだ本編の『甘ブリ』は続くので、この奇き妙みような遊園地のドタバタにご期待ください！

　ではではっ！


八奈川　景けい晶しよう









　　　解説







　メープルサモナー三巻です！

　個人的には、パルポンの花で絶好調になったニャーソン大たい佐さがお気に入りです。次々に調子よく、美少女キャラを撃げき破はしていくニャーソンさん。すごいぜ、大佐！　そこにしびれる、あこがれる！

　とはいえこのニャーソン大佐、ひとつ困った設定があります。彼はいわゆる『赤い貴族』、共産主義国なのにドカドカ稼かせいでいる大金持ちのボンボンで、その財力にはほとんど制限がありません。対する甘ブリは万年貧びん乏ぼう。お金さえあれば！　お金さえあれば！　……と毎日あえいでいます。

　こんな状態なので、モッフルやトージくんたちが共きよう謀ぼうして、ニャーソンを強ゆ請すれば……これはけっこう、パークの財政問題、解決してしまうのでは？　なんて難しさがあります。まあ、さすがに個人の資金力ではどうにもならないのがパークの財政問題……というあたりに落とし込んでいただいてますが！

　これは本編と外伝との難しいすりあわせ問題といえましょう。

　それだと今回の『アクワーリオ（アニメだとエレメンタリオ）』の精せい霊れい四人娘むすめの話も、なかなか大変だったかと思います。というか、興味深かったです。

　なにしろ賀が東とう作品の女性キャラと、八や奈な川がわ作品の女性キャラとの共演なわけですよ。良くも悪くも生なま臭ぐさいところのある賀東ヒロインズと、かわいい＆ハーレム系に特化した八奈川ヒロインズが、同じ世界で、同じ宴えん席せきにいるわけです。しかもその場に男子は一いつ切さいおらず、女子会です。

　これは難しい！　たとえば皮肉屋のサーラマから見たら、杏きよう子こなんて『なにこの女？　乳に栄養奪うばわれて頭足りないんじゃね？』ということになってしまいます。逆に杏子からサーラマを見たら、『この人、なに怒おこってるの？　さては東とう司じくんを独ひとり占じめしようと……!?』となるでしょう。

　わかりづらくてすみません。要するに！　世界観のリアリティが微び妙みようにズレてるんですよ！　困った！　ロボットもので言ってみれば、マジンガーＺとＺガンダムが同居しているような状じよう況きようです！　スパロボ時空です！　どのあたりに軸じく足あしを置くべきかで、八奈川さんも苦労したようですし、監かん修しゆうするこちらもブレまくってしまいました。すみません！

　このシリーズではむしろ、八奈川さんのスタイルから学ばせていただくことが多いです。はるのたちのかわいさなんかは、自分ではなかなか出せないものがあります。女性描びよう写しやで、どこかカッコつけたがってる自分の未熟さ、青あお臭くささとでもいいましょうか。もっときっちりサービスしないと！　俺もまだまだだなあ、と反省させられることしきりです。




　そんなこんなで地味に人気の『メープルサモナー』、スケジュール的な理由でちょっとしばらくお休みすることになりそうなんですが、またニャーソンたちのドタバタを読みたいという方は、引き続きご声せい援えんをいただけたらと思います。

　ではでは、また！





二〇一五年　一月　賀東招しよう二じ



























特別付録

　ドッキリ大会









「第一回、ドッキリ大会開幕にゃーっ！」

　相変わらずお客さんの少ないホイップアンティークである。

　暇を持てあましたニャーソンがバイト全員を休憩室に集めて声を上げた。

「同志諸君は強制参加！　審査員はボクちゃんだにゃ！」

「……で、店番は？」

　バイト兼ニャーソン監視役の東とう司じが諦あきらめたように指摘する。

「そんなの知らないにゃ」

「またこいつは思いつきで突っ走って……」

「大丈夫にゃ！　日本人のお客さんなら店員がいなくてもドロボーしたりしないにゃ。田舎いなかにある無人の野菜販売所みたいに、お代だけ置いていってくれるにゃ！」

　それを言い出したら自分たちだってお役御免なのだが──面倒なのでそっとしておく東司だった。

「ルールは簡単！　ボクちゃんを一番ドッキリさせることを言った人が優勝にゃ！」

「なんでおまえを楽しませなきゃならん……」

　東司は呆あきれながら席を立った。

「くだらん、俺は店番してるからな」

「そんにゃ！」

　引き留めるニャーソンを袖そでにして東司が部屋から出ていく。

「バイト代を時給三十円にしてやるにゃ〜！」

　ニャーソンの脅おどしも空しく、東司は戻ってこなかった。

「ねえねえ大佐、景品とかあるの？」

　そこではるのが手を挙げた。

「ボクちゃんに讃たたえられるという栄誉を与えるにゃ！」

「えぇ〜……」

　はるのが露骨につまらなさそうな顔をする。

「ど、同志!?」

「もっとちゃんとしたものがいいなぁ……せめて消しゴムとか」

「ボクちゃんの価値って消しゴム以下!?」

　思わずドキッとするニャーソンだったがグッとこらえた。

（こ、こんなところでドッキリさせられるわけにはいかないにゃ……）

　そう、もうドッキリ大会は始まっているのだ。

　こんな惨みじめなドッキリで優勝されるわけにはいかない。

　ナチュラルに毒を吐くはるのに打ちのめされつつ、ニャーソンは残るメンバーに救いを求める。

「同志キョーコはなにがほしいんだにゃ？」

「東司くんとの赤ちゃんです！」

「ボクちゃんにどうしろってんだにゃ!?」

　東司を愛し続けて十数年、杏きよう子こは今日も平常運転だ。

「東司くんを発情させるようなアイテムとかないですか？」

「そんなの同志トージに使ったらボクちゃん殺されちゃうにゃ……」

「大丈夫です、ニャーソンさんのことはたぶん忘れません」

「たぶんって言われたにゃ!?」

　命を懸けてもメイビー扱いだった。

（ま、まだにゃ……まだこんなドッキリじゃ足りないにゃ……）

　精神的ダメージはすでにオーバーフローしていたが、なけなしの根性を振り絞るニャーソンだった。

「ど、同志リーリット……」

　ニャーソンは心が壊れてしまう前に次なる救いを求めた。

「トージョーさま以外の殿方を喜ばせるなんて興味ありませんわ」

「ですよにゃー……」

　あっさりと足あし蹴げにされた。取りつく島もない。

　これがドッキリ大会じゃなくてガックリ大会ならリーリットの優勝だろう。

「せめて少しくらいはボクちゃんのために……」

「ありえませんわ。いいですわね？」

「アッ、ハイにゃ……」

　トージョーさま大好き少女にはポ連大佐の肩書きも財力も無力だった。

「ど、同志ラビウスはどうだにゃ？」

　ニャーソンは最後の良心ともいえるノエルにすがりついた。

「ニャーソン大佐をドッキリさせる……ですか？」

「そうにゃ！　やってくれるかにゃ？」

「ではポ連本国に現在の状況をありのままに伝えて……」

「それは止やめるにゃっ!!」

　意気揚々とポ連を飛び出したのに、地上界でこんな雑な扱いをされていると知られたら大佐として立つ瀬がない。

「そうですか？　では大佐の部下の方々に現在の状況を……」

「もっと止めるにゃっ!?」

　ただでさえ部下からの人望がないのに。

「それなら大佐のご両親に……」

「お願いだから止めるんだにゃーっ!!」

　ノエルの場合、ドッキリさせるというよりも精神攻撃だった。

「だ、誰もボクちゃんに付き合ってくれないにゃ……」

　ただ普通にドッキリさせてほしいだけなのに。暇だから刺激がほしいだけなのに。

　どうしてこんな心に傷を刻むレベルのドッキリばかりなのだろう。

　そんな感じでニャーソンが失意のどん底に落ちていると、

「……おいニャーソン。ちょっとこっち来い」

　店番していたはずの東司がドアから手招きしていた。

「なんだにゃ、ボクちゃんは今とっても傷ついてるんだにゃ……」

「あー……やっぱりな」

　はるのたちが素直にニャーソンに付き合うとは思っていなかった東司だが、ここまで追い詰められるというのは予想以上だった。

「うるさいにゃ！　ボクちゃんのことは放っておいて……っ!?」

　癇かん癪しやくを起こしそうになったニャーソンの手に一通の手紙が渡された。

「こ、これは……」

「おまえのファンって子が来て置いてった」

「ボクちゃんの!?　どこ！　どこにいるにゃ!?」

　ニャーソンは一転して満面の笑顔になった。

「もう帰っちまったよ」

「なんで引き留めなかったんだにゃー！」

「文句を言うな。とにかく、これで満足しただろ？」

「うむ！　ボクちゃん大満足にゃ！」

　ファンレターひとつで舞い上がるニャーソンだった。

「じゃあもう、はるのたちにちょっかい出すなよ？　みんなも仕事があるんだからな」

「このファンレターに免じて同志たちの不始末は不問にしてあげるにゃ」

「どこまでも偉そうなやつ……」

　東司がやれやれと店番に戻る一方、ニャーソンは突然のプレゼントにご満悦だ。

（こういうドッキリにゃ！　こういうのがほしかったんだにゃ！）

　思わぬところからやってきたドッキリに、ニャーソンがウキウキと手紙を読み始める。

　内容はごく普通の、応援していますとか頑張ってくださいとか、そういうメッセージが簡潔に書いてあるだけだ。それだけでも今のニャーソンの心には温かく響いた。

　ただ一つだけ、気になったことがあるとすれば──

「なんか……どこかで見たことある文字だにゃ」





『完』
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